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　高貴な人を乗せた馬車は、冷たい朝日を浴びて白銀に輝いた。

　北の大帝国を統すべる皇族の証あかしである一角獣の紋章を刻んだドアがうやうやしく開かれ、紅の天鵞絨ビロードの台に、銀の靴くつに包まれた驚おどろくほど華きや奢しやな足がそっと置かれるのを、ルドヴィークは感嘆して見つめた。

　ふわりと広がるドレスの裾すそからのぞく足首は雪のように白く、腰は両手でつかめそうに細く、胸元は慎つつましやかにふくらんでいる。

　形のよい顎あごや、きゅっと結ばれた意志の強そうな唇くちびるや、つんと尖とがった鼻筋、宝石のようにひんやりした紫の瞳や、まばゆくきらめく黄金の髪かみが、次々目に飛び込んできて、ごくりと息をのむ。




（この人が、僕の花嫁？）




　高貴さを氷結保存したかのような美び貌ぼうに惚ほうけていると、北からやってきた皇女は長い金色のまつげを伏せてふいっと顔をそむけ、ひえびえとした表情でつぶやいた。

　世界のはじまりとともにあった、この世でもっとも美しく洗練された言語とされるエンドラ語で。














「……ズロース（キモイ）」──と。













「というわけで、国王様には大陸で一番高貴な血筋のお妃様を迎えていただきます」

　ルドヴィークが側近のアーデルハイドから、かしこまって告げられたのは、蒸し暑い夏の午後だった。

「え？　結婚するの？　僕が？」

　いかなるときも冷静な侍じ従じゆう長ちようを、執務室の椅い子すで瞳を丸くしながら見返す。

　短く切った灰銀色の髪かみと灰色の瞳が怜れい悧りで落ち着いた印象を与える、年齢不詳の美しい側近は、女性にしては低い声と、男性にしては赤い唇くちびるで、しれしれと答える。

「さようでございます。ローデシアの現在の国王様は、ルドヴィーク陛下ですので」

「アーデルハイド……僕はまだ十七歳なんだけど」

「我が国の平均結婚年齢は、男性が十九歳、女性が十七歳です。国王様はたった二年早いだけですし、王族の平均で考えるなら、とっくに伴はん侶りよがいらっしゃらなければならないご年齢です」

「うーん、確かに前の王様たちは早くにお嫁よめさんをもらってたけれど、僕はほら、半分庶民で、つい先月まで服屋で接客してて、それがいきなり前の国王様の隠し子だなんて言われて、お城へ連れてこられて王様になっちゃってさ。まだ王様の仕事がどんなものかもわかっちゃいないのに、いきなり結婚っていうのは」

　即位してから、たった三日しか経たっていない。

　そのあいだにルドヴィークがした〝仕事〟と言えば、即位式で大司教から首がもげそうに重い王冠をかぶせられたり、祝いに集まった民衆にバルコニーからひたすら笑顔で手を振ったり、パレードで沿道に押しかけた民衆にまたまた笑顔で手を振ったり、パーティーで毛皮の縁取りのマントを羽は織おって椅子に座り、次々訪れる長々しい名前の貴族たちの祝いの言葉に、わけがわからないままにこやかにうなずいていたくらいで……。

（にこにこしている以外、なにもしてないぞ）

　が、アーデルハイドは知的でやわらかな口調で、さらりと、




「ルドヴィーク陛下の一番大切なお仕事が、高貴な血筋のお妃様を迎えていただくことなのです」




　そう断言したのだった。

　初対面から彼女はこうだった。おだやかな表情と落ち着いたやわらかな声で、すっぱり本題を告げる。

（あのときもそうだったなぁ）

　一ヶ月前──当時のルドヴィークは、城下の町で服屋の若わか旦だん那なをしていた……。




「今年の夏は、透すかし編あみのケープが断然一押しだよ！　きみの白鳥みたいにほっそりした首筋にぴったりだよ、ベルタ。うーんそうだな、下は矢や車ぐるま草そうみたいに真っ青な瞳に合わせた、爽さわやかな青のドレスで。袖はぎりぎりまで短く、腰はうんと絞って、裾すそはこんなふうに大胆に広げて」

　小さな店内は、色あざやかな生地や、華やかなレースや、可か憐れんなリボンであふれていた。朗ほがらかに語りながら、細腕に抱えたスケッチブックにさらさらと色いろ鉛えん筆ぴつを走らせているのは、きらきらした金色の髪と明るい緑の瞳が印象的な、庶民にしては綺き麗れいで品のある青年で、白い紙の上にたちまち百ゆ合りの花模様の真っ白なケープや、裾が軽やかに広がった青いスカートや、それらをまとって微笑ほほえむ少女の姿が描き出される。

「ほらね！　女王様みたいだ！」

　完成した絵をスケッチブックから破り、愛あい嬌きようがこぼれんばかりの笑顔で差し出せば、相手は目と頰ほおを輝かせて、歓声を上げた。

「うわぁ、素敵！　これがあたし？　ルディのお勧めのお洋服を着たら、こんなに美人になっちゃうの？」

「ベルタは、もともと美人だよ。でも、この服を着たら、もっと美人になって、みんなくらくらしちゃうよ」

「やだ、ルディってば、お世せ辞じがうまいんだから。この前もそれでブラウスを買っちゃったし。今月は節約しないと」

「お世辞じゃないよ。だってほら、この絵を見たら実際すごく似に合あってて綺麗だろ」

「そうねー」

「こんなに腰が引き締まった服は、ベルタみたいにスタイルが抜群にいい子じゃないと、着こなせないよ」

「えっ、そ、そうかしら？　まぁ、ウエストだけは、ちょっと自信があるんだけど」

「うん、ベルタは、この透かし編みのケープと青いドレスが世界一似合う！」

　大鹿通りの王子様と呼ばれているルドヴィークが、にっこり笑う。すると相手の頰がぽーっと赤くなり、そわそわしはじめる。

「う、うちの家具工房、今、大口の注文が入って儲もうかってるの。今度臨時のお給料が出るらしくて……」

「そいつはいいや！　今から仕立てれば、夏祭りにじゅうぶん間に合うよ。そしたら、今年の夏祭りの女王はベルタに決まりだ」

「ああ、もう！　上から下まで全部ちょうだい！　ルディ！」

「お買い上げ、ありがとうございます！　当店の一流のお針子たちに最速で仕立てさせます」

　ルドヴィークがうやうやしくお辞じ儀ぎをすると、今度は待ち構えていた別の女の子たちが、

「ルディ、あたしは、今年の夏は白でまとめようと思うの。あたしの絵も描いて」

「あたしも！　今年は暑そうだから、腕や胸をちょっと出してみてもいいかなって。あ、でも、下品に見えないように、可か愛わいい感じで！　ルディ、選んでくれる？」

「ルディ、あたしの絵も描いて。この腰にレースを重ねたお洋服、素敵」

「えー、あたしが先よ、ルディ！」

「うそぉ、あたしもずぅぅぅっと待ってるのよ！」

　一斉にしゃべる女の子たちに、ルドヴィークは営業用の爽やかな笑顔を振りまき、

「全員、描くから押さないで。暑い中待たせているお詫わびに、蜂はち蜜みつ入りのレモン水を用意するよ」

　と細やかな気配りも忘れない。

　大鹿通りにある『ボリスの店』は、三年前に十四歳だったルドヴィークがスケッチブックと色鉛筆を手に接客をするようになってから、売り上げを十倍に伸ばし、いつも女性客でにぎわっている。

　ルドヴィークも、この仕事を天職と感じていた。昔から人と話すのが好きで、女の子と話すのはもっと大好きで、女の子の魅力を引き出す服を選ぶのも、デザインするのも、わくわくしてしまう。

　女の子が綺麗になる手助けをして、ローデシアの国を美人でいっぱいにするのが、ルドヴィークの壮大な夢だ。ローデシアの女の子は全員お洒落しやれで美人だと、周りの国から言われるようになったら、最高だ。

　そんなふうに城下でリア充ライフを送っていたルドヴィークの前に、彼女は突然やってきたのだった。

　店のドアが音もなく開き、しなやかな体つきの上品な若い男性が入ってきたとき、あれ？　と思った。

　まず、年齢が不詳である。

　商売柄、相手の年齢や職業を見抜くのには自信があるルドヴィークが、

（え？　二十歳前後？　いや、もっと上？　逆に十代かも。けど、あの落ち着きようは四十代でもおかしくない。いやいや、それはないだろうけど、でも、いくつなんだ？）

　と悩んでしまった。

　しかも灰銀色の短い髪と灰色の瞳が知的で落ち着いた印象を与える客人は、服装や装そう飾しよく品ひんから高い身分であることが察せられる。

（カフスもスカーフ留めも、本物の銀だ！　表面の彫ちよう刻こくもあんなに細かくて、おとなしめだけどさりげなく洒落ていて、きっと一流の職人の品だ。靴くつもぴかぴかだし）

　町の服屋をふらりと訪れる人種ではない。彼が身につけているもので、この店で売っているドレスが二十着は買える。というより、この店に、彼に売れるものはない。

　しかもさらにルドヴィークを困惑させたのは、

（あれ……この人、男性……だよね）

　赤い唇や、なめらかな喉のどや、胸回りを違い和わ感かんとともに眺め、髭ひげも染みもない綺麗な顔へ視線を戻し、まさか！　とぎょっとする。

（ええっ、ひょっとして女性!?）

　女性にしては背が高く背筋が伸び、一見男性に見える。が、ルドヴィークは服飾のプロで、男性と女性では肌の質も体型も違う。

　彼女は男性の服を着た、女性だ！

（こんな綺麗な女の人が、なんで男性の格好をしているんだ？　上流階級でそういうお遊びが流は行やっているのか？）

　店の外へ目を向ければ、入り口の前に大きな馬車が止まっていた。その前後に馬に乗ったおそろいの制服とマントを着た男たちが控ひかえている。

（あの緑の制服って国王様の騎士団じゃないか。じゃあ、この人も騎士？　それとも、騎士団が護ご衛えいに付くような人？）

　頭の中で忙しく考えていると、上品な灰銀色の髪と知的な灰色の瞳の、姿勢のよい、有能そうな──男装の麗人は、落ち着いた眼まな差ざしでルドヴィークのほうへまっすぐ歩いてきた。

　そうして、ルドヴィークの足元にひざまずくと、灰銀色の髪を涼しげに揺らして頭こうべを垂れ、うやうやしく言ったのだった。

　低くおだやかに響く美しい声で、ルドヴィークの運命を変える言葉を。




「お迎えにあがりました。新しい国王様」




　それが、現在ルドヴィークの侍従長を務めるアーデルハイドだった。

　年齢不詳の男装の麗人は、茫ぼう然ぜんとするルドヴィークを、騎士団が守る仰ぎよう々ぎようしい馬車に乗せ、丘の上の城へ連れていった。

　そこまでの道のりで彼女がした説明によれば、ルドヴィークは昨年亡くなったカルヴィン国王のご落らく胤いんということだった。

　カルヴィン国王には三人の王子がいたが、悪性の風か邪ぜで立て続けに亡くなった。たった一年のあいだに三人の新しい国王が即位しては崩ほう御ぎよし、一体次は誰がローデシアの国王になるのだろうと、ルドヴィークも町の人たちと噂うわさしていた。

　領土の三分の一が森でおおわれていて、いまだにお伽とぎ話ばなしや伝承が信じられている、そんなのどかな田舎いなかの小国では、誰が国王になっても、自分たちの生活は変わらないだろうと、安い麦酒ビールのジョッキを片手に、のんきに。

「亡くなられた三人の陛下に、お子様はおられませんでした。急なことだったため次の国王を選出するまもなく、我が国の玉座は現在も空白のままです」

　アーデルハイドの言葉に、ルドヴィークは他ひ人と事ごとのように「はぁ……」と答えた。

「外国の王室から遠縁の男子を迎えるか、三大公こう爵しやく家けから国王の血筋に連なる男子を選出するといった案もあったのですが。そんな中、カルヴィン国王陛下には、市し井せいの女性とのあいだにもう一人お子様がいらっしゃるという話が浮上いたしました。王家の直系の男子がいらっしゃるのなら、そのかたに継ついでいただくのが望ましいだろうということになり、私がお迎えにあがったしだいです」

　ここに至ってようやくルドヴィークは、自分が置かれているとんでもない状況を悟り、汗がだらだらこぼれてきた。

　大鹿通りの王子様と半ば冗じよう談だんで呼ばれていたが、自分が国王の隠し子だと想像したことなど生まれてから一度もない。

「あのっ、アーデルハイドさん、なにかの間違いじゃありませんか？　僕が王族のわけないし」

「母君から、なにもうかがっておりませんか？」

　ルドヴィークの母は、去年の秋──奇くしくもカルヴィン国王崩御の数日前に、王国に猛もう威いをふるった悪性の風邪で亡くなった。

　彼女はルドヴィークが六歳のときに、服屋を営いとなむ義父と結婚した。

　ダンスが大好きで、いつも明るく笑っている前向きな人で、義父を助け、朗らかな接客で店を盛り立てていた。

　義父と結婚する前は、ルドヴィークと二人暮らしで、お針子をして生計を立てていたが、生活に不自由はしていなかったと思う。お祭りの日には晴れ着を作ってもらい、屋や台たいで棒ぼうつきのキャンディーや熱々のお饅まん頭じゆうを買ってもらえたし、画材道具もルドヴィークがねだると、いい子にしていたご褒ほう美びよ、と一式そろえてくれた。

　なので母親に対して、婚外子を産み育てた日陰の女という印象はまったくない。むしろ亡くなる瞬間まで全力で人生を楽しんでいた逞たくましく幸せな人だった。

（そういえば……母さんは、僕の父さんは王様だって言ってたっけ）




　──ルディ、あんたの父親は、なんとローデシアの国王様なのよ！




　幼いルドヴィークを膝ひざに乗せ、茶目っ気たっぷりの笑顔で繰くり返かえし話していた。




　──あの人はそのとき、まだ即位前の王子様で、秋祭りの夜に、お忍びで町へやってきて、可愛い町娘と恋に落ちちゃったのよ。




　それはローデシアで、大人が子供たちを寝かしつけるときに聞かせる、緑の森に住む妖精たちや、森のどこかにあるという楽園にまつわる甘いお伽話のようだった。

　ルドヴィークに語り聞かせる母親の声も表情も、ふわふわした夢の中をただようように幸せそうで、それでいてどこかおかしそうで、いたずらげで。




　──あたしは根っから庶民で、お城でなんかとても暮らせないから、お別れしたけれど、でも、あんたの養育費にって、たくさんお金をくれたのよ。そんなにいっぱい使い切れないわって、ほとんど返しちゃったけど。あんたと二人で暮らしていくには、じゅうぶんすぎるほどよ。




（確かに言ってた！　僕の父親は王様だって。あれは冗談じゃなかったのか！）

　あんまり明るく話していたものだから、てっきり母親の創作かと思っていた。それがまさか──。

　驚きよう天てん動どう地ちのルドヴィークに、アーデルハイドが落ち着いた口調で尋ねる。

「ルドヴィーク様は、左肩に三つ葉の形をした痣あざがございますね」

「う、うん」

「それは王家の血筋のかたに代々あらわれるものです。カルヴィン陛下の先代の国王陛下──ルドヴィーク様のおじいさまにあたるかたの胸にも、三つ葉の痣がありました」

「そうなんだ！」

「はい、それとルドヴィーク様は、カルヴィン陛下のご子息の証あかしである翡ひ翠すいの宝印をお持ちですね」

　そう言われて、母親が亡くなるときに譲ゆずられた翡翠の印いん鑑かんを思い浮かべる。卵くらいの大きさで、リンデンバウムの絵が刻んであって、文ぶん鎮ちん代わりに使っているあの……。

（えええええええ！　あれって、そういう品だったわけ？　ローデシアの国旗にもリンデンバウムが描かれているけど、でも印を押す機会なんてないし、大きすぎて手が疲れそうだなーなんて思って文鎮にしてて……うわぁ！）

　噴き出る汗の量が、また増える。

「あ、あります……文鎮──じゃなくて、印鑑」

　声をつまらせながら答えると、アーデルハイドは品よくうなずき、

「以上の証しよう拠こから、ルドヴィーク様がカルヴィン陛下のご子息であることは間違いございません。なによりルドヴィーク様は、カルヴィン陛下に面おも差ざしが似ていらっしゃいます」

「そ……そうなんだ」

　王様の顔なんて一、二度、遠目にしか見たことがないから、思い出そうと思っても、まったく頭に浮かばない。たまに母親がルドヴィークの顔をじっと見つめて、

『あんたの顔は上品ねー。それでいて笑うと愛嬌があって。そんな素敵な顔に生んでもらって感謝しないといけないわよ』

　とルドヴィークの金色の髪を指ですきながら、愛いとおしそうに目を細めていた以外は。

　が、ここまで証拠がそろっていたのでは、観念せざるを得ない。お城に向かって丘を駆けのぼってゆく馬車の中で、ぼーっとしたまま、

（王様になったら義と父うさんの店は兼業できないよなー。ローデシアをお洒落な美人でいっぱいにすることが、僕の夢だったのに……）

　と、考えていたのだった。




「幸さいわいルドヴィーク陛下の評判は上々です。先の三人の国王様が、そろってアレなかたたちだったこともございますが、半分庶民とは思えないほど爽やかで品があり、謙けん虚きよでいらっしゃると、貴族たちのあいだでルドヴィーク陛下の支持は高まっております。民衆は逆に自分たちの国王が半分庶民であることに親しみを感じているようです。特に女性のあいだで、新しい国王様は金髪の美青年だと大評判で」

「び、美青年ってほどじゃ」

　金髪に緑の瞳で、そこそこ見栄えがよかったため、服屋の若旦那時代に、ボリスの店のハンサムな若旦那とか、大鹿通りの王子様とか、その場のノリで呼ばれはしたが、あくまで地域限定の美青年だ。

　全国レベルで通用する本物の美青年は、アーデルハイドのような人物を言うのだと思う（女性だが）。

「遠目で拝見すれば、国王様はじゅうぶん美青年であらせられます。遠目でしたらお顔もはっきり見えませんので。ええ、遠目でしたらその金色の御お髪ぐしだけで間違いなく」

「……ありがとう」

　三回も遠目と言わなくても……とは突っ込めなかった。

「それに、パレードの最中に警けい備びにあたっていた女騎士が見物人に押されて落馬して、通りに転げ出て尻しり餅もちをついてしまったとき、国王様がわざわざ馬車から降りられて、手をとって立たせたのが、非常によろしかったですね。あれは実に美お味いしかった。国王様のお優しさと爽やかさをアピールする最高の演出でした」

「演出だなんて。制服を凜り々りしく着こなした騎士さんが、真っ赤な顔で地面に座り込んでしまって気の毒だったから、フォローしなきゃと思っただけで」

　つい庶民の感覚のままドアを開けて、馬車から足を降ろしていたのだ。

　大丈夫？　怪け我がはない？　と尋ねて手をとって立たせてあげると、ルドヴィークとそう変わらない年頃の女騎士は、ますます真っ赤になって、うろたえていた。

　あのあと沿道を埋めつくす民衆の歓声はいっそう高まり、「ルドヴィーク陛下万歳！」「国王様、素敵」「なんてお優しいかたでしょう」という賞賛の声で沸き返っていた。

　本当に計算してやったわけではなくて。

「大変結構です。周りにはそのようにお答えください」

「本心なんだけどな……」

　ルドヴィークのぼやきを、アーデルハイドが涼しげに流す。女性ながら国王の側近を務める彼女は非常に優秀な人物なのだろうが、計算高すぎて焦あせることがある。

　アーデルハイドが冷静に告げる。

「ローデシアには、ルドヴィーク陛下が即位されたことを快こころよく思っていない一派もおります。中でも三大公爵家のひとつワルター公爵家の当主は、王家の傍ぼう流りゆうにあたる三歳の孫を国王に立てて、宰さい相しようとして力を振るいたかったようです。様々な利害関係からワルター公爵を支持するものたちも、決して少なくありません。なので国王様が、国民から愛される君主になりうる資質を見せられたことは、非常にありがたい。あの女騎士には報ほう償しようを与えてもよいほどです。しかしそれだけでは足りません。国王様には強力な後ろ盾と、高貴な血筋のお妃様からご誕生されるお世よ継つぎが必要です。その二つを同時に得るには、力のある大国から身分のある花嫁をお迎えするのが早道です。ですので国王様の一番のお仕事は、高貴な血筋のお妃様をお迎えいただくことだと申し上げた次第です」

　やわらかな声で理路整然と説明されて、やっぱり結婚はまだ早いとか、そもそも結婚は好きな相手としたいとは主張できないムードだ。

「念のため確認いたしますが、国王様は特殊な性せい癖へきなどお持ちでいらっしゃいますか」

「せ──なんだって？」

　いきなりとんでもないことを訊きかれて目をむくと、向こうは涼しい顔で、

「おそれながら国王様の愛の営みはノーマルか、とうかがっております。ここだけの話ですが、お亡くなりになったカルヴィン陛下のご長男のクローヴィス陛下は馬フェチで、奥様と離婚して馬と結婚したいなどと言い出されて、奥様は怒ってご実家に帰られてしまって、次男のマティアス陛下は潔けつ癖ぺき性しようで、女性は汚いのでさわりたくないとおっしゃられて、三男のミルトリアス陛下は男性好きで、性別が女性というだけで好みでないなどと主張されて、私もお仕えした当初は言い寄られたのですが、女性とわかったとたんに『男のフリをして私をたぶらかそうとしたな、このビッチ！』と、罵ののしられて……。ルドヴィーク陛下はどうなのかと」

「普通に人間の女の子が好きです！　はい！」

「安心いたしました。では、お妃様を迎えることになんの問題もございませんね」

　アーデルハイドがしれっと告げる。

「実はもう、お相手は決まっております」





　　　　　◇　◇　◇






　国王様のお相手は、エンドラ帝国皇帝の第三皇女であらせられます。

　我が国の数十倍の領土を誇ほこる北の大帝国の、それは高貴な姫君です。二ヶ月後にはローデシアへお輿こし入いれされます。

　あっけにとられるルドヴィークに、花嫁の情報をしれしれと語り終えたアーデルハイドは、無駄に色っぽい笑みを浮かべ、エンドラ語の辞書を差し出したのだった。

「というわけで、私とお勉強をいたしましょう」

「お、お勉強？」

　金の文字を押してある立りつ派ぱな装そう幀ていの辞書を見おろす。

　エンドラ語は、人類の歴史の最初にあった言語で、世界一美しく洗練された言語とも言われている。エンドラの帝国民たちは自国の歴史と文化に非常に高い誇りを持ち、言語が異なる国へ行っても、かたくなにエンドラ語を話し続けるという。

「ですので、カテリナ皇女と最低限の会話が成り立つように、こちらの文章を丸暗記してください」

　と、さらに渡された手書きのテキストには、




『アル（はい）』




『ノイ（いいえ）』




　といった簡単な言葉の他に、




『モニス　デーラ（はじめまして）』




　といった挨あい拶さつや、




『エル　ステラ　リヴァーニャ　トリス　ベラ（僕はあなたに、お会いできて光栄です。なんて愛らしいかただろう）』




『ルイ　エルマ　アマローゼ（僕の愛を受け取ってください）』




『トリス　デスタ　エルマ　ロワーネ（あなたの麗うるわしい唇に触れさせてください）』




『トリス　ファルナ　ルーア　ルーア　エル　シルレーヌ　ステイ（あなたの肌の香りを、もっと近くでかぎたい）』




『トリス　フォリア　チチェーリ　キース　エル　ファルマ（あなたの心しん臓ぞうの鼓こ動どうを直接聞きたいのです）』




　といった口く説どき文句まで並んでいる。

　しかも、そうした砂を吐くような甘い文章の割合が、テキストの半分以上を占めていて、後半になるにつれて、どんどん際どくなってゆく。




『エルマ　ルイセ　コーリア　シルムッドラーダ（僕の子供を産んでください）』




　に至っては、あまりに直接的すぎる。

「これのどこが、最低限の会話を成り立たせるための文章なんだい、アーデルハイド！　出会っていきなり子供を産んでほしいだなんて、女性はドン引きだぞ」

　が、アーデルハイドはこの上なく涼しい顔で、

「カテリナ皇女は、国王様の結婚相手として我が国へおこしです。お世継ぎご誕生は、カテリナ皇女にとっても早急に達成しなければならない使命のはずです。なので国王様が情熱をもってささやかれれば、感激して国王様の胸に飛び込んでこられるでしょう」

「そうかぁー？」

　ルドヴィークは懐かい疑ぎ的てきだ。

　が、高貴な女性については、市井暮らしのルドヴィークよりアーデルハイドのほうが熟じゆく知ちしているのは間違いない。政略結婚というのはそういうものなのだろうと思いながら、言われるままテキストを読み上げてゆく。

「え、エル　ステラ　リヴァーニャ　と、トリス　ベラ（僕はあなたに、お会いできて光栄です。なんて愛らしいかただろう）」

「トリスが、トトリスになっています。それだと、『あなた』が、『野豚』になってしまいます。そういうプレイがご希望でしたら、いたしかたありませんが、せめてお子様ができるまでは控えてください」

「トリス　ファルナ　……ルーア　……ルーア　エル　し、シルレーヌ　すすす、ステイ（あなたの肌の香りを、もっと近くでかぎたい）」

「ルーアに、もっと感情を込めて、情熱的にお願いします」

「って、そんなにしらけた目で観察している相手を口説くなんて、無理だよ」

　ルドヴィークが文句を言うと、アーデルハイドはますますしらっとした表情で、

「私はもともとこういう顔ですので。むしろ、まったくその気のないお相手に、くじけず愛の言葉をささやき続ける鍛たん錬れんになるかと」

「そんな不毛な鍛錬は嫌だ」

「先方のお心をとろかすことができれば、不毛ではなくなります。国王様は女性を口説くのはお得意のはずですが」

「なんだいそれは」

「政府調べでは、服屋の若旦那時代に、下は五歳の幼女から上はご隠居中の老婦人までたいそうおさかんでいらっしゃったようで、素晴らしいことです」

「な！　幼女に、ろ、老婦人って！　僕は誠実にお客様のお相手をしていただけで、おさかんとかないから！　その政府調べは間違っているから！」

　むしろ、あれだけ女性に囲まれていたのに、恋人の一人もいなかった。

「確かに、若い女の子も、色っぽい人妻も、店にはいっぱい来たよ。みんな僕と個人的な話をしたがったけど、それは彼女たちの恋の相談に乗っていただけなんだっ！」

　と内情をぶちまける。

「何故かみんな、僕はそういうことに詳しいと思っていて、僕も目の前でしょんぼりされたり泣かれちゃったりすると、なんとかしてあげなきゃって使命感がわいて……」

　そうして、女の子たちの話を親身に聞いてアドバイスをしているうちに、相手を好きになってしまうというのが、いつものパターンだった。




　──僕じゃダメかな？




　ルドヴィークがそう言うと、女の子たちは、




　──冗談ばっかり。ルディがすっごくモテるのは知ってるわ。ありがとう、励はげましてくれているのね。あたしみたいに平凡な子に、ルディが本気になるわけないもの。あたしには、やっぱり彼ぐらいでちょうどいいのよ。ルディほど素敵じゃないし、気もきかないけれど、でも、あたしには彼が一番合っているなーって思うの。




　と、まったく本気にしてくれないか、たまに本気にしてくれて一瞬傾かたむいてくれても、すぐに恋人のほうへ戻ってしまう。




　──彼のことを愛しているの。ルディを好きな子は大勢いるけれど、彼にはあたししかいないの。




　そしてルドヴィークが恋した女性たちは、それが初々しい少女であっても、世慣れた色っぽい大人の女でも、去り際に必ずルドヴィークに向かって、笑顔で言うのだ。




　──ありがとう、ルディ。あなたっていい人ね！




　いい人！

　男にとって、これほど情けない称号があるだろうか。

　それは恋愛対象と思われていないということだ。なので、いくら王子様だの女の子に囲まれてモテモテだのと言われても、喜べない。

　その実体は、ただの『いい人』なのだから。

　過去を思い出し愚ぐ痴ちるルドヴィークに、アーデルハイドが、

「けど少しは、良い思いもなさったでしょう」

　と冷静に指摘する。

「うっ」

「たとえば林りん檎ご園えんの娘のアナベル、鍛か冶じ屋やの娘のマティルダ、飾かざり紐ひも屋やの娘のビルギッテ、靴職人と、この春結婚したウル──」

「うわあああああああ」

　ルドヴィークは椅子から腰を浮かして叫んだ。

（なんで見てきたように語ってるんだっ。アナベルとはちょっとキスしただけで、マティルダは雨やどり中に肩を抱き寄せて、ビルギッテも背中越しに抱きしめて『彼と幸せになってね』と言ったくらいで、靴職人のお嫁さんになったウルリーケも……）

「アアアアーデルハイドっ、それは国家機密としてきみの胸におさめておいてっ。みんな好きな人とよりを戻して仲良くやってるんだから、波風立てないで！」

　アーデルハイドは知的な灰色の瞳で、冷静にルドヴィークを見つめ返しながら、

「承知しました。他言はいたしません。それに国王様を責めているわけではありません。国王様が真剣に口説かれれば、どんな女性でも、とろけてしまわれるでしょうと申し上げたかっただけです」

「そうかい、きみはとろけたかい？　アーデルハイド」

「いいえ、まったく」

　無表情に断言されて、がっくりする。

　アーデルハイドの家は跡継ぎの男子が生まれず、女性のアーデルハイドが十歳から男子として教育されたというが、仕事の能力はともかく、情緒の教育に問題があったとしか思えない。もっとも以前にルドヴィークが、

『そうか……きみは立派な跡継ぎになるために、感情を押し殺して冷静に振る舞うようにしているんだね』

　と同情したら、怜悧な眼差しで、

『いいえ、これはもともとの性格です。こういう私だからこそ、父も私に後を継がせる気になったのでしょう』

　と答えていたが。

（美人なのにもったいない。いくつなのかは謎なぞのままだけど）

　肩を落としっぱなしのルドヴィークに、アーデルハイドが「さぁ、続けましょう」と、またまた冷静に言う。

「この程度でくじけていただいては困ります。カテリナ皇女は御年十七歳。皇家の姫君としては売れ残りのご年齢ですが、おかげでこんな田舎の小国に嫁いでいただくことができたのです。ぜひとも立派なお世継ぎをもうけていただかなくては。ちなみに他の候補は五歳の姫と、三十五歳で三度夫に先立たれた未亡人でした」

「五歳！」

　それって隣となりの花屋のイーダと同じ歳じゃないか！　あんなちみっこい子と結婚なんて、ありえない。

「未亡人のほうはともかく、五歳の姫はご出産までに時間を要しそうでしたので、私も悩みました」

「もっと別のことで悩んでくれ！　五歳が候補に上がる時点でおかしいから！」

　ルドヴィークの指摘に対して、アーデルハイドは、

「王族の婚姻では珍めずらしいことではございません。まぁ我が国はお世継ぎ問題もありますから、カテリナ皇女に来ていただけることになって、本当によかったです。国王様が半分庶民な分、王妃様は高貴な血筋のかたをお迎えせねばと、ダメもとの大物狙いであちこち打診していたのですが、どこも断られてあきらめかけていたところに、大物中の大物から了解のお返事をいただいて、まさに奇跡です」

　と、しみじみ言う。

「……五歳の姫が嫁とついで来なくてよかった」

　ルドヴィークのつぶやきに、そうでございましょうというように、深くうなずく。

「カテリナ皇女は三千年の歴史を持つ大帝国の神聖皇帝の血を引く、大陸でもトップクラスに高貴な女性で、ワルター公爵たちへの牽けん制せいにはじゅうぶんすぎるほどです。国王様にとって、これ以上ないほど素晴らしいお相手です。たとえ少々売れ残りで、顔が少々アレで、体型が少々アレで、性癖が少々アレでも、誠心誠意、愛の言葉をささやいていただかないと」

「カテリナ皇女は、アレでアレでアレなの!?」

　そこは突っ込まずにいられなかった。

　ルドヴィークは決して面食いではない。

　女の子は誰もみんな可愛いし、魅力的ではない女性なんてこの世にいないと思っている。ルドヴィークが選んだ洋服やアクセサリーで、その魅力をさらに引き出し輝かせることに、喜びを感じる。

　けど、アレでアレでアレとは、どの程度アレなのか。

　頭の中に、北国に生息する、熊より巨大だという毛むくじゃらの白い生き物が、もやもやと浮かぶ。

　彼女に似合うドレスは……。

　弱った！　思い浮かばない！

「ご安心ください。カテリナ皇女は、輝く黄金の髪と、気高き紫の瞳と、白はく磁じの肌の、類たぐい希まれなる美女だとうかがっております」

　ホッとし、

（そうか、皇女は類い希なる美女なんだ）

　胸に甘酸っぱい希望が満ちたとき、




「ただ」




　アーデルハイドが、髪と同じ灰銀色の長いまつげを、そっと伏せた。

　ドキリとして次の言葉を待っていると、

「いえ……これは言わずにおきましょう」

「ええっ！　そこでやめるのかい？　気になるじゃないか！　言ってくれよ。『ただ』──なんなんだい？」

「たいしたことではございません。それに噂と現実は得てして異なるものです。また、たとえアレでアレでアレなかたが嫁いでいらしても、一国の君主として動じない心構えをしていただかないと」

「結局どっちなんだ！」

　皇女は類い希なる美女なのか？　それとも、アレでアレでアレなのか？

　アーデルハイドはルドヴィークの突っ込みを、平然と無視して、

「さぁ、あらためてこの私を、アレでアレでアレな姫だと想像しながら、情熱的に口説いてください」

「くぅぅ」

　ルドヴィークは唸うなりながら、エンドラ語で愛の言葉をささやく作業に戻った。

　どうやらカテリナ皇女がどんな外見をしているのかは、会ってみるまでわからなそうだ。

　けど、全身がふさふさした白い毛におおわれているのでなければ、きっとどこか好きになれる部分があるに違いない。

　そうだ、外見的なことよりも、性格が優しく朗らかな女性だといい。

　それとひとつだけ欲を言うなら──。




（ダンスが好きな人だといいな）




　幼いルドヴィークを誘って楽しそうに踊っていた母親の、野に咲く花のように朗らかな笑顔を思い浮かべ、ルドヴィークは自然と口元をゆるめた。

「アーデルハイド、『僕とダンスを踊ってください』って、エンドラ語でなんと言うのか教えてくれないか？」





　　　　　◇　◇　◇






　そんなふうに二ヶ月が経過し、秋の訪れとともに皇女を乗せた馬車が、ついにローデシアの王城に到着した。

　ルドヴィークは、城の庭で心臓の高鳴りを押さえながら、カテリナ皇女が馬車から降りてくる瞬間を待っていた。

　後ろにアーデルハイドや、主立った家臣や騎士たちが控えている。

（いよいよ皇女に会えるんだ）

　はたして、どんな人だろう。

　アレでアレでアレな人なのか？

　それとも噂どおりの類い希な美女か？

　透きとおった朝の光を浴びて白銀に輝く馬車は、まるで物語の世界から飛び出してきたかのようで、馬車のドアの下に紅の天鵞絨ビロードをはった台が置かれ、一角獣の紋章を刻んだドアがうやうやしく左右に開かれると、銀の靴に包まれた、驚おどろくほど華きや奢しやな足がまず見えた。

　小さな足は、高貴さの証と言われている。

　それから、高価なレースをたっぷりあしらったドレスの裾が現れ、ふわりとふくらんだ青いスカートが見え、折れそうに細いウエストが瞳に映り、品よくふくらんだ胸や、すんなりした白い首が、次々と視界に飛び込んできて。

　最後に、上品に結い上げた黄金の髪と整った小さな顔と、その中でひんやりと輝く紫の瞳が見えた。

　ルドヴィークをふくめて、そこにいる全員が言葉を失ったのは、カテリナ皇女に見入ってしまったせいだろう。




　類い希な美女。




　そう評してもまったく過言でない、輝くばかりに美しい皇女が立っている。

　肌は降り積もった雪のようにひんやりと白く、瞳は宝石のようにきらめく紫で、髪は黄金をとかしたような金色だった。

（この人が、カテリナ皇女！）

　まるで森の奥にあるという異界を統すべる、妖精の女王のようじゃないか。

　皇女の美び貌ぼうに吸い寄せられるように、頰を紅潮させて馬車のほうへ歩み出したルドヴィークは、が、すぐに異常に気づいた。

　カテリナ皇女は、ひどく顔色が悪い。

　小さい顔が真っ青だ。

　しかも細い金色の眉根をぎゅっと寄せ、頰をこわばらせ、こめかみをひきつらせていて、ひどく不ふ機き嫌げんそうだった。

　そうして、ひんやりした紫の瞳でルドヴィークを見るなり、いきなり目を伏せ顔をそむけて、つぶやいた。




「……ズロース」




　ルドヴィークは皇女がなんと言ったのか、わからなかった。

（え？　あれ？　ズロースって、どういう意味だっけ？）

　アーデルハイドが作成した『皇女をとろかすための愛の言葉集』を思い返すが、それらしい単語が浮かばない。

　ズロースティアロン──ご気分がすぐれないのですか？　という似た言葉があったような気もするが、カテリナ皇女がその言葉を口にしたとたん、エンドラ側の従者たちはぎょっとし、そのあと氷で作った像のように凍りついた。その反応からも、きっといい意味ではないのだ。

　エンドラ語に通じたアーデルハイドをうかがうと、こちらも眉根を寄せている。

　なによりも、カテリナ皇女本人がえらいしかめっ面で顔をそむけているのが、気になって仕方がない。

（よくわからないけど、すごく苛いら々いらして怒っているみたいだ）

　少なくとも、好意を持たれていないのは確かだ。

（いや、緊きん張ちようしているのかもしれない）

　服屋の若旦那時代に培つちかった営業スマイルを浮かべて、親しみを込めた声で、

「モニス　デーラ（はじめまして）」

　と言ったところ。

　皇女は、今度はいきなりほっそりした手で口を押さえた。

（へ？）

　ルドヴィークの顔だけでなく、声を聞くのも不快で、これ以上ルドヴィークの近くにいること自体耐えられないと言わんばかりの仕草だ。これまでどの年代の女性からも、そんな反応をされたことのないルドヴィークは唖あ然ぜんとした。

　いつもならルドヴィークが微笑みかければ、たいていの女の子は頰を赤らめ、自分もルドヴィークに好意を持っていることを示そうと、たちまち笑顔になったし、ルドヴィークが話しかければ一いつ生しよう懸けん命めいに話し返してくれた。

　なのに北から来た皇女は口を押さえたまま、そっぽを向いている！

　エンドラの従者たちは弱りきっており、ローデシア側も静まり返っている。

　すると皇女が顔をそむけたまま言った。

「エル　ヴスタ　デロ……」

　透明な氷がガラスのコップにかつんとあたって、澄んだ音を立てるような、それは美しい声だった。

　ただし、とても冷ややかで感じが悪い。

　皇女がなんと言ったのか、ルドヴィークはまたしてもわからなかった。

（このテキストを丸暗記すれば、王妃様との夫婦生活は順調で安あん泰たいですとアーデルハイドは言っていたのに。話が違う）












　長年店で接客をしてきた経験から、客が不機嫌な際の対応は心得ているつもりだった。が、言葉がわからないことが、これほどハンデになるとは予想していなかった。

　うろたえるルドヴィークの背後で、アーデルハイドがささやいた。

「カテリナ皇女は、ご気分がすぐれないそうです」

「え、あ、具合がお悪いのですね」

　焦るあまり、ローデシアの言葉で語りかけると、皇女はそむけていた顔をルドヴィークのほうへキッと向け、早口のエンドラ語でなにか言った。

　ルドヴィークの頭の中で、氷がカツン、カツンとぶつかる音が響く。

（え？　え？　なんて言ってるんだ。わからないけど、絶対怒ってる。どうしよう、謝ればいいのか？）

　アーデルハイドが見かねて、

「失礼いたします」

　と言って、ルドヴィークの前に静かに割って入り、カテリナ皇女と直接話しはじめた。

　皇女の従者も交えて、流りゆう暢ちようなエンドラ語で言葉を交わしていたが、やがて、

「皇女は長旅でお疲れで、今すぐ休みたいと仰おおせなので、お部屋に案内いたします」

　とアーデルハイドが説明し、カテリナ皇女はお付きの人たちと一緒に、建物の中に入っていってしまった。

「え、ああ」

『お大事に』って、エンドラ語でどう言うんだっけ？

　そんなことをルドヴィークが考えているあいだに、カテリナ皇女は青ざめた顔を不機嫌そうにツンとそむけたまま、ルドヴィークの前を冷たい北風のように通り過ぎていってしまった。

　部屋に戻ってから、エンドラ語の辞書で『ズロース』の意味を調べたルドヴィークは、愕がく然ぜんとした。




　ズロース　ズローティス（気持ちが悪い）を縮ちぢめた俗語。キモイ。主に侮ぶ蔑べつの意味で使用される。




「き、キモイ……？」

　これから妻になる人に、初対面でキモイって言われたのか！　僕は！













「カテリナ皇女は、僕と結婚したくないんじゃないかな」

　その夜。

　アーデルハイドに手伝ってもらって、舞踏会用のコートを羽は織おりながら、ルドヴィークは浮かない顔でつぶやいた。

　僕は美青年なんてもんじゃないとは言ったが、自分の容よう貌ぼうにそこそこ自信は持っていたのだ。少なくとも第一印象で女性に嫌われる顔ではないと。接客で培つちかった爽さわやかな笑顔も完かん璧ぺきだった。エンドラ語も間違えていなかったはずだ。

　なのに思いきり顔をそむけられたあげくに、キモイだなんて。

　カテリナ皇女がぶつぶつつぶやいていた他の言葉も、あれから辞書で調べてみたが、『信じられない』だの『最低』だの『これだから田舎いなかは』だの『気分が悪くて吐きそうだから話しかけないでください』だの訳するたびに、胸をぐさぐさ突き刺された。

　カテリナ皇女は昼食を食べる気分ではないとのことで、昼食会はキャンセルになり、お見舞いにうかがいたいとルドヴィークから申し入れても、本日はご遠えん慮りよくださいと素そっ気けない返事がきて、あれから一度も会っていない。

　城内はすでにカテリナ皇女の噂うわさでもちきりで、

「黄金をとかしたような金色の髪かみと、宝石のような紫の瞳の、妖精の女王のように美しい皇女様だそうだ」

「しかもたいそう威い厳げんがおありで、さすが三千年の歴史を持つ大帝国の皇女様だと、お姿を拝見したものが感嘆していた」

　そんな皇女の容貌に関することの他に、

「ルドヴィーク陛下のお顔を見て、ご気分が悪くなられたようで、ほとんど言葉も交わさないまま、お部屋に引きこもられてしまったらしい」

「カテリナ皇女にとって、この結婚は本意でなかったのではないか？　顔をこわばらせ、青ざめていらっしゃったそうじゃないか」

「北の大帝国の皇女様が、田舎の小国に嫁とつぐのは、誇ほこりが許さなかったのでは」

「ルドヴィーク陛下と口をきくのも嫌そうだった。高貴な身分の皇女様にしてみたら、半分とはいえ庶民の血が入ったルドヴィーク陛下は、夫として尊敬できる相手ではないのかもしれない」

　と皇女の心情について、あれこれ推察されている。

　それはルドヴィークの耳にも入り、ますます不安がふくらんだ。

（やっぱり僕が気に入らなくて、あんなに邪じや険けんだったんだろうか）

　舞踏会の支し度たくをしながら、また物思いに沈みかけたとき。




「国王様のおっしゃるとおりでございます。カテリナ皇女は、国王様がお嫌いでしょう、当然です」




　ルドヴィークの胸元のチーフを整えていたアーデルハイドが、さらりと言った。

「ええっ、肯定するのかい？　そこは普通否定してくれるもんじゃないか！」

　と反射的に突っ込むと、灰色の瞳に知的な光をたたえて、さらに言う。

「大陸でもっとも伝統があり、かつ先進的で広大な領土を有する大帝国の皇女で、本来ならどんな大国の王妃にもなれたかたが、いまだに古い伝承が信じられている森だらけの田舎の小国に嫁いでこられたのです。我が国にとっては奇跡のような幸運でも、カテリナ皇女にしてみれば、不運以外のなにものでもありません。いくら父皇帝の命令とはいえ、屈くつ辱じよくと不安でいっぱいでしょう」

「だよね」

　明めい晰せきな言葉に、うなずくしかない。それどころかカテリナ皇女が気の毒になってくる。

「しかし、ルドヴィーク陛下は、そんな皇女のお心をとかし、ローデシアに嫁いでよかった、素晴らしい伴はん侶りよと巡り会えて幸せだと思わせることのできるかただと、私は信じております」

「そ、そうかな」

　照れて頭をかいてしまう。

「はい、下は幼女から上は老女まで籠ろう絡らくされた実績のある国王様でしたら」

「だからそれは違うってっ」

　脱力しかけるルドヴィークに、アーデルハイドが知的な眼まな差ざしでにこやかに、

「どうか自信を持ってください。カテリナ皇女が異界を統すべる妖精の女王のように、きらめく美女ならば、国王様はその女王に愛された伝説の騎士アルブリヒトのような金髪の美青年で、お人柄もお優しく健すこやかで、女性に対する敬意と理解をお持ちの、理想の殿方でいらっしゃいます」

　空気を読んだのか、今回は〝遠目には〟とは言わなかった。手放しの賞賛にルドヴィークも気分をよくしながら、

「女性のきみがそう保証してくれるなら、勇気が持てるよ、アーデルハイド。頑がん張ばってカテリナ皇女の心をとかしてみるよ」

　と答えると、

「はい。また、ああした冷たくかたくなに見える女性ほど、わずかなきっかけで嫌けん悪おが好意に入れ替わり、そうなったときは際限なくデレるものです」

　アーデルハイドが普ふ遍へんの真理を語る口調で言った。

（そうかー、あんな異界の女王みたいな、ひんやりした絶世の美人がデレデレになったら最っ強に可か愛わいいだろうな。いいなぁー、それ。そうだ、これから夫婦として一緒に暮らす人なんだから、僕からも歩み寄らなきゃ。大丈夫、女の子は誰でもみんな可愛い部分や、素敵な部分を持っているから、カテリナ皇女のそういう面を見つけて、好きになろう。それで僕のことも好きになってもらえるよう努力しよう）




　が、舞踏会がはじまる時刻になっても、カテリナ皇女は広間に姿を見せなかった。

　ローデシアの重臣たちは、どうなっているのだ、やっぱり皇女はこの婚こん姻いんが不満なのではとささやきはじめ、ルドヴィークも、

（まさかエンドラに帰ってしまったんじゃ）

　と心配になったとき、ようやくカテリナ皇女の訪れが告げられた。

　ローデシアの象徴であるリンデンバウムを彫刻した扉が左右に開き、華やかな舞踏会用のドレスに身を包んだカテリナ皇女が、皆の前に現れる。

　同時に、ささやきはどよめきに変わった。

　カテリナ皇女が、想像以上に美しかったからだ。みんな、これほどとは！　と驚きよう嘆たんの目で見つめている。

　ルドヴィークも、皇女の美び貌ぼうに再度見入ってしまった。今朝城の庭で対面したときも並はずれた美人だと思ったが、そこからまたさらに美しさと気品と輝きを増している。

　黄金をとかしたようなきらめく金色の髪は、光沢のある薄い絹のリボンや、宝石のついたティアラなどと一緒に結い上げられ、毛皮でアクセントをつけた白いドレスは生地も仕立ても芸術品のようで、カテリナ皇女のほっそりした体にしなやかによりそい、腰の下から夢のようにふわりと広がる。

　まさに妖精の女王だ。

　けれど、やはり朝見たときと同様に頰ほおを引きつらせ、唇くちびるをキッと引き結んで、宝石のような紫の瞳でルドヴィークを睨にらんでいて──。

（ひるんじゃダメだ。まずは笑顔で話しかけて。それでダンスにお誘さそいするんだ）

　そうだ。踊れば、皇女の気持ちも、きっとほぐれるはずだ。

　あなたなんて嫌いです、と書いてある冷たい顔にも、十七歳の乙女らしい朗ほがらかな笑顔が浮かぶだろう。

（こんな絶世の美人が微笑ほほえみかけてくれたら、最高じゃないか）

　その素晴らしい光景を思い浮かべながら、ルドヴィークは、今、心の底から皇女に会えたことを嬉うれしく思っているという笑みを顔中に浮かべ、三日後に花はな嫁よめになる人に向かって爽やかに話しかけた。




「シェル　ドレーヌ　ローデシア　エル　ステラ　リヴァーニャ（ようこそ、ローデシアへ。お会いできて、光栄です）」




　カテリナ皇女が一瞬だけ目を見張る。紫の瞳の奥に、かすかな動揺が見てとれたが、それはたちまち凍りつき、唇がますますしっかり引き結ばれる。

　ルドヴィークはメゲずに、大鹿通りの王子様と呼ばれた『そよ風の微笑み』をキープしたまま、カテリナ皇女のほうへ手を差し伸べた。




「ルイ　エルセ　ステイリャ　ソル　レバーノ　エル　イル　フェルマータ（僕とダンスを踊っていただけますか。僕はダンスが大好きなんですよ）」




　アーデルハイドに発音を厳しくチェックしてもらい、何度も何度も、繰くり返かえし練習した言葉。

　結婚相手は、ダンスが好きな女性であればいい。

　女の子はみんな、それぞれ可愛く魅力的で、けど踊っているときの女の子は十倍素敵だというのが、ルドヴィークの持じ論ろんで、女の子とダンスを踊っているときは、いつも相手に恋している気持ちになる。

　くらくらして、胸がはずんで、幸せな気持ちになる。

（だから、カテリナ皇女が踊ってくれれば、僕らはきっと仲良しになれる）

　カテリナ皇女の肩が、小さく震えた。

（え？）

　しだいに肩だけではなく、腕まで小刻みに震え出す。

　それをこらえるように、ドレスのスカートを白い手でぎゅっと握りしめて──。

（緊きん張ちよう……しているのかな）

　だったら気持ちをほぐしてあげなきゃ、とルドヴィークがエンドラ語で話しかけようとしたとき、薄紅色の唇から世にもひんやりした言葉が流れ出た。




「わたくしは、ダンスは大嫌いです」




　エンドラ語ではなかった。

　ローデシアで使われているダール語で、しかも生まれながらのローデシアの国民でも、これ以上完璧なダール語を話せる人間はそうそういないと思われるほどの、正確無比な発音だった。カテリナ皇女がローデシアの言葉を話したことと、その内容に唖あ然ぜんとして、手を差し伸べたまま硬直するルドヴィークに、皇女は再び、完璧すぎて冷たく聞こえるダール語で、

「特に田舎の下品なダンスには、吐き気がいたします。ここは空気が悪いので、失礼いたします」

　と告げ、淡雪のようなレースと毛皮で縁取られたドレスの裾すそを優雅にひるがえして、広間から出ていってしまった。

　エンドラから同行した皇女のお付きが、慌あわてて追いかける。アーデルハイドが眉根を寄せているのがルドヴィークの視界の端に映った。

　広間は騒然となり、ルドヴィークはその真ん中で茫ぼう然ぜんとしていた。





　　　　　◇　◇　◇






「僕は、カテリナ皇女の夫になる自信はないよ、アーデルハイド」

「玉座の上で膝ひざを抱えて背中を丸めないでください、ルドヴィーク陛下。金髪の美青年が台無しですよ」

「遠目には、だろ。どーせ僕は地域限定王子様で、雰ふん囲い気きイケメンで、近くで見たら田舎モンのモサい男さ」

「男性の価値は見た目ではありません。国王様には地位も権力も、若さもあるではありませんか」

「カテリナ皇女の瞳には、地図のどこにあるのかもわからないマイナー弱小国のダサイ若造としか見えていないみたいだけど」

「それを国王様の魅力でくつがえすのです。ローデシアのお伽とぎ話ばなしにも、豚飼いのふりをした伯はく爵しやくが、我わが儘ままなお姫様を翻ほん弄ろうする『豚を飼った伯爵』や、浮浪者のふりをして高こう慢まんな王女を妻に迎えて性格を矯きよう正せいする『とんがり顎あごの王様』があるでしょう。じゃじゃ馬馴ならしは男のロマンですよ」

「女性のきみに男のロマンを語られても……。てか僕って、カテリナ皇女から見たら浮浪者と同じカテゴリー？　カテリナ皇女には国へ帰っていただいたほうがいいんじゃないのか」

「それはできません」

「なら結婚式を延期して」

「それもなりません、二日後には大聖堂で夫婦の誓ちかいをしていただきます。結婚してしまえばカテリナ王妃も観念して、夫にデレデレの愛らしい奥様になられるでしょう」

「誠実な顔をして、心にもないことを言うなー！」

　そんなやりとりを繰り返し、結婚式の当日になってしまった。




（このまま結婚しちゃってもいいんだろうか）

　結婚式の一時間前。

　ルドヴィークはまだ迷っていた。白い花はな婿むこ衣装に着替えた姿で、城の中庭を行ったり来たりしている。

（歓迎舞踏会の夜からカテリナ皇女は部屋にこもりっきりで、全然話せていない。いくら政略結婚でも、この状態で夫婦になるのはよくないよ）

　カテリナ皇女の支度も、そろそろ終わる頃だ。このあと城内の大聖堂に移動して結婚式を行い、そのあと町へお披ひ露ろ目めのパレードに出る。

「結婚式の前に、カテリナ皇女ともう一度話してみよう」

　そう決意して、陽射しがまぶしい庭を進んでいったとき。

　頭上でがさりと音がした。

　振ふり仰あおいだルドヴィークは、ぎょっとした。




（白い鳥？）




　美しく剪せん定ていされた木立のあいだを、白くてひらひらしたものが横切っていった。鳥よりもあきらかに大きい。

　光が目に突き刺さって、まぶしすぎてよく見えないが、人間の女の子のようにも見えて──まさか！

　また、ばさりと音がして枝がしなり、白い影は建物の窓に飛び込んでいった。

（あそこはカテリナ皇女の部屋じゃないか！　大変だ！）

　こんなのどかな田舎の小国で、国王の結婚を阻そ止ししようとする勢力が、花嫁に刺し客かくを送り込むなんて過激なことをするとは考えにくいが、万が一ということもある。

　慌ててカテリナ皇女の部屋へ行き、

「カテリナ皇女はご無事ですか？　今、皇女のお部屋に窓から不審者が──」

　エンドラのお付きに伝えると、さっと青ざめ、部屋の奥に続くドアを開けたが。




「フェラ　フィーノ（なにごとですか）」




　ひんやりした声が、ルドヴィークたちを迎えた。

　純白の花嫁衣装に身を包んだ、きらめく黄金の髪と紫の瞳の絶世の美女が、きつい眼差しで睨んでいる。

　これまでにも増して現実離れした美しさに臆おくしながら、ルドヴィークは、

（あ、あれ？　カテリナ皇女しかいない）

　と焦あせった。

「すみません、不審者が木を伝って、こちらのお部屋に侵入したように見えたので、皇女が心配で」

　しどろもどろで弁明するルドヴィークに、皇女がひえびえとした口調で、

「アナ　ポーラ　ナイ　レスト（どなたもまいりませんでしたわ）」

　と告げる。

　ルドヴィークは身の置き所がなかったが、結婚式の前にカテリナ皇女と話そうとしていたことを思い出し、

「すまないけれど、少しのあいだ二人にしてもらえないだろうか」

　と、お付きに伝えた。

　カテリナ皇女はあからさまに迷めい惑わくそうな顔をしたが、さすがにルドヴィーク本人を目の前にして、気分がすぐれないので出て行ってくださいとは言えなかったようで、唇をきゅっと引き結んだ。

　お付きが下がり、花婿のルドヴィークと花嫁のカテリナ皇女は、二人きりになった。

　皇女はそっぽを向いている。

「えーと……サラ　エルーナ　フォレリーナ　マリージェ　フェア　トリス　リベーラ（いきなり押しかけてしまって、すみません。婚礼の前に、少しだけでもあなたとお話ししておきたくて）」

「……そちらのお国の言葉で結構です」

「あ、ありがとう。じゃあその、エンドラのような大帝国からいらしたかたに、ローデシアは田舎で物足りないかもしれないけれど、ローデシアにもいいところがたくさんあります。婚礼の前に、あなたにそれをお見せできないのが残念ですが、結婚したら僕がご案内しますから、一緒に見に行きましょう」

　冷たい横顔を向けたままの皇女に、誠実に語りかける。

　ローデシアに嫁ぐことが彼女の本意ではなかったとしても、ローデシアの良さを少しでも知ってほしくて。

「マレーナ湖に落ちる夕日や、夜になって湖一面に星の群れがきらめく様子は、ぜひご覧らんになっていただきたい。秋がくれば果樹園に新鮮な葡ぶ萄どうや林りん檎ごが鈴なりに実って、冬がきて氷が張れば、湖でスケートやわかさぎの穴釣りができます。春には街道が真っ青なブルーベルで埋めつくされて、さんざしも満開になります。町にできたばかりの劇場も、小さいですが活気があって、いつも観客でいっぱいです。日曜日の昼間は、子供たちも楽しめるように『ジャンと大きな豆の蔓つる』や『淡雪姫と七人の妖精』なんかのローデシアのお伽話を題材にした劇を上演していますよ」

　カテリナ皇女の唇や、金色のまつげが、ほんのわずかに揺らいだ。

「……お伽話」

　カテリナ皇女がはじめて、ルドヴィークの言葉に関心がある素振りを示したので、ルドヴィークは俄が然ぜん言葉に熱を込めた。

「ええ。ローデシアはお伽話の宝庫と呼ばれているんですよ！　ローデシアの三分の一は森におおわれていて、森の中には、お伽話に登場する不ふ思し議ぎな住人たちが暮らす異界があると考えられているんです。それにまつわる伝承もたくさん残っていて。ローデシアの子供たちはみんな、大人たちから森に関わる物語を聞いて育つんです。森では不思議なことが起こるから、森の奥へ立ち入りすぎてはいけないって。一番有名なのは妖精の女王と旅の騎士の物語で──」

　そっぽを向いていたカテリナ皇女の視線が、ルドヴィークの言葉に引きよせられるように、少しずつ動いてゆく。

　白い頰がかすかに紅潮して、ひんやりした紫の瞳に輝きがにじんで──。

　ハッとしたように肩を揺らしたあと、いきなりまた頰を引きつらせ、

「エレ　リスタ　モアーレ　ファレスト　レノレノ　ファリアータ　キラーノ　リア　ファスタ　ベロ　アルブリヒト　レア　サーナ　エターナ　モア　リリアーンダ　シア　ファーナ　コレナ　デレラ！　レナ！（なんて子供っぽいんでしょう！　国民が今でも、お伽話を信じているなんて、さすがに田舎の小国ですわ。教育水準が低すぎです。金の髪にエメラルドの瞳の凜り々りしく美しい旅の騎士アルブリヒトが、森をさまよううちに異界へ迷い込んで、妖精の国の女王と、七つの扉がある黄金の間で愛の日々を送るロマンチックな一代長編なんて、おへそがお茶をわかすほど笑っちゃうわ。じゃなくて、笑っちゃいますわ！　ですわ！）」

　怒ど濤とうのような早口のエンドラ語に、ルドヴィークが、

「え？　え？」

　と目を白黒させていると、カテリナ皇女がすっと目をそらし、氷のように高貴で、ひえびえとした表情と完璧なダール語で伝えた。

「重要なお話ではないようですので、そろそろお引き取りいただけないでしょうか。準備したいことがありますので」

「すみませんっ」

　冷水をめいっぱい浴びせられた気持ちで、ルドヴィークは後ずさった。そのまま焦りながら部屋から出て行こうとして、ふと、カテリナ皇女が着ている婚礼衣装の裾に葉っぱがついているのが目に映った。

（あれ？）

　皇女がぎくりとしたようにドレスの裾を引いて後ろへ隠す。そうして、キッとルドヴィークを睨んだ。

「婚礼の前に花嫁をまじまじご覧になるなんて、はしたないですわ。早く出ていってくださいな」

　突き放すように言われて、ルドヴィークのほうはそれ以上なにも言えなくなってしまい、疑問を抱いたままカテリナ皇女の部屋をあとにしたのだった。

「さっきいきなり早口でしゃべりはじめたのは、なんだったんだろう。全然内容がわからなかったけど、深窓のお姫様にしてはせっかちというか、普通の女の子が興こう奮ふんして、しゃべっているみたいだったなー。あーけど、結局仲良くなれなかったな。カテリナ皇女が僕との結婚を嫌がっているなら無理強いしたくないけれど……僕の立場では、婚礼を中止にしましょうとはやっぱり言えないし。本当にアーデルハイドが断言したように、婚礼を挙あげてしまえばデレて心を開いてくれるんだろうか」




　婚こん儀ぎがはじまってからも、カテリナ皇女は観念しなかった。

　透ける素材の純白のヴェールの下で、婚儀のあいだじゅう唇を決然と引き結び、頰をこわばらせ、ルドヴィークから視線をそらし続ける花嫁を、ルドヴィークは胃を痛めながら横目で見ていた。

「では花婿は誓いの言葉を述べてください」

「はい、誓います」

（ああー、誓っちゃったー）

　次はカテリナ皇女が誓う番だ。

　ところが、唇を頑がん固こな貝のようにぴたりとくっつけたまま一向に開こうとしない。これ以上寄せられないほど眉根を寄せて、かたくなに沈黙を続けている。

　聖堂は冬の墓場のような静けさだ。

　ルドヴィークがはらはらしていると、大司教にうながされてようやく目を伏せ、唇をきゅっと嚙かんだあと、

「……ます」

　と、消え入りそうな声でつぶやいた。

（誓いませんって叫んで退場しないでくれて、よかった）

　とりあえず安あん堵どしたが、

「では誓いの口づけを」

　ルドヴィークが緊張しながら顔を近づけたら、直前で思いきりそっぽを向かれ、唇にキスするはずが、目標を失ってそのまま前につんのめってしまった。

　頰と頰が微妙に擦すれ違ちがう。

「神の前に、二人が夫婦になったことを認めます」

　大司教が仰ぎよう々ぎようしく宣言し、拍手がわき起こった。

（え？　今、僕、キスしてないよね？　え？　認めちゃうの？　いいの？）

　きょときょとするルドヴィークの隣となりで、花嫁はそっぽを向いている。

　その後のパレードでも披露宴でも、カテリナ皇女は永久凍土の上を吹きすさぶ北風のような冷ややかさをただよわせ、花婿から顔をそむけっぱなしで、ルドヴィークはまったく立場がなかった。沿道につめかけた民衆も「ご結婚おめでとうございます！」と叫んでいたのが、不ふ機き嫌げんな花嫁を見て静まり返ったあと、

「国王様……可か哀わい相そう」

「やっぱり庶民の出なのが、皇女様のお気に召さなくて」

「お気の毒に、ルドヴィーク陛下」

　という同情とお悔やみの言葉が続いた。

　この日のことはのちに、〝カテリナ王妃のご婚礼シカト事件〟と呼ばれることになる。家臣や国民に、新妻との不仲をさんざん披露するはめになったルドヴィークは、穴があったらそこに引きこもりたかった。




「ゴメン、やっぱり無理っ」

「夫婦の契ちぎりを結んでしまえば、どんな女性も夫を愛いとしく思うようになるものです。ルドヴィーク陛下でしたら大丈夫です。明日には王妃様もデレデレです」

「根こん拠きよもなく『大丈夫』って涼しげに断言するのは、きみの癖くせなのかい！　アーデルハイド！」




　披露宴が終わるなり、アーデルハイドの指示で湯浴みさせられ、寝間着に着替えさせられ、寝室に追い込まれた。

　広々とした天てん蓋がい付きのベッドには薄いカーテンがかかっていて、その向こうに女性のシルエットが見える。

（カテリナ皇女だ！）

「では、よい夜をお過ごしください」

　アーデルハイドがうやうやしく一礼し、他の者たちと去ってゆく。

（ああああああああ待ってくれ、二人きりにしないでくれぇぇぇ）

　いや、新婚初夜にベッドの上で、みんなでトランプ大会をするわけにはいかない。恋人はいなかったが、結婚式の夜に花婿と花嫁がなにをすべきかは当然知っている。

（相手は人間の女の子じゃないか、白狼がベッドで待っているわけじゃないんだから）

「僕だけど、失礼するよ」

　夫になったのだから他た人にん行ぎよう儀ぎはよくないだろうと、砕けた口調で声をかけ、薄い絹のカーテンをあげて、中に入る。

　すると白い寝間着でベッドに膝をそろえて座っていたカテリナ皇女が、月光を浴びて人間の美女から白狼に変化するという伝説の人狼のように、鋭く睨んできた。

　近づいたら、あなたの喉笛を嚙み切ります、と言わんばかりのきつい眼差しだ。

（うっ）

　ルドヴィークは失礼しましたと背中を向けそうになったが、

（白狼ブランシェアは伝承で、ここにいるのは僕の奥さんで、人間の女の子で、月光を浴びても牙は生えないし、爪も尖とがらない）

　と心の中で唱え、無理矢理微笑んだ。

「えーと、エンドラ語のほうがいいかな」

「……」

「エル　フェア　マタル　エステリート　ノア（僕はまだエンドラ語は、それほど上手ではないので）、フィル　アルタイル　シェスタローデ（わかりにくいところがあったら、教えてください）」

「……」

　ルドヴィークがカテリナ皇女と同じように膝をそろえて背筋を伸ばし、ベッドに座ると、皇女の眉がさらにつり上がる。

（人間の女の子は、嚙みつかない、食い千切らない、引ひき裂さかない）

「エル　カリス　トロニダード　トリスフェア　ミスト　デラ（僕自身も、あなたの夫としてまだまだ至らない点があるのだろうけど）」

（すごい目で睨まれてるけど、大丈夫）

「シェル　トリス　ファルーダ　エステ　ヴェラ　ルーズ（あなたに気に入っていただくための努力は惜しまないつもりなので）」

（なんだかさらに眼光が鋭くなったけど、だ、大丈夫）

「エルデ　アナフィール　シェスティア（僕を、あなたの夫にしていただけますか？）」

（って僕のほうがお嫁さんみたいだーっ。てかやっぱり顔、怖いよ、怒ってるよーっ、震え出したよーっ。唇嚙みしめてるよーぉぉぉっ、爪をひらめかせて飛びかかってきそうだよーっ！）

　ルドヴィークが身の危険を感じたとき。




　青ざめた頰に、ほろりと透明な雫しずくがこぼれた。




（へ？）

　驚おどろいて目を見張ると、北の皇女が高貴な紫の瞳から、次々涙の粒を落としはじめた。目と眉をつり上げたまま、唇を強く嚙みしめ、両手で布団ふとんを握りしめながら、ぼろぼろぼろぼろ、大雨状態だ。

（わわっ！　どうしよう！）

　初夜のベッドでいきなり花嫁に泣き出されたルドヴィークは、混乱した。しかも泣いているのは、これまでさんざん冷たい態度をとってきた、氷の皇女なのだ。

　それが小さい女の子のように、ときどき嗚お咽えつしながら泣き続けている。細い肩に力を込めて、眉も一いつ生しよう懸けん命めいにつり上げようとしているのを見て、きゅんとして、

（ああ、僕に弱みを見せないようにうんと気をはっていたんだなー……はじめて会う半分庶民のド田舎の男と、出会って三日目に結婚するなんて、彼女も不安で仕方がなかったんだなー……）

　震えながら泣いている皇女を、どうにかして励はげましたいと強く感じた。

　もともとルドヴィークは、弱っている女性や、悩みを抱えて困っている女性に弱い。そうした女性が目の前にいたら放っておけず、力になってしまおうとする性格である。

　なので泣いているカテリナ皇女のほうへ、そっと身を乗り出し、

「ディア　トリス　フェリア　ミステ（あなたが嫌がることはなにもしません）。クリスタ　ロイラ　ニーケ（だから泣かないでください）」

　心をこめて言った。

　カテリナ皇女がくしゃくしゃの顔で弱気にルドヴィークを見上げる。ルドヴィークが微笑むと、さらに顔をゆがめて、目をぎゅっと閉じてしまった。閉じた金色のまつげの下から休むことなく、また涙がこぼれてくる。












　そんな皇女にルドヴィークは、ローデシアの名所や、ローデシアに伝わるお伽話を語った。

　妖精の女王と騎士アルブリヒトの物語には、いろんなバージョンがあるんだよ。伝説が生まれた森へも連れて行ってあげるよ、奥まで入り込まなければ怖くないし、今は緑がとっても綺き麗れいで、摘みたてのブルーベリーやコケモモも美お味いしいよと。

　カテリナ皇女は一晩中泣き続け、ルドヴィークはカテリナ皇女の体に指一本ふれることなく、慰なぐさめ続つづけた。

　そして翌朝。




「おはよう」




　途中で泣き疲れて眠ってしまったカテリナ皇女に、朝日が射し込む窓辺を背に、優しく挨あい拶さつをすると、真っ赤な目をしたカテリナ皇女は、




「！」




　起きあがるなり、カァァァァァッと赤くなった。その顔を急いでそむけて、ベッドからうさぎのように飛び降り、部屋の奥の扉の向こうに姿を隠してしまった。

　きっとルドヴィークの前で泣いてしまったのが、恥ずかしかったのだろう。

　朝の光よりもまばゆい黄金の髪が純白の寝間着の背中に振り乱れる、華きや奢しやな後ろ姿を見送りながら、ルドヴィークは昨晩よりもっと胸をとどろかせた。

（可愛いなー。白狼みたいでおっかないと思ったけど、なぁんだ、普通の十七歳の女の子じゃないか。彼女がローデシアへ来てから嚙み合わないことだらけだったけど、これからはうまくやれそうな気がするよ）

　カテリナ皇女の赤く染まった頰を思い返しながら、頰をゆるめていた。

　が──。




「あ、皇女──じゃなくて王妃」




　朝食の席で話しかけたら、ツンと横を向かれた。

　あれ？　と思いながら、部屋から出てゆくとき呼び止めようとしたら、今度はいきなり早足で遠ざかってしまった。

　その後もルドヴィークが声をかけようとするたびに、全身をこわばらせて、せかせかと去ってゆくので、

「ゆうべ、国王様と王妃様は、ベッドでうまくいかなかったらしい」

「あんなに嫌われて、国王様可哀相」

　と周りからまた同情の眼差しを向けられてしまった。

（きっと、みんなの前だから恥ずかしがっているんだ）

　焦りながら、今度はカテリナ皇女が廊ろう下かを通りかかるのを待って、人目がないのを確認して声をかけたが。

「やぁ」

　と口にするなり、品のいい肩を跳ね上げ、そのあとぴょんと後ずさり、眉をきりきりつり上げ、紫の目を三角にしてルドヴィークを睨んできた。胸元まで持ち上げられた両手は、思いきり『ぐー』だ。

（は、恥ずかしがってるんだよっ。めちゃくちゃ睨んでるけど、また白狼になってるけど、嫌われてるんじゃないよねっ、嚙みついてきたりしないよねっ）

　気持ちが揺らぐのを感じながら、それでも笑顔で、

「エルス　マルタ　ファビオ　アステーリア（夕食のあと、あなたのお部屋にお話にうかがってもよいだろうか）」

　とエンドラ語で紳士的に尋ねたら、

「ダメです」

　完璧な発音のローデシアの言葉で、きっぱりはっきり、ひんやり返された。言葉だけではなく、瞳までひえびえとしている。

「あ、明日は」

「ダメです」

「あさってなら」

「あさってもしあさっても、ずっとダメです」

（って、僕はきみの夫なんだけど！）

　カテリナ皇女は背中に吹雪ふぶきを背負っているかのような絶対零度の表情で、ルドヴィークを見すえ、

「わたくしが嫌なことはしないと、昨晩、あなたはおっしゃいました」

「え、ああ」

「でしたら、わたくしの部屋には今後足を踏み入れないでください、夜だけではなく、朝も昼もです。それと極力わたくしの視界に入らないでください。わたくしに話しかけないでください。わたくしの前で息をしないでください」

「ちょっ、ちょっと待って──」

　それって夫婦生活はどうなるの？　きみが僕の部屋に来てくれるの？　と訊きけるほどルドヴィークは空気が読めなくも、心しん臓ぞうが強くもなかった。

　声をつまらせるルドヴィークに、黄金の髪と紫の瞳が美しい、妖精の女王のようなカテリナ皇女は、透きとおった氷のつぶてを投げつけるように言ったのだった。

「グラッデ　デラ　ポリーノ（田舎くさいので、寄らないでください）」













　そんなわけで、さして大事件も起こらない、のどかなローデシア王国が、北の大帝国から美び貌ぼうの王妃を迎えて一ヶ月が経過した。

　そのあいだ城では、

〝ぼらのフライ事件（ぼらのフライを、国王様が頭から召し上がられたのを、王妃様がエンドラ語で二十分に亘わたって非難した）〟

〝国王様の赤い服事件（国王様の新しい赤い上着を、王妃様が成金のバカ息子のようで下品と鼻で笑った）〟

〝ラムダの首飾り事件（国王様から贈られた紫水晶の首飾りを、王妃様が馬のラムダにやってしまった）〟

〝キーキの赤チョッキ事件（国王様の赤い上着と同じものを、王妃様がペットのキーキ（白猿）に着せて、おまえは本当にお馬鹿さんねと言っていた）〟

　等々、国王夫妻に関する小さな事件がいくつも起こり、そのたび城の中でも外でも、

「国王様がお可か哀わい相そう！」

　と大合唱になった。特に若い娘たちは王妃に対して憤ふん慨がいしており、

「あの冷れい酷こく王妃ったら信じられない。今朝も渡わたり廊ろう下かで、国王様が向こうから歩いてこられたら吹雪が舞いそうなひんやりした顔で睨にらみつけて、お優しい国王様が『おはよう。気分はどうかな』と、せっかく爽さわやかな笑顔で話しかけられたのに『先ほどまでは良好でしたが、今はよろしくありません』なんて冷たい声で答えたのよ！」

「ひどーい！」

　城で働いている侍女たちは掃そう除じをする手を止めて、次々同情の声を上げた。

「どうして王妃様は、国王様に冷たくあたるのかしら。国王様はあんなに素敵なかたなのに」

「そうよね。あの金髪も緑の瞳も素敵だし、性格も明るくてお優しくて、理想の旦だん那な様さまなのに」

「どーせ自分は皇帝の娘で高貴な身分だから、半分庶民の男なんて同じ人間じゃないと思ってんのよ。卵の殻からもむいたことないくせにエバるな！」

「あたしが国王様の奥さんだったら、うんと国王様を大切にするのに」

「あたしだって、嫌味なんか絶対に言わないし、睨んだりもしないわ。国王様の話を優しく聞いて差し上げて、国王様に膝ひざ枕まくらをして差し上げて、林りん檎ごをむいて食べさせて差し上げて、国王様の癒いやしの場になってあげたーい」

「あたしもー！」

　そんな侍女たちの中に、騎士団の制服に身を包んだ長身の少女がそわそわしながら混じっていた。長い黒くろ髪かみを頭の上でひとつに結んだ、きりっとした顔立ちの彼女は、女騎士のエヴァリーンである。凜り々りしい外見や面めん倒どう見みのよい性格から、侍女たちから頼りにされているエヴァリーンだが、ルドヴィーク国王が即位してから、こうして女子トークに混じることが以前よりも増えた。

　といっても積極的に会話に参加するわけではなく、侍女たちが語る〝国王様最新情報〟に耳を傾けて、王妃の冷酷な態度に、ひそかに憤いきどおっていた。

　エヴァリーンは、ルドヴィーク国王を神のように敬愛している。

　即位式のパレードで、エヴァリーンが見物人の整理をしていたところ落馬し、よりによって国王様の馬車の前に転げ出てしまうという失しつ態たいを犯し、情けなさと恥ずかしさで死にそうになっていたとき、国王様はわざわざ馬車から降りてこられて、




　──大丈夫？　怪け我がはない？




　と爽やかな緑の瞳でエヴァリーンを見つめながら、優しく尋ねてくださった。

　あれ以来、心の底から国王様に忠誠を誓っているエヴァリーンにとって、国王様が王妃に虐しいたげられている状況は、胃が破れそうにもどかしい。

（もし──もしも、わたしが国王様の恋人だったら）

　と侍女たちの妄想につられて想像し、頰ほおをカァァァァッとほてらせる。

（な、なにを考えているのだっ。わたしは男女の性別を超えて、一人の騎士として国王様にお仕えする身なのに。第一成り上がりの家系のわたしと国王様では身分がっ。しかし、あの陰険王妃よりはわたしのほうが国王様をご理解して、お慰なぐさめできる……いや、そんな不敬なことを考えては──）

　顔がますます熱くなり、心音も乱れすぎて周りに聞こえてしまいそうで、

「わ、わわわわわたしは、そろそろ騎士団に戻らなくてはっ！」

　と、その場を離れた。




　そして、貴族の令れい嬢じようたちの交流の場として城内に開かれたサロンでは──。

「王妃様がご実家に帰られるのは、時間の問題ですわ」

　ローデシアの三大公こう爵しやく家けのひとつであるフォルマ公爵家の長女テレーゼは、やわらかなソファーに腰かけ、羽根のついた扇おうぎを薄い胸の前で開いて、悦えつに入っていた。

　ルビーのように赤い髪を華やかに巻いたテレーゼは、王妃になるべく育てられた。

　鼻はどこまでも高く、唇くちびるは尊大に突き出て、腰はほっそりと締まっている。胸元だけはやや扁へん平ぺいで淋さびしかったが、胸の大きな女性は下品で頭の中がからっぽだと日頃から公言しているテレーゼには、なんの問題もなかった。

　こんなに美しく、こんなに高貴な生まれで、教養も優れているわたくしの胸が、多少薄いことなど、とるに足らないことですわ。

　そう、王妃様と比べても、わたくしは引けはとらないはず。

「やっぱり、よその国から嫁とついでらしたかたは習慣も考えかたも違いますから、うまくゆきませんわよねー。国王様は本当にお気の毒ですわ」

　と、わざとらしく同情してみせるが、口元はゆるみっぱなしだ。

「テレーゼ様のおっしゃるとおりですわー」

　と、取り巻きの貴族の令嬢たちも賛同する。

「ローデシア生まれ、ローデシア育ちの国王様にお似に合あいなのは、同じくローデシアの名門貴族のご令嬢の、テレーゼ様しかありえません」

「カテリナ王妃が国王様と離婚してエンドラに帰られたら、次の王妃はテレーゼ様に間違いありませんわ」

　テレーゼはますます口元をゆるめて「まぁ、気が早いですわよ」と注意してみせるが、心の中ではすでに、結婚式の段取りを思い描いていた。

（カテリナ王妃よりも盛大にやらなくては。カテリナ王妃と国王様が式をあげた大聖堂は縁えん起ぎが悪いから、我が家にゆかりの教会で、季節は春がいいですわ。それで床にブルーベルの花びらを敷き詰めるのですわ。あらいやですわ、来年の春なんてあっというまじゃありませんこと）

　今のうちに準備を進めておいたほうがいいかしら、などと思いをめぐらせながら、テーブルから林りん檎ごのタルトをつまんで口へ運び、爽やかな風味に目を細めるのだった。

「ああ、もうすっかり秋ですのね」




　そして、国王の側近のアーデルハイドは、端たん麗れいな顔をしかめていた。

「非常──に、よろしくございません」

　執務室にやってくるなり、ルドヴィークに対してお小言モードになる。

「今や国中の者が、国王様と王妃様が不仲であることを知っていて、城で働く若い娘たちは、自分が王妃様の代わりに国王様の愛人になりたいなどと大声でおしゃべりしている始末です。ご結婚されてからまだ一ヶ月しか経っておりませんのに、離婚まで時間の問題などと噂うわさが流れたのでは、国民が不安になります」

　ルドヴィークは玉座で頭痛をこらえるように、こめかみに手をあてている。

「お二人の仲が悪くなれば、ワルター公爵一派も増長させます。特に最近はワルター公爵の腰こし巾ぎん着ちやくの商人のエルモンドの羽振りが急によくなって。彼からワルター公爵に多額の献けん金きんが流れて、やっかいなのですから」

　ようするに政治的な観点からも、ルドヴィークはカテリナ王妃と円満でなければならないのだ。

「大事な皇女を我が国にくださったカテリナ王妃のご実家も、皇女がないがしろにされているとあっては、快こころよく思わないでしょう」

「わかっているよ、アーデルハイド。僕だって精一杯やっているんだ。大昔、巨人族と戦って森の異界へ撤てつ退たいさせた勇者のように。けど、巨人族の王バルバロスが振り回す氷の棘とげのついた槌つちに何度も心しん臓ぞうを砕かれて、瀕ひん死し寸前だ」

「つまり王妃様とはまだ、ご夫婦の関係になられてらっしゃらないのですね」

　アーデルハイドの指摘に溜ため息いきをつく。

「部屋にも入れてもらえないのに、どうやって夫婦になれと言うんだい。真昼の庭で強引に契ちぎりを結べとでも？　そんなことしたら隠し持った先祖由来の宝剣で、刺されそうだよ。その上で、ローデシアの国王は田舎いなか者ものの上にケダモノの強ごう姦かん魔まだと言いふらされるだろう」

　婚礼の夜、泣き出してしまったカテリナ王妃を慰め、翌朝目覚めた王妃が真っ赤になっていたときは、時間をかければ仲良しの夫婦になれると期待していたのだ。

　それが王妃の部屋に立ち入り禁止令を出され、ことあるごとにひえびえとした目で睨まれ、完かん璧ぺきすぎるダール語と、ひんやりしたエンドラ語の両方で嫌味を言われ、王妃を囲む氷の壁かべは日に日に高く厚くなってゆく。

　ごくたまにカテリナ王妃が、言い過ぎてしまったかしらというように上目遣いで心配そうに見つめてくることがあって、そうしたとき、

（この人は不器用なだけなんじゃないか。本当はか弱くて優しい女性なんじゃないか）

　と、また希望的な解釈をすることもあったが、すぐにツーンと横を向かれ、

「コレル　デラ　ポリーセ（これだから田舎は嫌いです）」

　と冷たい声で言われて、台無しになる。

（妻になった人を悪く言いたくないけど、もしかしたらカテリナ王妃は性格が悪いんじゃないか。大帝国の皇女なのに十七歳まで売れ残っていたのも、そのせいなんじゃ）

　アーデルハイドが結婚前に皇女について、なにか言いかけて誤ご魔ま化かしたのも、そのことだったのかもしれない。

　皇女はご性格に問題がございますと──。

「とにかく彼女のほうが、僕を庶民出身の田舎者と嫌っているうちは、僕がいくら仲良くなろうとしても無理だよ」

「国王様にお仕えするものとして非常に遺い憾かんです。国王様はこんなにお人柄も容姿も申し分のない殿方であらせられますのに」

　アーデルハイドがまつげをそっと伏せる。

「けれど早急に手を打たなければ、愛人志願の娘たちが国王様のお部屋に忍び込みかねません。先日も見張りの兵士から、夜中に若い娘らしき人物が中庭の木に登っているのを見かけたと報告があったばかりです」

「そ、そんなことが……！」

　声をつまらせながら、婚礼の日に、木の枝から王妃の部屋の窓に入ってゆく不審者を見かけたことが頭の隅をよぎったが、アーデルハイドの言葉で引き戻される。

「なので、まずは国王様の魅力を、王妃様にご理解いただくところからはじめてみてはいかがでしょう」





　　　　　◇　◇　◇






　翌日の午後。

「……」

「……」

　おだやかな秋の光が射し込むテラスで、ルドヴィークはカテリナ王妃と、向かい合わせに座っていた。

　二人の膝にはスケッチブックがある。それを用意したのはアーデルハイドで、

「これからお二人に、お互いの絵を描いていただきたいと思います」

　と、涼やかに告げる。

「お二人には、ご夫婦として見つめ合う時間が必要です。そこで共通の趣味など持たれてはいかがでしょう。国王様は絵が大変お上手なのですよ。きっと王妃様の美しさを、あますところなく描き出されるでしょう」




　──女性は男性の意外な特技にときめくものです。芸術的な素養があることをアピールできれば、学のない田舎者という王妃様の国王様への印象も変わるでしょう。




　アーデルハイドはそんなふうに言っていた。

（確かに、女性の絵を描くのは得意だけど）

　城下の店で接客をしていたとき、ルドヴィークがスケッチブックにお客の女の子たちがおめかしした姿を描いて大人気だったことを、有能な侍じ従じゆう長ちようは調査済みなのだろう。

　女の子たちは、スケッチブックに色いろ鉛えん筆ぴつを走らせるルドヴィークを、きらきらした眼まな差ざしで見つめていて、描き上がった絵を見せるとさらに目と頰を輝かせた。

　彼女たちの魅力を引き出す服を選んで、ローデシアを美人でいっぱいにするのが、ルドヴィークの夢だった。

（もし僕が王妃に服を選ぶなら……彼女の上品でほっそりした体型を生かして、上半身はシンプルに──体や腕にぴったり沿うようデザインして……襟えり元もとは少し立てて、胸元はぎりぎり下品にならない程度まで開こう。腰から下は逆にふんわりとさせて……。そうだ、透ける素材の布を何枚も重ねて、花びらのようにしよう。色は……やっぱり白だな。彼女の紫の瞳と黄金の髪によく映える。髪は結い上げて片側だけおろして、毛先を大きめに巻いて……髪かみ飾かざりは真珠がいい）

　もともとが妖精の女王のような美人なので、着飾らせがいもあり、どんどんイメージが湧いてくる。

　ああ、本当に王妃は綺き麗れいだ。

　もっともっと綺麗にしてあげたい。女性らしく魅力的にしてあげたい。

　途中から夢中になって、鉛筆の色を次々変えながら手を動かした。

　カテリナ王妃もはじめのうちは居い心地ごこちが悪そうに顔をしかめていたが、ルドヴィークがスケッチブックに何色も色鉛筆を走らせるのを、気になる素振りでチラ見している。

「できた」

　ルドヴィークがふーっと肩の力を抜いて、エレガントな白いドレスに身を包んだカテリナ王妃の絵を見せると、

「これはお美しい！　光のドレスをまとった妖精の女王そのものです」

　とアーデルハイドが大声で褒ほめたたえた。カテリナ王妃の頰もぼーっと紅潮し、紫の瞳にうっとりした色が浮かんで、

（気に入ってもらえたみたいだ）

　ルドヴィークが思わず頰をゆるめると、カテリナ王妃と目が合った。すると、すぐにはっとした顔つきになり、弱ったように目を伏せ唇を嚙かんだあと、急にその唇を尖とがらせ、眉を上げ、猛然とスケッチブックにルドヴィークの顔を描きはじめた。

（ん……？　ずいぶん乱暴に線を引いているみたいだけど、どんな絵を描いているんだろう……）

　彼女の目に、ルドヴィークはどんな姿に映っているのだろう。美青年まではいかなくても、感じのいい顔に描いてくれていたら嬉うれしいのだけれど。

　気になって、さりげなく腰を浮かしたり、首を伸ばしたりして、カテリナ王妃の手元をのぞいてみる。

　すると──。

（こ、これが僕だって！）

　そこに描かれていたのは、とんでもないツリ目の、口元をくわっと開けた、凶悪な男だった。




「僕は、そんな顔はしてない！」




　あんまりひどすぎて思わず抗こう議ぎすると、カテリナ王妃はきっぱり答えた。

「見たままを描いているだけです」

　見たままだってぇ？　ショックを受けながら、さらに抗議する。

「僕の眉はそんなにげじげじじゃないし、目も尖りすぎじゃないか、てか口から火を吹いてるのってなんなんだい。それに顔が体の二倍の大きさって、人体の構造的におかしいだろう。この顔だって人類的にありえない」

「ご自分のお顔を鏡でご覧になったことがないのですか。あなたはこういうお顔です」

「僕は火を吹いたりしない」

「心の醜みにくさがお顔に表れているんです」

「僕の本性が火を吹く怪獣だとでも？」

　雰ふん囲い気きが悪くなったところにアーデルハイドが割って入る。

「お二人とも喉のどが渇いておりませんか。東方から特別に取り寄せたお茶をご用意しましたので、どうぞ休きゆう憩けいしてお召し上がりください」

　カテリナ王妃が、ぷいっと横を向く。

　いつものように気まずい空気のまま、お茶を飲む。やけに甘くて後味が苦くて、変わった味だ。カテリナ王妃も眉根を寄せている。

「いかがでしょう」

　アーデルハイドが涼やかに尋ねる。

「と、とっても複雑な味だね」

「……」

「それでは、おかわりをどうぞ」

　アーデルハイドが二杯目を注そそぐ。

　カテリナ王妃はまずそうな顔をしながら、実はそうでもないのか、アーデルハイドに勧められるまま三杯も飲んだ。

（よく、こんなマズイものが飲めるなー……）

　とルドヴィークが眺めていると、ふいに、カテリナ王妃の首がぐらりと傾かしいだ。

　なんとか持ち直したようだが、またふらりとする。

　右手を額ひたいにあてて、気分が悪そうだ。

　一方ルドヴィークも、なにやら胸のあたりがもやもやしてきた。それに頭も霞かすみがかかったようにぼうっとして……。

（どうしたんだろう。体が急に熱くなって）

　カテリナ王妃が苦しそうに、きゅっと眉根を寄せ、唇を小さく開く。その表情がえらく色っぽく見えてしまい、心臓がドキリと跳ね上がった。

（な、なんだ！　なんで僕は、いきなり王妃にときめいているんだ？）

　さっきまで凶悪犯の手配書みたいな絵を描かれてムッとしていたのに、こんなにドキドキするなんて、おかしい。

　が、カテリナ王妃が白い頰をしだいに赤く上気させながら、小さく喘あえいでいるのを見て、さらに心臓が激しく脈打ちはじめる。

「おや、王妃様。いかがなさいました」

　アーデルハイドが声をかける。するとカテリナ王妃は掠かすれた声で、

「ハリー……ズロシア（急に……気分が）」

　とつぶやいた。その弱々しい声にも色気を感じて、ますますドギマギしていると、

「それはいけません。さ、国王様、王妃様をお部屋までお送りしてください」

「侍女を呼べばいいじゃないか。それに僕も気分が……」

　胸のもやもやと、頭のくらくらが強くなってゆく。それにともなって、何故だか王妃の色気も増してゆく。

「そうですか。ではご気分がそれ以上悪くなる前に、夫として王妃様をお部屋までエスコートして差し上げなければなりません」

　アーデルハイドがしつこく進言する。

　逆らうのも面倒なほど体調に変化をきたしていて、一方カテリナ王妃もよほど具合が悪いようで、文句を言わず黙っている。

「さぁ、国王様」

　アーデルハイドにせかされ、カテリナ王妃を部屋まで送ることになった。

　庭のテラスからカテリナ王妃の部屋まではすぐだったが、お互い足取りがふらふらしていて、支え合っていないと倒れてしまいそうだ。

「さ……さわらないで、ください」

「でも、僕が支えてないと、きみは転んでしまうよ」

「わたくしは一人で歩けます」

「ふらついているじゃないか」

「それは、あなたのほうです」

　そんなやりとりをしながら、部屋の前まで辿たどり着つく。

　カテリナ王妃から永久立ち入り禁止令が出されていたが、

「非常時だから入るよ」

　と返事を待たずにドアを開けてしまう。

　カテリナ王妃も口を開くのも億おつ劫くうなのか、なにも言わない。逆にルドヴィークの服をぎゅっとつかんで、寄りかかっている。

　ふと、彼女の体にふれたのは、これがはじめてだと気づいた。

　結婚式の誓ちかいのキスは、カテリナ王妃が顔をそむけたせいで思いきり空振りだった。初夜では王妃がベッドで泣き出し、ルドヴィークは『なにもしないから』とひたすら慰め続けて、王妃が疲れて眠ってしまったあとは布団ふとんをかけてあげて、涙で濡ぬれた寝顔を見つめていた。

　それまで警けい戒かい心しんでいっぱいの瞳で自分を睨んでいた女の子が、か弱げな姿で目を閉じているのに胸がきゅんとして、守ってあげたいなーと思った。彼女が目を覚ましたら、おはようと挨あい拶さつをして、一緒にあたたかい朝食をとって、これからの結婚生活について話し合おうと。

　きっとうまくやってゆけると。

　おだやかな、それでいてひどく甘酸っぱい、こそばゆい気持ちで、美しい新妻とのはじめての夜を過ごしたのだ。

　期待通りにはいかなかったのだけれど……。

（結婚式のときキスをやり直して、初夜も『なにもしない』なんて言わずに、ちゃんと夫婦になっていたら、僕らの関係はもっと違っていたのかな）

　ふらつく頭で、そんなことを考えた。

　ルドヴィークの服の裾すそを細い指で握りしめているカテリナ王妃が、あの夜と同じように、庇ひ護ごが必要なか弱い女の子に見えたからかもしれない。

　部屋のベッドに座らせようとすると、

「レ……レラ　ノイス（も……もう、結構です）」

　と、赤い顔で手を払われて、その瞬間、華きや奢しやな足がよろけて、ルドヴィークの足とぶつかって、お互いの足首が絡み合うような形でベッドに倒れ込んでしまった。

「わ！」

　ガチョウの羽をつめた布団に、突っ張った手が深く沈み込み、品のある澄んだ香りがルドヴィークの鼻先で香った。

　体の下に、おそろしくやわらかで繊せん細さいなものがある。

　それがカテリナ王妃の華奢な体だとわかって、自分がカテリナ王妃の上におおいかぶさって、彼女のほつれて乱れた黄金の髪に顔をうずめていると気付いて、心臓が口から飛び出しそうになった。

（は、早く離れなきゃ！）

　起きあがろうとするが、体が言うことをきかない。

　頭がどんどん熱くなり、脈拍が高まり、甘いいい香りが鼻の奥のほうまで広がって、このままこうしてほっそりした体を抱いて、絹糸のような髪の感触を楽しんだまま、この素晴らしい香りをかいでいたい気持ちになってしまって──。

（考えてみたら、僕らは新婚の夫婦なんだから、離れる必要はないんだ）

　王妃の小さな顔も、細い喉も、すべてが白く透きとおるようで、唇はピンクの花びらのようで、紫の瞳は菫すみれ色いろの雫しずくを固めた宝石のようだ。

　本当に、夢のように綺麗なお姫様で──。

　腕を回して、ぎゅっと抱きしめてしまう。

　カテリナ王妃の体が、か弱く震えた。その怯おびえた仕草にも胸をかきたてられる。

　王妃がエンドラ語でなにか訴えた。

「スレア　ドル」

　混乱しているのか、小さく弱々しい。




　──怖い……。優しくしてください。




　そんなふうに都つ合ごう良よく脳内で変換されて、頭がまたカァッと熱くなった。

「ネイ」

　腕に力を込めるルドヴィークの耳たぶを、カテリナ王妃の儚はかない吐息がくすぐった。

（ネイって、否定だったっけ……）




　──ダメ。




「ネイっ　シルベリーダ　ソリューン　ダリュー　ヘイト　ネイ」




　──ダメ、ダメよっ。こんな昼間から、およしになって。ああ、本当にダメぇ。




　細い肩や腕をぎこちなく揺らす抵抗とは呼べないような、か弱い動きが、ルドヴィークの脳のう髄ずいをしびれさせてゆく。

　ルドヴィークの胸を弱々しく押し戻そうとしていた王妃が、

「……お、重い……です」

　と、ダール語で、苦しそうに言った。

　それでようやく体を少しだけ起こすと、ルドヴィークの視線の真下に、赤く染まった顔があった。

　うるみきった紫の瞳がルドヴィークを見上げていて、半開きの小さな唇が恋人のキスを待つ乙女のように、震えている。

　胸が甘くしめつけられた。

（本当にこれは、あの王妃なのか？　別人じゃないのか？）

　カテリナ王妃なら、こんな誘うような表情はしない。冷ややかな眼差しでルドヴィークを睨んでくるはずだ。なのに困りきった瞳でルドヴィークを見上げていて、ルドヴィークの体の下で清純に体をこわばらせている。

「ど、どういうつもり……っ」

　口調からとりすましたところがなくなって、かすかに震えている語尾も、たまらなく甘い。

　ルドヴィークも掠れた声でつぶやいた。

「本当に……どうなってるんだろうなぁ」

　どうなっているんだろう。

　王妃を思いきり抱きしめて、ひとつになりたいと思うなんて。




「きみに、なにもしないと言ったことを、僕はものすごく後悔している」




　切なそうにつぶやくと、王妃が細い肩と長い金色のまつげを震わせて、ますますか弱げな、扇せん情じよう的てきな表情になった。




「あの言葉を、取り消したい」




　カテリナ王妃が震えて、息をのむ。

　うるんだ紫の瞳を見おろしながら、真剣に伝える。




「僕らは、そろそろ本当の夫婦になってもいいんじゃないか」




　カテリナ王妃の瞳が、また見開かれた。焦あせっているような戸と惑まどっているようなその顔を、ひどく可か愛わいらしいと思いながら、頭がくらくらする感覚とともに、小さな唇に結婚式でできなかった誓いのキスをするべく、かすかに開いた唇を寄せてゆく。

　カテリナ王妃は抵抗しない。

　混乱で一杯の真っ赤な顔でルドヴィークを見上げたまま、動かない。

　むしろルドヴィークのキスを待っているようで。

（やっと僕らは本当の夫婦になれるんだ）

　ルドヴィークの唇が、薄紅色の清らかな唇にふれようとしたとき。




「わ、わたし！　聖書を読まなきゃっ！」




（はぁ？）

　ルドヴィークは、きょとんとして動きを止めた。

（聖書？）

　一瞬、カテリナ王妃が、エンドラ語でなにか口走ったのかと思ったほどだ。それほど意味がわからなかった。

（てゆーか、今、〝わたくし〟じゃなくて、〝わたし〟って言った？　それに〝読まなければ〟ではなく〝読まなきゃ〟って、城下町の女の子みたいな口調で？）

　ルドヴィークがほうけていると、カテリナ王妃はルドヴィークの腕をぐいっと持ち上げ、自力でルドヴィークの下から這はい出でて、ベッドの横に置いてあった立りつ派ぱな装そう丁ていの聖書をつかんだ。

　それを持って窓辺へそそくさと離れ、本当に読みはじめる。しかも声に出して。

「ヘルマ　フロディア　アナスターン　トリス　カリア　スレイ　スレイ　レアール（すべては神が造りたもうた神の創造物であり、神の愛はあまねく世界をおおっている）」

　世界で最初の聖書は、エンドラ語で記されたと言われている。

　なのでローデシアの教会でも、大きな式典ではエンドラ語で聖句を唱える。カテリナ王妃が読み上げているのは、有名な一節だ。

　エンドラの帝国民は、宗教の発祥の地であることに誇ほこりを持っていて、信しん仰こう心しんが篤あついと聞いている。けど、こんなときに、聖書を読まなくても。

「それは……今、読まなければいけないのかい？」

　カテリナ王妃はルドヴィークに背中を向けたまま、今度は完璧なダール語の丁てい寧ねい語ごで言った。

「就寝前は、聖書を読む決まりです」

　どこの誰が決めた決まりなんだ。

「エル　ファラル　ルキア　サルダーニャ　クレスタ　ベール（不当な欲望は神との距離を遠ざける毒であり、賢かしこく排除せよ）」

「まだ昼だけど」

「夜だろうと昼だろうと、ベッドで寝る前は、聖書を読まなきゃならないのっ！」

　あ、また町娘の口調だ。

「ソーマ　ハリル　トリスタ（淫いん猥わいの悪霊よ、疾とく去れ）」

　って、今の、悪魔払いの一節じゃなかったっけ？

　顔をしかめながらベッドからおりて、カテリナ王妃のほうへ歩いてゆく。

　先ほどまで身を焦こがしていた耐え難い疼うずきは、すっかり失うせ、もはやどうでもいい気分だ。コトに至る直前に聖書を朗読されて、萎なえない男がいるだろうか？

　もしカテリナ王妃がルドヴィークを警戒して、部屋に響き渡るような大声で聖書を読み上げているのなら、そんな心配はいらないので聖書を閉じたらどうだと言ってあげようと、彼女のすぐ後ろで口を開きかけたとき。

「あのさ」

　カテリナ王妃が、いきなり振り向いた。

　眉をつり上げ、目を三角にし、白狼そのものの猛たけ々だけしい形ぎよう相そうで。

　同時に、高々と振り上げた聖書の角をルドヴィークの顎あごに叩き込み、




「トリスタ　デルラぁーっ（悪霊、消滅ーっ）！」




　と鋭く叫んで、そのまま力いっぱい手を振り切った。

　顎に、斜め横から聖なる直撃を受けたルドヴィークは、横っ飛びに吹っ飛び、頭を簞たん笥すの角にぶつけ、

「ぐぇ！」

　と王女のベッドに侵入しようとして壁に叩たたきつけられたお伽話のカエルのような悲鳴を上げ、床に仰あお向むけに倒れ込んだ。

　視界に、聖書を片手でしっかり鷲わしづかみし、肩でハァハァと荒い息を吐いているカテリナ王妃の姿が映る。

　黄金をとかしたような金色の髪はすっかりほどけ、細い肩にばらばらに垂れ落ちていて、白い頰が薔ば薇ら色いろに染まっている。

　だが、どんなに美しくても、その姿はルドヴィークには、悪霊狩りと称して罪のない市民を狩りたてる、狂信的な修道女に見えた。

　遠のく意識の中で、聖書が武器になることと、うかつに王妃に手を出してはいけなかったことを、ルドヴィークは認識したのだった。





　　　　　◇　◇　◇






　こうして、ローデシアの国王と王妃の闘争の記録に〝王妃の聖書でガッツン事件〟と名付けられた新たな事件が加わった。

「国王様が王妃に、聖書で張り飛ばされたんですって！」

「王妃は、国王様に向かって『悪霊消滅！』って叫んだそうよ！」

「国王様は、紅茶を飲みすぎて気分が悪くなったカテリナ王妃を、お部屋まで親切に送って差し上げたのに、王妃様が『わたくしにふれないでください、汚らわしい』と突然キレたらしいわ」

「ひどいっ。それで国王様は、顎に痣あざができてらしたのね」

「やれやれ、自分の妻と部屋で二人きりになったとたん悪霊扱いされたのでは、男はたまりませんな」

「まったくです。神聖皇帝の姫君ですから、気位が高いのは仕方がないことですが、限度がありますな」

「オレの嫁よめさん、農家の娘でよかったー」

「ああ、皇帝の娘なんて、嫁にもらうもんじゃないよなー」

　と、城のあちこちで、またしてもルドヴィークに対する同情の声が多数上がった。




　翌日。ルドヴィークが執務室の椅い子すに座り、青くなった顎を撫なでていると、アーデルハイドが残念そうに言った。

「お茶に入れた媚び薬やくは、その気のない男女が目と目が合った瞬間我を忘れて燃え上がるほど強力とのふれこみだったのですが、カテリナ王妃には三杯では足りなかったようですね。もう二、三杯、召し上がっていただくべきでした」

「アーデルハイド、きみはそんなものを僕らに飲ませたのかい！」

　と、ルドヴィークは目をむいた。

　どうりでお茶を飲んだあと、急にむらむらしたわけだ。カテリナ王妃が色っぽく見えたのも、そんな王妃にドギマギして、ベッドに押し倒して抱きしめてしまったのも、薬のせいだったのだろう。

　ちなみに、押し倒された王妃がつぶやいていた言葉を辞書で調べたら、『やめてください、今すぐその下劣な行為をやめなければ、神しん罰ばつが下りますよ』だった。

　あのあと食堂で顔を合わせたときも、王妃は全身に氷の鎧よろいをまとって、白狼のように目をつり上げて、ルドヴィークを睨んできた。

　ルドヴィークに襲われたことで、警戒心を抱いたらしい。それ以上わたくしに近づかないで、話しかけないで、ケダモノ！　と言わんばかりの形相だった。

　夫婦仲は前にも増して微妙なものとなった。

「申し訳ありません。次回は王妃様には最低六杯は召し上がっていただきます」

「やめてくれ。悪霊払いがエスカレートするだけだ。そのうちローデシア人は全員悪霊だと言い出すぞ」

　だいたい薬を盛って夫婦の契りを結ばせようなんて、若い女性の発想ではない（いや、アーデルハイドの年齢を訊きいたことがないので、もしかしたら若くはないのかもしれないが）。

　頭にできたタンコブが、ずきずき痛み出したとき。

　ルドヴィークに来客が告げられた。

　私室に移動すると、




「お兄ちゃん！　久し振り」




　膝の上までしか丈のない短いワンピースを着た少女が、肩で切りそろえた茶色の髪をさらさら揺らして、ソファーから立ち上がり、ルドヴィークに駆け寄ってきて、しがみついた。

　義理の妹のロッティだ。

「やぁ、ロッティ。よく来てくれたね。店はどうだい？　義と父うさんやマルティンも変わりはないかい？」

　マルティンは、義父と母のあいだに生まれたルドヴィークの弟で、四つになったばかりの優しくておとなしい男の子である。ルドヴィークがロッティを抱きしめ返して尋ねると、ロッティはくりくりした目でルドヴィークを見上げてきて、

「うん、みんな元気だよ。お店も、看板息子はいなくなっちゃったけど、看板娘のボクが頑がん張ばってるから、心配ないよ。あれが新しい国王様が庶民時代に働いてらした服屋だって、観光のお客さんが増えちゃって、前より忙しいくらい」

　と、はきはきした明るい声で答えた。

　親同士が結婚したとき、ロッティはよちよち歩きをはじめたばかりの赤ん坊だった。ルドヴィークによく懐なつき、一番最初に覚えた言葉は、『おとうしゃ（お父さん）』でもなく『おかあしゃ（お母さん）』でもなく、『おにいちゃ（お兄ちゃん）』だった。

　ルドヴィークのあとをいつもついて回り、

『おにいちゃと、いっしょがいい』

　と、なんでもおそろいにしたがり、ルドヴィークの真ま似ねをするため、ルドヴィークは食事の作法や言こと葉ば遣づかいに気をつけるようになった。汚い言葉を口にしたり、お行ぎよう儀ぎの悪いことをすると、ロッティにうつってしまうからだ。

　ロッティが自分のことを『ボク』というのも、ルドヴィークの真似だった。

「ロッティは女の子なんだから、ボクじゃなくて、わたしって言わなきゃ、ダメだよ」

　と何度も直そうとしたが、どうしても直らず、今でもロッティは小鳥のように明るい愛らしい声で『ボク』と言い続けている。

　ルドヴィークが王様になってからも、こうして変わらぬ笑顔で会いに来てくれた。

　今日は膝丈のふんわりしたワンピースを着て、横に大きなリボンのついたヘッドドレスをつけ、丈たけの長い靴くつ下したをはいている。全部ルドヴィークがデザインしたものだ。

　ロッティは、ルドヴィークの隣となりで、ソファーにちょこんと腰をおろすなり、無む邪じや気きに言った。

「お兄ちゃん、王妃様に、まっ昼間から迫ったら、聖書で頭をガッツンされて気絶しちゃったんだって？」

「だ、誰に聞いたんだ！」

　まさか町で、もう噂になっているのか？

　焦るルドヴィークに、ロッティはまたけろりと、

「お兄ちゃんのこと待ってるとき、廊下で侍女の人たちが話してたよー。それと、この部屋に案内してもらうときも、警けい護ごの人たちが話してる声が聞こえたし。もう話題騒然って感じ？」

　ルドヴィークはがっくりと肩を落とした。

　そんなに城内のあちこちで、主人の噂話をしているというのはどうなのだ？　根本的に問題がありはしないか？

「あ、でも、みんなお兄ちゃんに同情してたよ。国王様かわいそー、わたしなら王様に求められたら、いくらでもお相手して差し上げるのに、聖書プレイも悪霊プレイもおっけーなのにって」

「わああああああ」

　ルドヴィークは思わずロッティの両耳をふさいで、叫んでしまった。

　ようやく胸が小さくふくらみはじめたロッティに、まだそうした話は早い。だいたい聖書プレイとか、悪霊プレイってなんだ？　僕も知らないぞ！

　目を丸くするロッティから手をそっと離して、小さな子供に言い聞かせるように顔を近づける。

「いいかい、ロッティ？　僕は、王妃に不ふ埒らちな真似をしたわけじゃないんだよ。国王として歩み寄ろうとしただけだ」

　多少事実を歪わい曲きよくして述べると、ロッティはにっこりし、

「そっかー、王様は大変だねー。よしよし」

　と、手を伸ばして、ルドヴィークのタンコブを撫でてくれた。

（やっぱり家族っていいな……）

　カテリナ王妃のことで、ささくれだっていた心がやわらかくほぐれ、優しい気持ちになってゆく。

「あのね、お兄ちゃん、マルティンは本が読めるようになったんだよっ。分厚い本を夢中で読んでるの。お父さんが、俺のひいひいじいさんは学者を目指していたから、その血筋だとか言っちゃって、すごく自じ慢まんしてて、そんなの子供には早いよっていうような字がびっしりの本まで買ってきちゃってさ。けど、マルティンは、それもちょっとずつ読んでるみたい」

「そっか、今度僕からも本を贈るよ」

「うん、きっと喜ぶよ。本当は今日はマルティンも連れてきたかったんだ。マルティンならおとなしいから、お城で騒いだりしないだろうし。けど、知らないところへ行くのは、ちょっと怖いみたいで。お父さんも……お城は緊きん張ちようするからって」

　義父とは結婚式のときに一度だけロッティとマルティンと一緒に城に来くれて以来、会っていない。

「僕が里帰りできるといいんだけど……」

　ロッティと話して明るい気持ちになった心が、みるみるしぼんでゆき、体の中が空っぽになったみたいに淋しくなった。

　アーデルハイドに里帰りをしたいと言えば、させてくれるかもしれない。けれど、騎兵を引き連れ、豪ごう華かに飾り立てた馬車に乗って帰ったのでは注目の的まとで、義父たちに迷めい惑わくをかける。

　ルドヴィークが暗い顔をしていると、ロッティがルドヴィークの手を、幼げな両手できゅっと握って、明るい声で言った。

「ね、ボク、今日はお兄ちゃんに、おねだりにきたんだよ」

「おねだり？」

　尋ねると、少年のような健やかな瞳をくりんと動かし、上うわ目め遣づかいになる。

「そう、お兄ちゃんがデザインしてくれたお洋服、サイズがきつくなってきちゃったの。だから新しいお洋服が欲しいなーって」

「そっか。ロッティは成長期だからなぁ」

「うんうん、毎晩どんどん成長してるんだよ。寝て起きたら身長が伸びてる感じ」

「なら、ちょっと大きめに作っておくか。寸法をとろう」

「作ってくれるの？　王様のお仕事、忙しくない？」

　ちょっとだけ心配そうに尋ねるロッティの髪を、ルドヴィークはさらさらと撫でた。

「大丈夫。ちょうど書類の判子押しが一段落ついたところだから。それにたとえ忙しくてもロッティの服を作るのを断ったりしないよ。ロッティは僕の専属モデルだもの」

　ロッティの頰が、子犬のようにふにゃっとゆがみ、

「やったぁ、お兄ちゃん、大好き」

　ソファーに座ったまま、またルドヴィークに抱きついて、ふにゃふにゃしたほっぺを、ルドヴィークの首筋にすりつけてくる。甘い野生の草の香りがルドヴィークの鼻をかすり、さらさらの茶色の髪が首筋を撫でる。

　背が伸びても、こういうところはまだ子供なんだよな。

「くすぐったいよ、ロッティ」

　微笑ほほえみながら、ロッティの腕を優しくほどき、巻き尺を用意する。

　ロッティの体の寸法をとるのも、ロッティの服を作るのも、ルドヴィークには普通のことだ。季節ごとに、次はロッティにどんな服を着せようと楽しく考えたものだった。また、少々奇抜なルドヴィークの服を、ロッティ以上に着こなせる女の子もいなかった。

　ルドヴィークがオリジナルのデザイン画を見せると、たいていの女の子は、

『可愛いけど……足がちょっと出すぎじゃないかしら……』

　とか、

『あたしには、すこーし大胆すぎっていうか……足が冷えそう。ごめんなさい、普通の丈のお洋服のほうがいいわ』

　と躊ちゆう躇ちよするのみならず、

『ルディって、ひょっとして足フェチ？　それとも女の子に恥ずかしい格好をさせて興こう奮ふんする趣味？』

　と引く服を、ロッティだけは、

『お兄ちゃんのお洋服が、一番ボクらしいでしょ！』

　と言って喜んで着てくれて、それがルドヴィークには嬉しかった。

「さて、半年のあいだに、どれくらい成長したのかな」

　ばんざいするロッティの正面に膝をつき、細い腰を後ろから抱き寄せるようにして巻き尺を回し、

「ああ、本当に大きくなったね。確かに今までのサイズじゃきつそうだなー」

　と頰をゆるめると、

「もぉっ、そこは大きくならなくて、いいんだよっ」

　とロッティが頰をプンとふくらませ、腰をひねる。

「成長したのは、もっと上」

「はいはい」

　くすくす笑いながら、巻き尺を腰から上へ移動させる。

　膝立ちになって胸の下をはかり、そこからまたちょっと巻き尺を上げて、胸の周りをはかる。くすぐったいのか、ロッティが小鳥のような可愛らしい笑い声をあげて幾度も身をよじる。

「こら、じっとしてなきゃ、ちゃんとはかれないだろ」

「だってぇ」

　と、甘えた声を出す。

「ね、どう？　お兄ちゃん、おっきくなった？」

「ああ、春にはかったときより、ふっくらしてる」

「でしょう？」

　ロッティが嬉しそうに見おろしてくるので、ルドヴィークも巻き尺をロッティの胸に巻いたまま、膝立ちでにっこりと見上げたとき。

　ドアで、ためらうようなノックの音がした。

（誰だろう）

　返事をする前に、




「キィ！」




　という鳴き声がして、がちゃりと音を立ててドアが開いた。

　尻尾がひょろりと長い小さな白い猿が、ドアノブにぶらさがっている。

　ドアを開けたのは、この猿らしい。丸い瞳が愛らしい猿は、『キーキ』という名で、カテリナ王妃がエンドラから連れてきたペットだ。普段は城の庭にある温室で飼われているが、非常に賢く、自分で温室の鍵かぎを開けて外へ出てしまったりする。なので、温室の鍵をたびたび変えなければならないほどだった。

　ちなみに猿が着ている赤いチョッキは、ルドヴィークが着ていたチョッキと似ていると物ぶつ議ぎをかもした品だ。

　猿が突然ドアを開けたのは、まだいい。問題はドアの向こうに、カテリナ王妃が立っていたことだ。しかもえらく青ざめた顔で、眉根をぎゅっと寄せて、非難に満ち満ちた眼差しをルドヴィークのほうへ注いでいる。

　おもに、ルドヴィークの手のあたりへ。












　巻き尺を持ったそれは、ちょうどロッティのふくらみはじめた小ぶりな胸の上にあって、デザイナーとモデルにはありがちな光景でも、第三者から見たら、幼い少女によからぬことをしている不埒な男に見えたのだろう。カテリナ王妃の非難の理由を瞬時に悟ったルドヴィークは慌あわてて、

「いや、これは寸法をはかっているだけで！」

　と説明した。

　が、カテリナ王妃は肩をぶるりと震わせ、唇をわななかせると、ノブに器用にぶらさがっている白猿のキーキをつかみあげるなり、エンドラ語で、




「ズロット！」




　と叫んで、キーキを投げつけてきた。

「うわあっ！」

　まさか猿を投げて寄こすとは思わず、巻き尺を放り出し、ロッティの前に立って庇かばうと、キーキはルドヴィークの顔に張り付き、小さな爪で思いきり引ひっ掻かいてきた。

「うわあああ、うわぁぁぁ」

　平和であるべき王の私室で、悲鳴が連続して響き渡る。

「お兄ちゃん！」

　慌ててキーキをルドヴィークから引き離そうとするロッティのほうへ、カテリナ王妃が真っ赤な顔でつかつかと歩み寄り、ロッティの腕をつかんで、早口のエンドラ語で、こんな不道徳な男と一緒にいてはいけないわ！　誠実そうな顔して、なんて破は廉れん恥ちなのっ！　ああもう爽やかスケベなんて最低！　とか、そんなようなことをものすごい勢いで言って、部屋の外へ連れていってしまった。

「お兄ちゃーん」

　というロッティの声が遠ざかってゆくのを、ルドヴィークはキーキに引っ掻かれながら聞いた。

　ズロットが『変態！』という意味だと知ったのは、ロッティがルドヴィークを心配しながら帰ったあとだった。

　辞書に記された文字を、顔中引っ掻き傷だらけの仏ぶつ頂ちよう面づらで見おろすルドヴィークに、アーデルハイドが神妙な顔で、

「王妃様が、国王様のお部屋をご訪問されたのは、私が国王様の妹君が、猿を見たがっているとお伝えしたからです。妹君とペットがご一緒なら、なごやかな雰囲気で仲直りできるのではないかと配はい慮りよしたのですが。私もまだまだ読みが浅かったようです。申し訳ございませんでした」

　と頭を下げる。

　もちろん、カテリナ王妃から謝罪の言葉はない。

　誤解されるようなことをされるほうが悪いんです、いくら兄妹でも度が過ぎます、巻き尺を持つ手つきがいやらしくて、床にひざまずいて妹さんを見上げる目つきが犯罪者そのものでした、と言ったとか言わなかったとか……。

　ルドヴィークはエンドラ語の辞書をぱたんと閉じ、険けわしい声で言った。

「ああ、さらに険悪になったよ。今日はもう好きなものを食べて、好きなことをして、一人でゆっくり過ごして心と体を癒す。食事もこの部屋に運んでくれ」

「それはかまいませんが、実はお仕事が少々たまっております」

「は？　昼間はそんなこと言ってなかったじゃないか」

「あのあと急に国王様に目を通していただく書類が大量に発生したのです」

「どれくらい」

「これくらいです」

　と、アーデルハイドが持ってこさせた書類や資料がテーブルにどさどさ積み上げられてゆくのを、ルドヴィークは唖あ然ぜんと見つめた。

　いつもの十倍はある！

「お食事はご希望通り、お部屋まで運ばせましょう。そのほうがお仕事がはかどるでしょうし。鴨かものカシスソースロワイヤル、ラビニア風味はいかがですか？　シェフの自慢のスペシャリテですよ。黒トリュフのスープも、うずらとアボカドのドルーニ風サラダも絶品です」

　未決済の書類の山を眺めながら力のない声で、

「……皮付きのジャガイモのバター焼きと、豚のクズ肉と丸ごとキャベツのごった煮と、魚の頭の酒さけ粕かす煮にが食べたい……あと、蛇の蒲焼きと、水っぽい麦酒ビール」

　と、庶民生活を満まん喫きつしていた頃に城下でよく食べた元気の出るメニューを並べると、

「申し訳ございませんが、そうしたものはシェフのレパートリーにはないかと。内容を説明して似たものを作らせることはできますが、国王の料理人としてプライドを傷つけることになる恐れがございますので、お勧めいたしかねます。代わりに、最高級ワインをうんと水で薄めてお持ちしましょう」

　アーデルハイドが、しれっと言う。

（王様になったら、酒場の安い麦酒ビールも飲めないし、田舎風の煮込み料理も食べられないのか）

　ますます意気消沈し、肩を落とした。




　ルドヴィークが城を抜け出して町の居い酒ざか屋やに走ったのは、その夜のことだった。













（麦酒ビールも飲めない生活なんて、やってられるか！）

　秋のさやかな月が天上に浮かび、夜が深まった頃、町人の服に身を包んだルドヴィークは、城の裏門から忍び出た。

　ざわざわと鳴るしめった草を踏ふみしめながら、城がそびえる丘を夢中で駆けくだる。

　国王としての役目を放棄するつもりはなかった。

　それは、城から迎えが来たとき義父に言われたように神様が決めたことで、仕方のないことだから、受け入れるしかない。

　けど、カテリナ王妃との気まずい関係にも、舌を嚙かみそうな名前の高級な料理にも、家族とろくに語り合うこともできない不自由な生活にも、資料を読んで判子を押すだけの仕事にも、ほとほと嫌気がさしていて、国王になってからたまりにたまった鬱うつ憤ぷんが、カテリナ王妃のペットの白猿に顔を引ひっ掻かかれた事件でついに爆発し、

（たまにはハメをはずしたっていいじゃないか）

　と、お伽とぎ話ばなしでは定番の〝お忍びで町へゆく〟を決行したのだった。

　夜よ露つゆに濡ぬれた木々の香りをかぎ、涼しい風に吹かれてはしゃぎながら、久々に全力疾走し、新鮮な空気を腹一杯に吸い込み、浮かれて町に辿たどり着つき、

「ただいまー！　僕の町！」

　両手を広げて叫んだ。

　そうして一番最初に目についた居い酒ざか屋やで、今日会ったばかりの客と泡がこぼれ落ちるほどに注つがれた麦酒ビールのジョッキを交わしあい、

「僕の妻はキョーレツでね。僕に猿をけしかけて、引っ掻かせたんだよ」

　と陽気に愚ぐ痴ちる。

「へー、その傷がそうかい。二枚目が台無しだぜ、兄さん」

「どーせ、あんたが引っ掻かれるようなことをしたんだろ」

　とからかわれ、

「とんでもない！　妻と結婚してから、家族以外の女の子と手を繋つないだこともないよ。なのに久しぶりに会った妹と、兄妹水入らずの時間を楽しんでいたら、僕を変態扱いして猿を投げつけてきてさー。猿だよ？　猿？　普通、猿を投げるかい？　しかも誤解される行為をしていた僕が悪いって、そのあとも冷たい顔でツーンと横を向いて、謝りもしない。途中でこっちをちらっと見たから、謝ってくれるのかなって身構えたら、またそっぽを向いちゃって」

「そいつぁ王妃様みたいな女房だな」

　客がどっと笑う。

　城の外でも、王妃の気位の高さや、国王との不仲は知れ渡っているのだ。

　アーデルハイドが聞いたら『困りましたね』と顔をしかめただろう。ルドヴィークも素面しらふなら返しに弱ったかもしれないが、酔っているので、

「顔も王妃様みたいにべっぴんなのかい？」

　と訊きかれて、

「ああ、森の中の異界を統すべる妖精の女王みたいな美人だよ。けど僕を睨にらんでいるばかりで、ニコリともしないんだ」

　と、大声で答える。

「やっぱり、王妃様だ！」

「嫁よめにもらう女じゃないよなー、王妃様は」

「だよなー、俺も、嫁はちょっと可か愛わいいくらいの働きもんで明るい子のほうがいいや」

　客の言葉に、ルドヴィークも思いきり共感してうなずく。

「その通りだよ。皇女様とだけは結婚するもんじゃないよ。特に、エンドラ語で毎晩聖書の朗読をするような、北の大帝国の皇女様とはね」

　と高々とジョッキをかかげ、中身をいっきにあおる。

　すっかり打ち解けた他の客から拍手がわきおこり、

「そうだそうだ！　そんなお高くとまった女房のことなんて、飲んで忘れちまいな」

「兄さんは、引っ掻き傷がなきゃ二枚目だから、他にイイ子を見つけなよ。そんなつららみたいな女房とは別れちまえよ」

　と声が上がる。

　一瞬だけカテリナ王妃に対して後ろめたさを感じて、

（いや、あの人も遠国から気にくわない男に嫁とついできて大変なんだよ。エンドラから来たお付きの人たちも、みんな国へ帰っちゃったし、言葉も文化もなにもかも違う国に、一人ぼっちなんだ）

　と庇かばいかけたが、この空気でそんなことを言ったら白けるだけだ。

　そうだ、今日は息抜きにきたのだから、現実は忘れよう。

「よぉーし！　別れるぞー！」

　ルドヴィークが叫んで、また麦酒ビールのジョッキをあおると、さっきよりもっと大きな拍手と歓声が起こる。

「よく、言った！」

「それでこそ、男だ！」

「別れろー！」

「離り縁えんしてやれ！」

　と、次々声をかけられ、肩を叩たたいて励はげまされ、左右前後から麦酒ビールを注がれながら、ルドヴィークはそれを陽気に飲みまくり、騒ぎまくった。




　数時間後──。




「ははは、別れてやるー」

　ぐでんぐでんに酔っぱらったルドヴィークは、一人で森の中を歩いていた。

　まだ空は暗く、星が凜りんとした光を放っている。

　夜が明ける前に城に戻るつもりで居酒屋をあとにしたが、なにしろ酔っているので、足がふらつき、方向が定まらない。




「こっちだっけ？」




「ああ、こっちのような気もする」




「いや、やっぱり、あっちか」




　まぁいいか、そのうちどこかに着くだろうと、気楽にふらふら歩いているうちに、森の奥のほうへ迷い込んでしまった。

　ローデシアの国土の三分の一は、緑の森におおわれている。

　なので歩き続けていれば、森にぶつかって当然だ。森を抜ければまた道があると、あくまで陽気に進んでゆく。実際は森を抜け出るどころか、どんどん奥へ奥へと入り込んでゆくが気にしない。

　見上げるほどに高い木々が密集し、闇やみに染まった木の葉が冷たい夜風に妖あやしく揺れ、怪物の爪のようにぐねぐねと曲がった枝の上で、大きなフクロウが目を金色に光らせて、『ほーほー』と不ぶ気き味みに鳴く中を、

「別れるぞー！　離婚だー！」

　と叫びながら陽気に歩いてゆく。

　ローデシアの子供たちが、大人から繰くり返かえし教わる、『森の奥に立ち入りすぎてはいけないよ。森の中には異界があって不ふ思し議ぎな生き物が暮らしているから、彼らにつかまっておうちに帰れなくなってしまうよ』という忠告を、ルドヴィークは忘れた。

　空気がひえびえとし、風がざーっと木々を揺らしたあと、どこからか尊大な声がした。




「人の子の王よ。この先は、立ち入ってはならぬ」




　闇の中に静かに響き渡る、神秘的な声だった。

「はれ？　誰かしゃべっている？」

　きょろきょろと左右を見渡すが、誰もいない。今度は後ろを振り返る。生い茂る木々が青白い月の光を浴びて冷たく立っているだけで、やはり人の姿は見えない。

「はは、空耳か」

　笑って前へ向き直ると、そこにいつのまにかほっそりした少女が立っていて、心しん臓ぞうが止まりかけた。

「！」

　さっきまで誰もいなかったし、人が移動する気配もなかったのに。

　しかも、少女はどう見ても、普通ではなかった。

　年齢はロッティと同じくらいで、棒ぼうのように細く華きや奢しやな手足をしていて、透ける素材の薄い布をまとっている。その布が月光を吸い込んで、きらきらと輝いている。

（あれって……絹？　いや、絹はあんなに透きとおっていないし、絹よりもっと繊せん細さいで、光沢があって、まるで光の糸で編んだみたいだ……）

　服屋の若わか旦だん那なだったルドヴィークにも、未知の布だ。

　しかも季節は秋で、森の夜は冷える。なのに、あんな体の線が見えそうな薄着で、こんなに幼い少女が一人で出歩くなんて、普通では考えられない。

　猫の目のようなアーモンド型の瞳は金色で、外見的な年齢にそぐわない威い厳げんがあった。まるでこの少女のほうが、ルドヴィークよりもはるかに年上であるような。

　そしてなによりもルドヴィークがまじまじと見入ってしまったのは、少女の髪かみの色だった。

　瑠る璃りの玉のような、あざやかな青。

　そんな髪の人間に、これまで会ったことがない。

　艶つやを帯びた青い髪は、少女の細い体をおおうほどに長く、光で編んだ衣服をまとった少女は、瑠璃色の翼を広げているように見えた。

　少女が再び、神秘的な声色で言う。




「ここより先へ足を踏み入れれば、おまえは家に戻れなくなるぞ」




　森の奥へ立ち入りすぎてはいけないというローデシアの住民なら誰でも知っている戒めを、ルドヴィークはようやく思い出した。

　森のどこかにある異界には、不思議な力を持つ者たちが住んでいるということも。

　この青い髪の少女は、そうしたお伽話や伝承の世界の住人なのか？　僕は酔っぱらって幻覚を見ているんだろうか？

　恐ろしいという気持ちはまったくわかず、代わりに胸がひりひりするような哀かなしみがふいに込み上げた。




「戻らなくていい……」




（あれ、なにを言っているんだ、僕は）

　何故、唐突に、そんなことを口にしてしまったのか。

　城には朝までに帰るつもりだった。

　ただほんのちょっとハメをはずして、一人の平凡な市民に戻って、食べて飲んで騒さわいで、それですっきりして城に戻って、書類に判子を押しながら暮らしてゆくつもりだった。

　それが国王としての自分の役割だから。

（そうだよ、城に戻らなきゃ）




「僕は──戻らなくていい。戻りたくない。……だって、あそこに僕が欲しいものはなにもないんだ」




　言葉が自然にこぼれ出る。

　多分、それも本心だったのだろう。

　夢見ていたのは、充実した仕事と、ダンスが大好きな朗ほがらかでしっかり者の奥さん。

　店を訪れる女の子たちを綺き麗れいにする手伝いをして、家では大好きな人と、踊りながら、笑いながら、ささやかに幸せに生きてゆくこと。

　けれど、判子を押すだけの王様の仕事にやりがいは見いだせず、城にはダンスが好きな朗らかな奥さんもいない。

　ダンス嫌いで、夫に猿をけしかけ、顎あごを聖書で殴なぐり倒たおす高貴な皇女様がいるだけだ。

　ルドヴィークが戻らなくても、彼女はきっと哀しんだりしないだろうし、逆に文化的な実家に帰れて喜ぶかもしれない。

　だからこのまま異界につれてゆかれて、城に帰れなくなってもいいと、酔った頭で考えていたとき、青い髪の少女が、金色の目を哀れむようにすっと細めた。




「もったいない」




「へ？」




　もったいないって、何が？

　きょとんとするルドヴィークに、青い髪の少女が重々しく告げる。

「おまえは、めったにない大幸運の持ち主なのに」

「ええっ」

　それって王様になったことを言ってるのか？　でも王様になれても幸せってわけじゃ、むしろ庶民だったときのほうがずっと気楽だったし、それに庶民なら好きな子と結婚もできたはずで。

　少女がさらに言う。




「おまえは、望めば楽園の主あるじにもなれるだろう」




　楽園の……主あるじ？




「他人がうらやむすべてを、おまえは手に入れる。地位も、富も、愛情も、平穏もだ。そのために必要な一番目から六番目までは、おまえのものだ」




　まるでルドヴィークの未来を、はるか先まですっかり見通しているように──少女の声が神しん託たくのように、呪のろいのように、暗い森の中を流れてゆく。




「だが、七番目だけは、おまえのものにならない」




　七番目がどんなものなのかわからないのに、ルドヴィークは少女がそう断言した瞬間、心をえぐり取られたような気持ちになった。




「泣き叫ぶほどに願う、たったひとつのものを、おまえは決して手にすることは叶かなわないだろう……」




　また胸がズキッとする。

　泣き叫ぶほどに願っても手に入らないなんて、あんまりだ。

「これ、全部夢なんだろう？　僕は酔っぱらって寝ちまって、夢を見てるんだろう？　どうせ夢で、現実じゃないんだから──もっと希望のあることを言ってくれてもいいじゃないか」

　文句を言うルドヴィークに、少女は尊大な声で言った。

「七番目とは別離が訪れても、一番目から六番目まではおまえのもとにとどまる。まぁ、そう悪い人生ではない。嘆なげかず求め続けるがよい。おまえが望み、行動することが、おまえを楽園へ導みちびくだろう」

　木々が、ざわりと揺れる。

　冷たい風が鼻先を鋭い唸うなりをあげて吹き抜けてゆき、細かな砂や乾いた葉っぱが、ばらばらと頰ほおや鼻にあたり、思わず両手で顔を庇い、まぶたを伏せる。

　目を開けたとき青い髪の少女は、あとかたもなく消えていた。

「おおい！　七番目ってなんなんだ！　僕はなにを手に入れるんだい！　なにと別れるんだい！」

　叫んでも、自分の声が、

『おおい』

『おおい』

　と木こ霊だまするだけで、少女のあの神秘的で尊大な声は、聞こえない。

　気がつけば、月の光をほのかにたたえた湖のほとりに立っていた。さっきまで森の中にいたはずなのに！

　状況が把は握あくできずにいると、ぱしゃん……と、水がはねる音がした。

　視界に、人の形の黒い影が映る。

　誰かが湖の中に入っていく。

　長い髪の──女性だ。

　こんな夜中に服を着たまま水浴びなんて、普通じゃない。入水自殺でもするつもりか？

「きみ、なにしてるんだ！」

　大声で呼びかけながら、走る。

　すると女性が振り返った。

　ちょうど雲が月をすっかりおおい隠し、目の前が急に墨すみで染めたように暗くなった。相手の女性が息を殺してルドヴィークの顔を見上げている気配は伝わってくるが、姿も顔もはっきりとわからない。

　まだ若い感じではある。

「なにがあったのか知らないけど、死のうなんてしちゃいけないよ」

　ルドヴィークが力を込めてそう言ったとき、闇の中で女性が小さくみじろぎし、かすかに嗚お咽えつした。

　空気が震え、ルドヴィークの心臓がドキリと高鳴ったそのとき、相手が嗚咽を飲み込み、切なくうるんだ声で、つぶやいた。




「ルディ」




　心に深く入り込んで忘れられない、哀しみに満ちた声だった。

（どうして僕の名前を？）

　そんな困惑とともに、自分はこの声の相手を知っているという確信が、何故だか込み上げた。

　そう。




　彼女は、大切な──。




　今度は目の前が光の中に放り込まれたようにまぶしくなり、視界がはっきりすると、淡く白い靄もやの中にいた。

　夜の湖も、あの哀しげな声の女性も消えている。

　代わりに、レースや毛皮や刺し繡しゆうをあしらった豪ごう奢しやなドレスをまとった、ほっそりした体つきの女性がルドヴィークの前を、歩いてゆくのが見えた。

　まっすぐに伸びた細い背中に、黄金をとかしたような、まばゆい金色の髪がさらさらと振りかかっている。

　こちらもよく知っている女性のはずなのに、思い出せない。

　輝く黄金の髪と一緒に、白いドレスの裾すそがゆらゆらと揺れながら、彼方へ遠ざかってゆく。

　追いかけなければ行ってしまう。

　焦あせりで、頭が割れそうに痛くなる。

　けど、足が動かない！　白い靄の中、ほっそりした姿が、遠ざかってゆく。

　名前を呼ぼうとするが、思い出せない。

　絶対に、絶対に、知っている女性なのに。

　喉のどで止まったままの声の代わりに、必死に手を伸ばす。

「僕は、きみが──きみのことが──」





　　　　　◇　◇　◇






　目を開けると、濡れたような黒い瞳がすぐ真上にあって、ルドヴィークの顔をじぃっとのぞき込んでいた。

　幼子を見つめる母親のようにあたたかな眼まな差ざしで、赤い唇くちびるはふっくらとやわらかそうで、波のようにうねる、しっとりした黒髪が、肩からひとふさこぼれている。

「目が覚めた？」

　眼差しと同じ、優しくあたたかな声が、そっと問いかけた。

「ここは……？」

　彼女の上に、木の屋根が見える。

　切った板を並べただけの簡かん素そな屋根だ。壁かべも同様に質素な造りで、暖だん炉ろも不ふ揃ぞろいな石をつんで作ったそっけないものだ。が、その中で赤々と火が燃え、上に煤すすで汚れた大きな鍋なべが下がっていて、シチューを煮ているらしく、ミルクと香草のいい匂いが白い湯気とともにただよってくる。

「あなたは、森の中に倒れていたのよ。ヤンが仕事の帰りにあなたを見つけて、背負って家へ連れてきたの。顔が傷だらけだったから、熊にでも襲おそわれたのかと思って、びっくりしちゃった。でもお酒の匂いがしたから、酔って寝ちゃっただけなんだってわかって、ほっとしたわ。ああ、よかったーって」

　うるおいをたたえた瞳や、ふっくらした唇がほころぶのを、ルドヴィークは顔が赤らむ思いで見上げていた。

　赤面の理由のひとつは、酔っぱらって森で寝てしまって恥ずかしかったこと。

　もうひとつは、彼女の笑顔があんまり優しく、綺麗だったからだ。

　シチューの香りのする湯気のように、ふんわりとやわらかで、見ているだけで癒いやされる笑顔だ。

「ああ、お客さん、起きなすったんだね」

　そこへ痩やせた小柄な男が、ひょこひょこと歩いてきた。くしゃくしゃの赤い髪に緑の目をした、人の良さそうな男だ。

　ルドヴィークよりだいぶ年上に見えるが、同じくらいにも見える。背が低くて目鼻立ちが素朴で表情が開けっぴろげなせいもあって、年齢不詳な感じだ。が、きっとそんなに若くはないのだろう。

「あなたが、僕を助けてくれたヤンさんですか？」

　体を起こして尋ねると、

「ああ、そうだよ、お客さんが仰あお向むけにぶっ倒れてて、揺すっても起きなかったんで、背負って連れてきちまいました」

　と、にこにこしながら、気さくに言った。この細い手足でルドヴィークを運ぶのは、そうとう大変だったはずだ。

「すみませんでした」

　深々と頭を下げると、

「いいっていいって。若いうちはバカをやっちまうもんさ。朝までゆっくり休んでいきなせー」

　と言う。

　えらく訛なまりが強いが、それが木ぼく訥とつな人柄を強調しているようで、あたたかい気持ちになった。

「おとーさん、おきゃくさま？」

「だぁれ？」

　マルティンと同じ年頃の男の子と女の子が、部屋にかかっている織物の向こうから、目をこすりながら顔を出した。

　男の子の髪は赤く、瞳は黒で、女の子は黒髪に緑の瞳だ。男の子の髪はくしゃくしゃで短く、女の子は二本の三つ編みにしている。それ以外は、そっくりだ。

　子供たちは、織物のしきりの向こうで寝ていたらしいが、ルドヴィークたちの声を聞いて、起きてしまったようだった。ヤンは二人を追い払うことなく、それぞれを片手に大切そうに抱いて、頭を撫なでながら、

「紹介しやすよ、お客さん。うちの双子のテオとシェナです。もうちょっとで五つになるんでさー」

「こんにちは、テオです」

「シェナです」

　双子が挨あい拶さつをする。

「おにーさん、なんで、お顔、ぎざぎざなの？」

「かっこいい。さわっていい？」

「こら、テオ、シェナ。ダメだろう」

　ルドヴィークのほうへ身を乗り出して、顔についた引っ掻き傷をさわろうとする双子を、ヤンが慌あわてて引き戻す。

「この傷は家で飼ってる猿に引っ掻かれたんだ。さわってもいいよ」

　ルドヴィークが笑って顔を差し出すと、二人とも嬉うれしそうに小さな手で、ぺたぺたとルドヴィークの頰や鼻にふれてきた。

「すんません、お客さん」

「いいえ。乱暴に叩いたりはしないし、お行ぎよう儀ぎよくさわってくれてますよ。可愛いお子さんたちですね」

「へい。自じ慢まんの子供たちでさー。あともうひとり、去年生まれたコリン坊は、おとなしく眠ってるみてぇです」

　ヤンが顔をくしゃくしゃにして笑いながら言う。それから照れくさそうに、

「あと、こっちは、おれの女房で、子供たちの母親のスザンカでさーな」

　と、あの黒髪の女性を紹介する。

　彼女のほうも嬉しそうに微笑ほほえみながら、「この子たちの母親で、ヤンの妻のスザンカです」と朗らかな声で言った。

　短い言葉と、唇をゆるめ目をなごませたやわらかな表情だけで、ヤンとスザンカがお互いに想い合っている幸せな夫婦であることがわかる。

　そんな声と、表情だった。

「えーと、僕はルディといいます」

「そっか、ルディか。まだ朝にはちょっと早はえぇけど、子供たちも目が覚めちまったみてぇだから、朝メシにしよう。おれんちは、もともと朝は早ぇんだ。おれが夜の仕事をしてて、早めの朝メシを食って、昼まで寝るから。それに家族もつきあってくれてるんだ。ルディも、良かったら食ってってくれ。あ……酔いがひどくなければ」

　ヤンのあたたかな申し出に、ルドヴィークは心からの笑顔で答えた。

「ありがたくいただくよ。実は目が覚めたときから、素晴らしくいい匂いがするんで、おなかが鳴りそうだったんだ」

　食事は、鳥と野菜のシチューと、黒パンだけの質素なものだった。けど、硬い黒パンをひたして食べるシチューは、びっくりするほど美お味いしくて、香草の匂いとミルクがとけあって、鳥の骨のダシもきいていて、甘く優しい味がした。

　双子のテオもシェナも、

「おいしいね、おいしいね」

「おかあさんのシチュー、好き」

　と、口の周りにシチューやパンくずをつけて、にこにこしながら食べている。それをスザンカが細い指で優しくぬぐってやり、その様子を、ヤンが頰をほころばせて見守っている。

「スザンカは料理がうまいんだ。ちょっとの材料で、たっぷりのご馳ち走そうを作ってくれるんだから、魔法使いみたいでさー。もちろん味も最高でさー！」

　ヤンののろけに、スザンカは明るく笑いながら、

「まぁ、ヤンは毎日必ず家に帰って来て、ごはんを食べるから、あたしの料理しか知らないじゃないの。最高かどうか、わからないはずよ。世の中には、もっと美味しいお料理がいっぱいありますよねー」

　と、そんな旦だん那なが愛しくてたまらないというような、あたたかな表情で話を振られて、ルドヴィークは、

「いいえ、本当にこのシチューは最高です。こんなにうまい料理は、久しぶりに食べました」

　と心から答える。

　家族で楽しく笑いあいながら食べる料理が、こんなにあたたかくて、おなかを優しく満たしてくれることを、忘れていた。

　長いテーブルの端と端に座って黙々と片づけてゆく食事は、贅ぜい沢たくな食材を一流の料理人が調理し、高価な皿に盛りつけて出されたものでも、胸がつまって味もよくわからなかったのに。




（僕の〝家庭〟も、こんなふうならよかったのに……）




　優しく朗らかな奥さんと、気のいい亭主。二人に似た愛らしい子供たち。

　あたたかな食卓。

　森の中の小屋で暮らしているなんて、経済的に豊かであるはずはないのに、みんな楽しそうに笑っている。

　憧あこがれに、胸がとどろいた。

　主人のヤンは、夜の大通りや酒場で、バイオリンを弾いて収入を得ているという。ときどきは結婚式やお祭りにも呼ばれる。そういう場所は実入りがいいので助かると。秋でこれから結婚式が増えるので、うんと稼かせいで、女房と子供たちに綺麗な服や、あたたかい毛布や、甘い菓か子しを買ってやるのだと。

「ヤンのバイオリンは、とっても晴れやかで素敵なのよ。ヤンのバイオリンを聴くと、どんなときでも、明るい、幸せな気持ちになれるの」

　スザンカが黒い瞳を甘くうるませて、幸せそうに語る。

「いやぁ。これくらいしか、おれは取り柄がねーから。それに偉えらい先生に習ったこともねーし、バイオリンだって中古のぼろいやつだし」

　ヤンは、くしゃくしゃの頭を掻いて謙けん遜そんしたが、きっとスザンカの耳には、ヤンのバイオリンはどんな素晴らしい音楽家が奏でる調べよりも、心を満たすものなのだろう。

「森で行き倒れているところを助けてもらって、美味しいシチューまでご馳走になって、なにかお礼をしたいのだけど」

　ルドヴィークが申し出ると、ヤンはぱっと顔を輝かせて、

「そんなら、スザンカと踊ってやってくんねぇか！」

「え」

　踊る？

　ドキンとするルドヴィークに、

「スザンカは、ダンスが大好きなんだよ。けど、おれは足が悪くて踊れねーから。代わりにバイオリンを弾くよ」

　と、ますます乗り気な様子で言う。

　そういえば、歩くとき少し足を引きずっていた。けど、いくら足が悪くても、旦那の目の前でその奥さんと踊ったりしていいんだろうか？

　ルドヴィークが尻込みしていると、朗らかな声が聞こえた。




「踊ってください。ぜひ」




　顔を横に向けると、スザンカが晴れやかな笑顔で、ルドヴィークに向かって手を差し出していた。

　明るく輝く黒い瞳が、ルドヴィークをまっすぐ見つめている。ふっくらした唇は、楽しげにほころんでいて。

　その、どんな貴婦人よりも魅力的なあざやかな微笑みに引き寄せられるように、ルドヴィークはスザンカの手をとった。

　スザンカの手は、マメやあかぎれがあり、働く女性の手だった。その手をぎゅっと握ると、確かな弾力を持ったあたたかさが伝わってきて、そのままルドヴィークの手を力強く握り返してくる。

　ヤンが、弓を動かす。

　スザンカが軽々と踊り出す。

　つま先が床を明るく鳴らし、かかとが風かざ見み鶏どりのようにくるくると回る。布を継つぎ合あわせて作ったスカートが、極上のドレスのように広がった。

　女性らしいまろやかな腰が柔軟に反り、健康的な腕が音楽に合わせて、しなやかに伸びたり、縮ちぢんだりして、ルドヴィークとスザンカの距きよ離りも、そのたび近づいたり離れたりする。

　スザンカの綺麗な足は一瞬もじっとしておらず、ルドヴィークがリードするより先に、ルドヴィークを誘うように情熱的に動き回った。

　その巧たくみな足さばきに、ルドヴィークは感嘆した。

　なんて力強く踊るんだろう！

　それに、なんて楽しそうなんだ！












　黒い目が生き生きときらめき、ふっくらとした唇も頰も、喜びにほころんでいる。

「あたし、ヤンと結婚する前は、ずっと踊り子をしていたの。だから、ダンスは大好きなのよ！」

　朗らかな声で、スザンカが叫ぶ。

　その声が、言葉が、ルドヴィークの胸いっぱいに甘いときめきとともに広がり、はじける。




　──ダンスは大好きなのよ！




　──母さんは、ダンスが大好き！




　──僕も、ダンス、好き。




　子供の頃、古いアパートの一室で、母親と踊ったときのことを思い出す。踊る母親は、本当に楽しそうで、いつも朗らかに笑っていて。

　お嫁さんをもらうのなら、一緒にダンスを踊れる人がいいと、ずっと思っていた。

　それは亡くなった母親がダンスが大好きだったから。

　子供の頃からルドヴィークも母親に手をとられて、ダンスを踊った。

　母親が結婚する前、二人で暮らしていた頃は特に、楽しいことがあったときも哀しいことがあったときも、母親はルドヴィークをダンスに誘った。




　──踊りましょう、ルディ。




　やわらかにルドヴィークの手をとって、狭せまい家の居間で、母親と二人で何度もくるくる回った。




　──あんたの父さんは、ダンスがすっごくうまかったのよ。人混みではしょっちゅう誰かにぶつかってる鈍どんくさい人だったのに、ダンスだけは誰にもぶつからずに、そりゃあ軽やかに踊るの。あれは卑ひ怯きようよねー。頼りないところをさんざん見せられたあとに、あんな素敵なステップを見せられて、うんと優しくリードされたら、好きになっちゃうわ。




　明るい笑い声をあげて、陽気にステップを踏みながら、そんなふうに朗らかに語っていた。




　──だからルディ。ダンスを踊るときは、あんたは王様で、相手は女王様のつもりで踊りなさい。




　そしたら、あんたと踊った女の子は、あんたに恋をしちゃうわ、と……。

　女の子は、どの子もそれぞれ可愛くて魅力的で、けど、踊っているとき女の子は十倍素敵だ。

　それはルドヴィークの変わらぬ持じ論ろんで、女の子とダンスを踊っているときいつも、ルドヴィークのほうこそ、相手に恋をしている気持ちになって──くらくらして、胸がはずんで、幸せな気持ちになって。

　だから、ダンスが好きな女性と結婚して、毎日踊って過ごせたら、きっと彼女にずっと恋をしていられる。

　そんなふうに夢見て、わくわくしていたことを、スザンカと踊りながら、次々思い出していった。

　スザンカのうるんだ黒い瞳や、艶めきながら広がる黒い髪や、朗らかで情熱的な赤い唇や、豊かな胸が、幼い日に見た母親の姿に重なってゆく。

　母親もスザンカも、心から幸せそうに踊っていて、まったく疲れを知らないようにステップを踏み続け、回り続けた。

　ひとつくるりとつま先を回すごとに、花びらが舞い散るように美しく華やかになっていって、胸がドキドキして、うっとりと見み惚ほれてしまう。

　スザンカの夫のヤンもまた、恋を知ったばかりの少年のような眼差しで、妻を見つめている。

　妻が楽しそうに踊っている姿を見ているのが、嬉しくてたまらないというように、バイオリンをかき鳴らし続ける。

　その音色は、どこまでも明るく晴れやかで、聴いているだけで心が明るくなり、足が自然とステップを踏んでしまった。




（スザンカが言ったとおりだ！　ヤンのバイオリンは素晴らしい！）




　──ヤンのバイオリンは、とっても晴れやかで素敵なのよ。ヤンのバイオリンを聴くと、どんなときでも、明るい、幸せな気持ちになれるの。




　ヤンのバイオリンが高く鳴ると、スザンカのステップは一段と激しくなり、ヤンが優しく奏でると、スザンカの動きもしとやかになる。ヤンの音色が晴れやかになるほど、スザンカの唇に浮かぶ笑みも明るさを増し、瞳が幸福そうに輝く。

　ルドヴィークと踊りながら、スザンカはヤンとも踊っているようだった。

　ヤンのバイオリンが、スザンカをこんなに美しく、生き生きと踊らせているのだ。

　そのことに気付いて、胸がぎゅっとしめつけられた。




（ヤンとスザンカは、愛し合っているんだ）




　確かな愛情で結ばれているから、妻を他の男と踊らせても平気なのだろう。妻も夫を愛しているから、夫以外の男と踊っていても、夫のことを想って微笑むのだろう。

　そんな関係に憧れて、同時にこれまでずっと押し込めていた、たくさんの感情が喉に押し寄せて、それがひりひりするほど切なくて。




　──『僕とダンスを踊ってください』って、エンドラ語でなんと言うのか教えてくれないか？




　──わたくしは、ダンスは大嫌いです。




（ああ、王妃のあの言葉が、僕は本当にショックだったんだなー）

　カテリナ王妃にだって、ルドヴィークに対してそっけなくしてしまう事情があるのだ。半分庶民の男の妻になるため、知らない国に一人ぼっちで取り残された、可か哀わい相そうな人なのだ。

　そう理解していても、やっぱり冷たい視線を向けられると緊きん張ちようしてしまったし、きつい言葉を投げつけられると傷ついた。

　ここには、そんな緊張も冷たさもまったくない。

　踊るルドヴィークとスザンカの隣となりで、双子のテオとシェナも手を取りあって、くるくる回っている。二人とも、きゃっきゃっとはしゃいでいて、そんな子供たちをスザンカとヤンが優しく見つめて、そのあと二人で視線を交わしあい、微笑みあう。

　スザンカはルドヴィークと踊っていても、ヤンの妻で、子供たちの母親で、みんな楽しそうで。

　ルドヴィークが望んだ幸せが、この小さな小屋には全部そろっているのに、それはルドヴィークのものではなく、ルドヴィークからはとても遠くて。




　──泣き叫ぶほどに願う、たったひとつのものを、おまえは決して手にすることは叶わないだろう……。




　青い髪の少女の言葉が、くつがえすことのできない呪いのように頭の中に響き渡り、体の奥がズキリとしたとき。

　後ろで赤ん坊の泣き声がした。

「コリン！」

　スザンカがルドヴィークからぱっと離れ、しきりの織物を持ち上げる。

　その向こうのゆりかごに、毛布にくるまれた赤ん坊がいて、その子を抱き上げ顔をのぞき込む。

「おはよう、コリン。どうしたの？　おなかがすいたの？　そう？　待ってて、すぐごはんをあげるわ」

　優しくゆすって話しかけながら、胸元の布をずらして、赤ん坊の口に乳をふくませているようだった。そのあいだもあたたかな声で、赤ん坊に話しかけていた。

「ふふ、たくさん飲んで大きくなってねー。そしたら一緒に踊りましょう」

　こちらから見えるスザンカの後ろ姿は、なよやかで女性らしく、たいそう優しげで。赤ん坊を大事そうに腕に抱きしめていて、赤ん坊のほうも安心しきって、無心に母親の乳を吸っている。

　見守るヤンの眼差しもますます愛いとしげで、双子も弟が大好きなようで、にこにこしていて、部屋の中に乳くさい甘い香りがただよって。

　胸がつまって、ルドヴィークの視界がどんどんかすんでゆく。

「って、ルディ！　どうしたんだい！」

　ヤンが、すっとんきょうな声を上げた。

　授乳していたスザンカも、はっとしたように振り返る。そうして、ルドヴィークが泣いているのを見て目を見張った。

「具合が悪いのかい？　どっか痛むのか？」

「おにーさん、どうして泣いてるの？」

「かなしいことがあったの？　おにーさん？」

　双子も心配して、ルドヴィークのほうへ、ぱたぱたとやってきて見上げた。

（あ、あれ、なんで泣いてるんだろう。大人になってから泣いたことなんて一度もなかったのに。はじめて会った人たちの前で、こんなにぼろぼろと）

「ご、ごめん」

　ルドヴィークは掠かすれた声で謝あやまった。

　けれど一度あふれた哀しみは止まらず、涙がぽたぽたと手の甲に落ちてゆく。とうとう立っていることもできなくなって、敷物の上に膝ひざをついて、顔をおおって、肩を震わせた。

「なにがあったんだい、ルディ」

　ヤンがおろおろしている。

　スザンカもルドヴィークのほうへ歩いて来たようで、赤ん坊の乳くさい香りが強くなった。

（ああ、くそ、情けない）

　ルドヴィークは幾度か声をつまらせたあと、ようやく言葉を押し出した。

「きみたちが、うらやましくて……。家族みんな仲が良くて……お互いを想い合っていて……。僕には……なにも、ないから」

　国王なのに、なにもないなんて口にするのは、不ふ遜そんだ。

　でも、本当になにもない。

　家族の姿が見えるあたたかな部屋も、甘いシチューも、一緒にダンスを踊ってくれる朗らかな奥さんも。

（泣き叫ぶほどに欲しいものって、きっとそういうことなんだ。王様になった僕には持てそうにないものばかりだ）

　ヤンが気き遣づかうように尋ねた。

「ルディは、家族はいねぇのかい？」

「……前はいたけど、今は一人だ」

　城下の実家には、ロッティもマルティンも義父もいるけれど、自由に会いにはいけない。ロッティがときどき遊びに来てくれるけど、豪華な部屋で、繊細なカップに注がれたお茶を飲みながらの会話は、やっぱり以前と違っていて。きっとロッティのほうはもとのままで、ルドヴィークのほうが変わってしまったのだ。

「きっとこれからも、一人なんだ」

　どれだけ泣いても、たったひとつのものだけは、手に入らないのだ。

　青い髪の少女は、ルドヴィークは七番目以外の、すべてを得ると言っていた。

　けど、すべてなんて望まない。

　ひとつだけで、じゅうぶんなのに。

　手に入らない七番目こそが、楽園に至るために一番大切なものかもしれないのに。

「ルディは一人じゃねぇよ。ルディはスザンカと踊ってくれた。もう友達だから、こんなボロい小屋でよけりゃ、いつでも遊びに来てくれていいから。そんで、またスザンカと踊ってやってくれ」

「そうよ。それにあたしも、ヤンに会うまで、家族もいなくてずっと一人ぼっちだったわ。でも今は、ヤンも子供たちもいる。だからルディにも、いつか想い合える家族ができるわ」

「おにーさん、泣かないで」

「これで、おかおをふいて」

　双子が草の香りのするタオルを持ってきてくれる。

「あ、ありがとう」

　それを顔に押しあて、そんな家族がこの先、自分にも本当にできるのだろうか、城にはもうダンスが嫌いな奥さんがいるのにと、未来を信じられずにいるルドヴィークを、ヤンもスザンカも一いつ生しよう懸けん命めいに励ましてくれた。

「引っ掻き傷が消えりゃあルディは、金髪に緑の瞳で、新しく国王様になったルドヴィーク一世みたいな二枚目だし、ダンスもうまいから、ルディが笑いかけりゃ、女の子はみんな惚れちまうさ」

「そうだわ。明日の夜、町で秋の豊ほう穣じようを祝う大きなお祭りがあるのよ。そこでルディにぴったりの可愛い女の子に会えるかもしれないわ」

　ヤン一家のあたたかな励ましが嬉しくて、ルドヴィークはしゃくりあげながら、

「ありがとう」

　と繰り返していた。













　城に戻ったのは、太陽がすっかりのぼった頃だった。

　国王様の姿が見えない、王妃様のペットの凶暴な猿に顔を引ひっ掻かかれて、ついに逃げ出したんじゃ！　いや、王妃様に暗殺されたんじゃないか！　と、城内が上へ下へとばたばたしていたところに、町民の服を着た、しかもその服もあちこち汚れ、ほつれたり破れたりしているルドヴィークが晴れやかな表情で帰城したので、城の者たちは唖あ然ぜんとしていた。

　泣くだけ泣いたおかげですっきりしたルドヴィークが、晴れ晴れとした顔で、

「おはよう」

　と声をかけると、

「あ、お、おはようございます。その、ゆうべはどちらに？」

「ちょっと町へね」

「そ、そうですか。なにか楽しいことがおありになりましたか」

「ああ、素晴らしい出会いがあったよ」

　また笑顔で答えると、みんなびっくりしたように声をつまらせてしまい、それ以上、なにも訊きかれなかった。

　駆けつけたアーデルハイドに、

「国王様が、お忍びで一夜の恋を楽しまれたと、城内で噂うわさになっていますよ。相手は金髪で青い瞳の、清純な花屋の娘で、国王様は彼女を愛あい妾しようとして城に迎えるつもりだとか。すでに彼女のおなかには、国王様のお子様がいらっしゃるとも」

　と、これまでで一番しかめつらで言われたときも、うろたえることはなく、吹き出してしまった。

「あはは。昨日会ったばかりで、もう子供がいるなんて、すごいね。それに相手は金髪に青い瞳の花売り娘じゃなくて、情熱的な黒い瞳と黒い髪かみの人妻だよ」

　と、いたずらっぽく言ってみる。

　アーデルハイドはますます苦い顔になり、

「国王様の守備範囲が広いのは存じ上げておりますが、そうしたお遊びは、せめて王妃様とのあいだに男の子のお子様が二、三人、ご誕生されてからにしていただかないと困ります」

　と懇こん々こんと説教をされたが、ルドヴィークは聞き流した。

　あの森の小屋での出来事を思い出すだけで、心の中が澄んでゆき、気持ちが明るくなる。やっぱり、たまに息抜きをすることは大事だ。アーデルハイドはいい顔をしないだろうが、またお忍びで町へ行こう。ただの町人のルディになって、酒場で陽気に飲んで騒いで、おみやげをいっぱい持って森の中のヤンの家を訪ねよう。あの家族に、ぜひまた会いたい。

　それからスザンカとも、また踊れたら……。

　豊かな黒髪をうねらせ、黒い瞳を情熱的にきらめかせて、力強いステップを踏ふむスザンカとダンスをしたことを思い出し、ルドヴィークはうっとりとした。

（彼女のダンスは、本当に素晴らしかった）

　あんなに情熱的に踊る女性ははじめてで、男のルドヴィークのほうが彼女にリードされているようだった。なのにそれが全然不ふ愉ゆ快かいではなくて、新鮮で楽しいだなんて。

　もっともっと彼女と踊っていたかった。あの朗らかな笑顔を見て、陽気な笑い声を聞きながら、弾力のある熱い手を握っていたかった。

　スザンカのあざやかな黒髪や、優しい黒い瞳が頭の中にいっぱいに広がって、なにやら胸がときめいてしまって、

（いや！　スザンカはヤンの妻なんだ。ヤンを愛しているんだ）

　と、スザンカのほうへどこまでも傾かたむいてゆきそうな心に制止をかける。

（スザンカがいくら魅力的でも、人妻はまずい）

　アーデルハイドに、国王様は守備範囲が広いと嫌味を言われたが、確かに自分は、母親に似た女性に弱いところがある。

　服屋の若わか旦だん那なだったときも、結婚間際に相手の浮気に悩んでいた母親似の年上の女性の相談に乗っているうちに、ふらりときて大変だった。

　ルドヴィークのほうはすっかり彼女にのぼせていて、




　──僕なら、あなたを泣かせたりしません。彼と別れて僕と結婚してください。




　と大おお真ま面じ目めにプロポーズまでしたのは、ちょっとした黒歴史だ。

　しかもあれだけ彼とはもう修復できないだの、自分も向こうも愛情はとっくにさめてしまっただのと言っておいて、




　──ごめんなさい、ルディ。あなたのおかげで気付いたの。わたし、やっぱりあの人を愛しているわ。あの人ももう浮気はしないって。




　と、あっさり彼とよりを戻して、結婚してしまった。




　──ルディ、あなたは本当に優しくて親切で、いい人ね。あなたのこと、大好きだったわ。今までありがとう。




　ルドヴィークがさんざん女の子たちから聞かされた〝いい人〟の言葉を残して。

　彼女は今、子供もできて、旦那と幸せに暮らしている。

（そうだ。人妻はダメだ）

　それに木ぼく訥とつなヤンのことも、すっかり好きになっていたので、彼の妻に横よこ恋れん慕ぼするなんて考えられない。

　そもそもスザンカはヤンを深く愛しているのだから、ルドヴィークなんかには振り向かないだろう。

　けど、スザンカはダメでも、スザンカのような女の子にもし出会えて結ばれたら、ルドヴィークもヤンのような家庭を築けるだろうか。




　──明日の夜、町で秋の豊ほう穣じようを祝う大きなお祭りがあるのよ。そこでルディにぴったりの可か愛わいい女の子に会えるかもしれないわ。




（いやいや、僕には奥さんがいるし。いくらなんでも新婚一ヶ月で僕が愛人を作ったら、王妃の立場がないよなー）

　苦笑しつつ、

（お祭りか……）

　と、また思いをはせる。

　町に住んでいた頃は、毎年参加してたっけ。

　とっておきの晴れ着でお洒落しやれをした女の子たちと、楽隊の陽気な調べに合わせてダンスを踊ったことを思い出して、口元が自然とゆるんでゆく。

　隣となりでアーデルハイドが、最近城下で窃せつ盗とう団だんが横行していて夜出歩くのは危険だの、ルドヴィーク陛下が国王になったことを快く思っていないワルター公こう爵しやく一派に知られたら面めん倒どうなことになるだの、お小言を続けている。

　が、ルドヴィークの心はすでに城を離れ、秋祭りが開かい催さいされる城下の町へと飛んでいた。

（母さんがカルヴィン国王と出会ったのも、祭りの夜だったって言ってた……）

　当時は、母親の他た愛わいのない作り話だと思って聞いていたのだけれど。




　──あの人ってば、ものすごい世せ間けん知しらずで、屋や台たいで焼き団だん子ごを買おうとして金貨を差し出して、お釣りがないから受け取れないって言われて、『え？　え？　これ使えないのかい？』って、おたおたしてたのよ。




　──王子様なのに全然偉えらそうじゃなくて、あたしが焼き団子をおごってあげたら、『すまん』って、すごく恥ずかしそうに言って、焼き団子で口の中を火傷やけどして大騒ぎするし、お祭りの人混みで誰かにぶつかるたびに『すまん、すまん』って謝あやまって。




　──すごく、可愛い人だったの！




（ああ、いいなー）

　想像したら単純に、胸が甘くあたたかくなってしまって、

「国王様。ぼーっとしてらっしゃるようですが、私の話は聞こえておりますか？　夜遊びなど国王様にはまだ早すぎますよ」

　アーデルハイドの言葉はすでに耳に入っていなかった。





　　　　　◇　◇　◇






（やっぱりお祭りに行ってみよう。母さんたちみたいに運命の相手には出会えなくても、参加するだけで楽しいはずだ）

　ようやくアーデルハイドから解放されたあと、ルドヴィークが明日の祭りのことを考えながら明るい気持ちで渡わたり廊ろう下かを歩いていると、曲がり角から銀色の靴くつに包まれた小さな足が見えた。

　足はこちらへ踏み出しかけたあと、すぐに引っ込められたが、ルドヴィークが立ち止まると、またちらっと靴の先が見えた。

　また引っ込み、

　またちらっと、

　また──。

「……」

（えっと、ひょっとしてこの足って……）

　ルドヴィークが困こん惑わくしていると、唇くちびるを引き結んだカテリナ王妃が、全身をこわばらせて現れた。

　金色の眉を普段よりさらにつり上げて、ルドヴィークのほうへ歩いてくる。

　カテリナ王妃があんまり険けわしい顔で睨にらんでくるので、ルドヴィークも緊きん張ちようして、

「や、やぁ、おはよう」

　と、ぎこちなく挨あい拶さつをした。

（朝帰りしたことを、怒っているんだろうか。僕のことなんか気にしてないみたいだったけど）

　カテリナ王妃が右手でドレスのスカートを、きゅっと握り、ひえびえとした声で言う。

「おはようという時刻ではありません」

「ああ、そうだね」

　ルドヴィークが微笑ほほえんで受け流すと、ぴくりと眉根を寄せて、

「……ずいぶん、にやけたお顔をされていらっしゃいますが、昨夜は城下の町で過ごされたそうですね。よほど楽しいことがおありになったのでしょうか」

「えーと……」

　どう答えるべきだろうと思案しながらカテリナ王妃の顔を見つめ返していて、違い和わ感かんを覚えた。

（あれ、目が赤い）

　それに目の下にクマもあるような……。

「ひょっとして、ゆうべ眠らずに僕を待っててくれた？　あと肩に葉っぱが」

　肩口のフリルに刺さった木の葉をとろうとなにげなく手を伸ばしたとたん、ばっと後ずさり、片手でぱしぱしと葉っぱを払いのけたあと、ものすごい目で睨まれた。

「デデデルスレタ　スベラーダ　トリス　エステ　デラノイ！　レロンド！（そそそそんなはずないでしょうっ。あなたの気のせいよっ！　うぬぼれないで！）デラ　ファラス　ユスティーミナ　トリアーノ！（それと、この葉っぱはたまたまフリルのあいだに落ちてきたのよ！）」

　早口のエンドラ語はよく聞き取れなかったが、否定の言葉だということは口調や表情からわかったので、

「そうだよね、おかしなこと言ってゴメン」

　と謝ってしまうと、眉をつり上げたまま肩で息をし、

「もう結構ですわ」

　とダール語で冷たく言って、ルドヴィークの横を通り過ぎていってしまった。

　ピンと伸びた背中をこっそり見送りながら、

（お祭り……誘ってみたら一緒に行ってくれるかな）

　と、ふと思ったが、すぐに苦笑して首を横に振った。

　やめておこう。皇女様は庶民のお祭りなんて好きじゃなさそうだし、きっとまたダンスに誘ったときみたいに拒否されるに決まってる。





　　　　　◇　◇　◇






「なんですって！　国王様が花売り娘風情と、一夜の恋をされたのですって！」

　昼過ぎに、孔く雀じやくのように着飾って城内のサロンを訪れたフォルマ公爵家の令れい嬢じようテレーゼは、取り巻きの令嬢たちからルドヴィーク国王が朝帰りしたという情報を得て、激しく動揺した。

（そんな！　国王様が庶民の娘と！　外国人の王妃に嫌気がさしたのでしたら、ローデシア一美しく高貴なわたくしが、おそばにおりますのに）

　わなわなと震え出す手で扇おうぎを握りしめ、あくまで冷静を装よそおって、

「ほ、ほほほ……しょせんは一夜の過ちですわ。殿方にはよくおありになることですから、わたくしは気にしませんことよ」

（そうよ。わたくしは国王様の一夜の遊び相手などではなく、この国の正妃になるのだから）

「さすがテレーゼ様」

「余裕ですわね」

　取り巻きが褒ほめそやす。

「ほほほ……当然ですわ」

　扇を開き、ツンと鼻をそらしてみせるが、手はまだ少し震えている。

「それでテレーゼ様、国王様は明日の夜、町で開催される秋祭りにも、お忍びで参加されるそうですわ」

「え！」

　とっさに身を乗り出し、それからその体をそそくさと引き、扇をぱたぱた揺らして、

「わ、わたくしは、庶民のお祭りなんて興味はありませんわ。それに庶民に混じって祭り見物なんて貴族の娘としてはしたないことですし、皆に知られたら笑われますわ」

　と言いつつ、

（国王様が、お忍びでお祭りに？　もし、同じようにお忍び中のわたくしと国王様が偶然ばったり出会ったら、国王様はわたくしに運命を感じてくださるかもしれません）

　と想像して胸がドキドキしてしまう。

　取り巻きが、

「でも、昔はお祭りのあいだ未婚の男女は仮面をつける習わしで、今もそれを真ま似ねて仮装して仮面をつける者も多いらしいですわ。そうすれば素性はわかりませんし、貴族の御おん曹ぞう司しが、お忍びで参加されることもよくあるらしいです」

「そうですわ。カルヴィン陛下も、王子時代にお忍びでお祭りに行かれて、そこで国王様のご生母と知り合われたそうですし。わたくしたちも仮面をつけて参加すれば」

（そうね。顔を隠して、フォルマ公爵家のテレーゼだとわからないようにすれば……）

　心が揺らいだが、表向きはあくまで、

「いいえ。バレるバレないの問題ではなく、貴婦人としての心構えの問題ですわ。貴婦人たるもの、軽々しく庶民に交わるものではありません」

　と令嬢たちをたしなめながら、

（みんながお祭りに参加したら、いくら仮面をつけていても、わたくしだとバレてしまうかもしれませんわ。にじみ出る高貴なオーラは隠せませんもの。それは困ります）

　などと考えていると、




「あら」




　取り巻きの一人が、ドアのほうを向いて急に声を上げた。

「どうかいたしました？」

「いえ、今、そこに、どなたかいらっしゃったように見えたものですから。ドレスの端とお靴の先がちらりと……」

「まぁ、ドアが開いているわ」

「立ち聞きしてらしたのかしら。いやねぇ」

「本当、はしたないわ」

　令嬢たちが口々に言い、控えていた侍女にドアを閉めにゆかせた。

　侍女は念のため廊下を見たが、そこには誰もいなかった。

（銀色のお靴が見えたように思ったのは、気のせいだったのかしら……。きっとそうね、でなけば、おひさまの光があたって普通のお靴が銀色に光って見えただけだわ。だってあのお靴をはいてらっしゃるのは……）





　　　　　◇　◇　◇






　ルドヴィークが待ち遠しくてたまらなかった祭りの夜になった。

　アーデルハイドからは外出禁止令を出されていたが、カテリナ王妃に虐しいたげられる国王に同情していた門番たちが、

「外出されるなら、裏庭の塀へいがちょこっと崩れてますよ。荷車を置いて隠してますが、それをとりのぞいて、こっそり遊びに出かけるやつも多いんです」

　と教えてくれた。

　そこから悠ゆう々ゆうと城壁の外へ出て、爽さわやかな月明かりに照らされた丘をくだり、町へと向かう。

　祭りはすでにはじまっていて、通りはどこも人でいっぱいで、にぎわっていた。

　広場に明かりがともされ、屋台が建ち並び、赤や青の透きとおった飴あめや、こんがりと焼き上げた川魚や、汁のしたたる豚肉の焼き串や、鳥とり挽ひき肉にくのパイ包みや、炭火で炙あぶった甘辛い団子が売られている。

　男たちはいつも着ている服や帽ぼう子しに花やリボンや羽根を飾って洒落しやれめかし、女たちはこの日のために用意した袖がふくらんだ上着や、フリルをたっぷりあしらったスカートに身を包み、綺き麗れいな石を繋つないだネックレスや、きらきら輝くブローチをつけ、髪をカールさせ、祭りに臨んでいる。

　伝統に則のつとって仮面をつけている男女も多い。ルドヴィークも胸のポケットに、ここへ来る途中でつんだ野の花をさし、顔に仮面をつけた。

　素顔を見られたくなかったからというよりも、引っ掻き傷が目立たないようにという理由からだった。だいぶ薄くはなったが、まだ完全に治ってはいない。これでは若い娘さんに引かれてしまう。

（いや、僕は妻帯者だから女の子を口説いたりしないけど、でもダンスを踊るくらいはいいよね。年に一度の秋祭りだもの）

　大勢の人がひしめき、話し声や笑い声がごちゃまぜになって活気と熱気であふれる広場をわくわくしながら歩いていると、一人の少女が目にとまった。

　ルドヴィークの少し前を歩いている。

　何故、その子のことが気になったのかといえば、しょっちゅう立ち止まったり、左右をきょろきょろ見渡したり、周りの人たちと肩がぶつかったり、つまずいたり、横から押されて、そちらに流されていったりと、危なっかしかったからだ。

　どうも人混みを歩くのに慣れていないようで、人の多さに圧倒されて、どう進んでいいのかわからず、困っているようだ。

　前を向いているので顔立ちはわからないが、ほっそりした腰つきで、すんなりした腕と、きゅっとしまった華きや奢しやな足首をした、えらく品のある後ろ姿をした女の子だ。つやつやの亜あ麻ま色いろの髪を背中にたらしている。

　年齢は十六、七といったところか。

　あっちによろよろ、こっちにふらふらするたび、転びやしないかと気になって、ルドヴィークがはらはらしていたとき。

　その子が急に振り返った。

　革靴に包まれた小さなかかとをくるりと回して方向転てん換かんしようとし、前に進みかけていたルドヴィークはよけきれず、女の子の小さな頭がルドヴィークの肩に思いきりぶつかってきた。




「きゃっ」




「わっ」




　お互い声を上げる。

　女の子の細い体がルドヴィークにはじかれ、後ろに倒れそうになるのを、華奢な腰に腕を回して慌あわてて支える。

「ご、ごめんなさ──」

　女の子が澄んだ愛らしい声で謝る。

　そうしながら仮面で隠した顔でルドヴィークを見上げた。

「！」

　とたんに肩をびくっと跳ね上げて、

「え！　きゃーっ！」

　と悲鳴を放った。

（なんだ、今の『え！』と、『きゃーっ』は）

　ルドヴィークもぎょっとして、逆に女の子を支える腕に力がこもってしまう。

「は、はなして、くださいっ」

　女の子が身をよじって訴える。

　それから頰ほおを真っ赤に染めて、消え入りそうな小さな声で、

「も、もう、平気、だから」

　とつけくわえた。

「う、うん」

　恥じらう様子が、いかにも異性に慣れていないというふうで、ルドヴィークまでドギマギしながら、言われるままに腕をほどくと、亜麻色の髪の少女は真っ赤になった顔を伏せて、また小声でつぶやいた。

「大丈夫……落ち着いて、気づかれたりしないわ」

「え？」

「なんでもないわっ。失礼します」

　ルドヴィークに勢いよく背を向けたが、今度は前にいた人にぶつかり、また転びそうになる。

　倒れ込んでくる体を、

「ちょ──危ない」

　また慌てて後ろから支えると、今度は顔だけでなく首筋まで赤く染めて振り向き、

「わ、わたしに、かまわないで」

　と、声を上うわ擦ずらせて、悔しそうに恥ずかしそうに言い、また前を向いて、人にぶつかりながら離れていった。

　ルドヴィークが（本当に大丈夫かなぁ）と心配して見ていると、何故か立ち止まり、まるでこちらの様子をうかがうように、そぉっと振り向いた。

　ルドヴィークと目が合うなり、

「！」

　と肩を跳ね上げ、慌てふためいて前を向いてせかせか歩き出し、人にぶつかったり押されたりして、また立ち止まり、ルドヴィークのほうを振り向く。

　また目が合う。

「！」

　また去って、また──。

　不審な行動を三度繰り返したあと、少女は真っ赤な顔で唇を嚙かみしめルドヴィークのほうへ戻ってくると、不満げに言った。

「困るわ！　何故ずっとわたしを見ているの？」

「人混みに慣れてないみたいだから、大丈夫かなって気になって。ところで、困るってなにが？」

「そっ、それは──男の人にじろじろ見られたら気分が悪いということよ。だからあなたは、わたしのことはかまわず、早く彼女のところへ行ってください──じゃなくて、行ってちょうだい」

「彼女？　僕は誰とも会う予定はないけれど」

　困惑しながら答えると、少女は疑わしそうに、

「そんなこと言って、色っぽい花売り娘と待ち合わせているんでしょう」

　と、ルドヴィークの左右をきょろきょろ見渡す。

　なんで花売り娘？　とますます困惑すると、

「まだ来てないみたいね」

　とつぶやき、今度はルドヴィークの顔の前で人差し指を立て、

「あなたはお人好しで騙だまされやすそうに見えるから教えてあげるけど、花を売っているからって、中身も花のように可か憐れんで純粋だとはかぎらないのよ。花売り娘が実は凄すご腕うでの詐さ欺ぎ師しだったり暗殺者だったりすることは、物語の中でもよくあることです──じゃなくて、よくあることよ。あなたみたいに見た目がハンサムで、人当たりがよくて、一見いかにも女の子にモテそうな男性ほど、油ゆ断だんしてころっと騙されるんだから」

「え？　ええ？」

　いきなり暗殺者とか詐欺師って、なにを言っているんだ、この子。

「たとえば、花かごの中に毒蛇をひそませたり、花びらに毒をぬりつけたり、鋭く尖とがった花の茎くきを凶器にして喉のどをひと突きしたり」

　花を見て、暗殺のバリエーションを想像する女の子って一体。

　けど向こうは真剣そのもので、つり上がった眉や、尖った唇がやけに愛らしい。

「花びらで口と鼻を塞ふさいで、窒ちつ息そくさせるという方法もあるわ。暗殺者じゃなくても、詐欺師かもしれない。病気の家族の薬代を稼かせぐために花を売っていると言い出したら、要注意よ！　赤ん坊の頃に宝箱に入れられて川を流れているところを老夫婦に拾われたという打ち明け話にも、気をつけて」

「う、うん。ありがとう」

（すごく変わってるけど、可愛いな、この子）

　それに、とても綺麗だ。

　仮面で顔の上半分が隠れているが、鼻筋はすっと通っていて、唇は小さく形が良い。空からの月と、地上で燃える火に照らされた肌も、雪のように白く透きとおっている。

　きっと仮面をはずしたら、もっと美人に違いない。

　身につけているのは町娘が着るような素そ朴ぼくなブラウスにベストにスカートだが、いい生地を使っていて、縫ほう製せいも丁てい寧ねいだ。デザインは少し古くさくて、一昔前の流行という感じだが、それが逆に新鮮でもある。

　なによりも仕草に気品がある。どこかのお転てん婆ばな令嬢が、お忍びで祭り見物に来てみたのだろう。

　少女の、ぶっ飛んだ忠告を聞いているのがだんだん楽しくなってきて、うっかり漏もれそうになる笑いを嚙み殺しながら、ルドヴィークは言った。

「気をつけるよ。でも僕は今夜は本当に一人なんだ。もし、きみも一人なら、一緒に回らないかい」

「えっ」

　少女が仮面の向こうの目を丸くする。ルドヴィークが朗ほがらかに、

「僕が悪人に騙されないように、きみが見張っていてくれたら安心だろ」

　と言うと、そわそわしながら、

「そそそそれは一理あるわね。一緒に行動したほうが、暗殺者や詐欺師と接触するとき、見張りやすい……し」

　と、つぶやき、ツンと顎あごをそらした。

「いいわ。わたしに、ぴったりくっついてらっしゃい」

「ありがとう、助かるよ」

　ルドヴィークがにっこりすると、また頰をぱーっと染めて、それを隠すようにそっぽを向いた。

（この子はお祭りにも慣れていないみたいで、危なっかしいから、僕が見ていてあげたほうがいいよね）

　ルドヴィークが保護者の気分で、そんなふうに考えていることを知ったら、大層怒っただろうけれど。

「まず向こうへ行ってみましょう」

　と足を踏み出した少女が、早速人混みに押し戻されて進めずにいるのを、また笑いを嚙み殺しながら、

「人の流れには逆らわないほうがいいよ。こういうときは急がないで、みんなと同じ方向へ、ゆっくり歩いていくんだ」

　と耳元でアドバイスすると、耳たぶを赤く染めて、屈くつ辱じよくだというように唸うなったが、

「あ……ありがとう。一応、聞いておきます、じゃなくて聞いておくわ」

　と強がりながら、お礼を言った。

　勝ち気だが、他人の言葉をきく素直さはあるらしい。ときどき丁寧語を、わざわざ砕けた言葉に言い直すのも、きっと普段は丁寧なほうで話しているからだろう。

（お嬢じよう様さまには、町娘の砕けた言葉遣いが新鮮なんだろうな）

　口元をゆるめていると、少女が逆に口の端をムッと下げ、

「あなた、わたしのこと、鈍どんくさいと思っているかもしれないけれど、そんなことありません──じゃなくて、ないのよっ。わたしはすごく足が速いんだから。子供の頃は、男の子にも負けなかったわ。ただ、人が大勢いる場所を歩く機会がなかっただけよ。これでもわたしは人生経験も豊富だし、修しゆ羅ら場ばもいくつもくぐってきているのよ」

　こんな華奢な女の子がくぐれる修羅場は、たいした修羅場ではないのではないかと、ルドヴィークは笑いをこらえるのに必死だ。

（この子、本当におかしいし、可愛い）

「だから屋台で一人でお買い物もできるわ。さっき転びそうなところを助けてもらったお礼に、ご馳ち走そうしてあげます──じゃなくて、あげるわ。それで貸し借りなしよ」

　少女が屋台を物色し、

「あれがいいわ」

　と、こうばしい匂いをただよわせた豚の焼き串のほうを指さし、ツンとした鼻をひくひくと動かし、目を輝かせる。

　ご馳走してあげるわと言いつつ、自分が食べたいのだろう。また人にぶつかりそうになって、ルドヴィークに支えられて唸りながら、じりじりと焼き串の屋台に辿たどり着つき、

「二本くださいな」

　と得意そうに絹の小袋から金貨を出したが、

「お嬢ちゃん、こいつは使えないよ」

　と返されてしまい、目を丸くし、うろたえる。

「えっ、ど、どういうこと？　これは大陸で流通している金貨よ。ローデシアでも使えるはずよ」

「ああ。まじりっけなしの極上のダール金貨だ。けど、うちじゃ釣りが出せねー」

「お、お釣り？」

「もっと細かい金で頼むよ」

「細かいのなんて……わたし、これしか……あの、お釣りはいらないから」

「とんでもない！　うちの品物を全部買い占めたって、まだ釣りが払えねーような金なんて受け取れねーよ。これでも三十年以上正直に商売をしてんだ」

「で、でも……それじゃあ、どうすれば……」

　少女は困りきっている。




　──あの人ってば、ものすごい世間知らずで、屋台で焼き団子を買おうとして金貨を差し出して、お釣りがないから受け取れないって言われて、『え？　え？　これ使えないのかい？』って、おたおたしてたのよ。




　母親から聞いた、カルヴィン国王との出会いのエピソードを思い出して、ルドヴィークは、くすりとしてしまった。

「僕が払うよ。おやじさん、これでいいかい？」

　と、銅貨を二枚差し出すと、

「へい、毎度ありぃ！　熱々の焼き立てだよ、肉が分厚いやつをサービスしといたよ」

　ルドヴィークと女の子にそれぞれ一本ずつ、豚肉やジャガイモやタマネギが刺さった焼き串を渡した。

　女の子は複雑そうな目で、焼き串をじぃぃぃっと見つめている。

「食べないのかい？」

　ルドヴィークが尋ねると、

「これじゃあ、あなたにおごられたみたいだわ。わたしがあなたにおごるはずだったのに」

　納得いかない、というようにつぶやく。

「そんなの、どっちでもいいじゃないか」

「よくありません！　じゃなくて、よくないわ」

　と、女の子が訴えたとき、くぅーという可愛い音がした。

　それは悔しまぎれの唸り声ではなく、彼女のおなかから聞こえたものだった。

　ルドヴィークの口元がまたゆるむ。女の子は真っ赤だ。

「きみのおなかは、どっちでもいいから早く食べさせてって、言ってるみたいだよ」

「……っ」

「熱いうちに食べたほうが美お味いしいから、いただこう」

　そう言うと女の子はもじもじしながら、

「そ、そうね、せっかくだし。お礼は、またあとでするわ。借りを作ったままなのは、いやなの」

　と、そこはこだわり、

「椅い子すはどこかしら？　それとナイフとフォークは借りられるのかしら？」

　と、周囲を見渡す。

「立ったまま食べるんだよ」

「え」

「こんなふうに」

　ルドヴィークが焼き串に齧かじりついてみせると、仮面の向こうの目が、丸くなる。

　けどすぐに、

「そう！　立ったままいただくのね！」

　と、嬉うれしそうににっこりし、

「いただきます」

　と、ルドヴィークの真似をして、口を大きく開けて齧りついた。

　が、少女の口はとても小さくて、肉が入りきらない。しかもまだ熱い肉に思いきり齧りついたものだから、

「あ、熱いわ……！」

　と涙目になり、眉根を寄せて喉を上下させて必死に飲み込み、はーっと息を吐いたあと、

「でも、美味しいわ！」

　と、また顔中で笑った。

「立ったまま食事をするのって憧あこがれだったの。ものすごく冒険してる感じ！」

　と、わくわくしている声で言い、そのあとは、しとやかに、ふーふーと肉に息を吹きかけてさまして、少しずつ食べていた。

　冒険して口の中が火傷したり肉が喉に詰まったりするのは困るらしい。それでも、

「美味しー。このタマネギもジャガイモも、普通に焼いてあるだけなのに、どうしてこんなに美味しいのかしら」

　と感激している。

「口元、汁がついているよ」

「え！」

　少女が慌てて片手で口元をぬぐう。ルドヴィークが手を伸ばして、

「そこじゃなくて、ここ」

　と唇の横をぬぐって、にっこりすると、仮面の向こうで目をむき硬直した。

「うん、綺麗になった」

　ルドヴィークにしてみたら、妹のロッティに日常的にしていたことで深い意味はなかった。けど、少女は唇をあわあわと震わせて、

「あ……ありがと……う。で、でも、女の子に簡単にさわるのは、よ、よろしくありません、じゃなくて、ないわ」

　周りが騒がしくて、彼女の声は途切れ途切れにしか聞こえない。けど、彼女が真っ赤に染まった顔を伏せて、ぶつぶつつぶやいているので、

「えーと、ごめんよ」

　と謝った。

「ところで、胡桃くるみの飴がけも最高に美味しくて、お勧めなんだけど」

　少女がまだ恥ずかしそうに視線を上げる。

「本当に……？」

「試してみる？」

「それは……き、金貨で、買えるかしら」

　心配そうに尋ねる。

「僕が立て替えておくよ。金貨分くらいたまったら、僕に金貨で払ってくれればいい」

「そ、そう？　それなら、あなたにおごってもらうわけじゃないから、いいわ」

　と、ようやく顎をツンと上げた。

　実際は、彼女のおなかがはちきれるほど屋台を食べ歩いても、金貨一枚分を食べきるには、数ヶ月はかかるだろうけれど。

「ところで、そろそろ名前を教えてくれないかな？　僕はルディ」

　そう言うと女の子は、ちろりとルドヴィークを見て口を下のほうへ曲げ、ためらうように答えた。

「フロリンよ」

「フロリンかー、軽やかでいい名前だね」

　ルドヴィークが褒めると、そわそわし、

「あ、あなたのルディも悪くないわ。それより胡桃の飴がけはどこかしら」

「こっちだよ」

　と、ルドヴィークは屋台へ案内した。フロリンは胡桃の飴がけも気に入ったらしく、

「かりかりしてて美味しい。あーでも、飴がねばねば手にくっつくわ。でも美味しい」

　と真剣に悩んでいた。ルドヴィークが「なめちゃえばいいんだよ」と言って、自分の指をぺろりとなめてみせると、「お行ぎよう儀ぎが悪いわ。で、でも、べたべただから、し、仕方ないわね」と、自分もピンク色の舌でおずおず指をなめ、きょろきょろ左右を見たりした。

　そのあと子豚のレースを観戦したり、輪投げや、どじょうすくいをしたりした。フロリンはすべてに興味津しん々しんで、なにを見ても目を輝かせ、驚おどろいたり、喜んだりする。












　そんな生き生きとした魅力的なフロリンに、ルドヴィークは頰をゆるめずにいられなかった。そのことに気づいたフロリンが、頰を赤らめてもじもじし、怒っているような、恥ずかしそうな声で訊きいた。

「なぜ、あなたは、いちいち笑うの？　ルディ」

「きみがいろんなことに慣れてなくて、可愛いからだよ、フロリン」

　そう言うと、肩をぴくっと揺らして悔しそうに、

「あ、あなたは慣れているのね」

「まぁ、それなりに」

　なんと言っても庶民育ちだ。人混みを歩くのも、美味しい屋台を見つけるのも、お手のものだ。

「いやらしい」

「ええっ」

「あなたのこと、人が良くて騙されやすいと思って心配してたのに、こんなに女の子と話すのに慣れてるなんて、あなたのほうが詐欺だわ」

〝慣れている〟の意味を誤解したようで、フロリンの唇が尖る。睨まれて弱りながらも、そんな純情なところもたまらなく可愛く思えて、

「でも、おかげできみが次に欲しいものがわかるよ」

「ふぅん、ならあててみせて」

　ルドヴィークは屋台で冷たい苺水を購入し、フロリンに差し出した。

　唇を尖らせていたフロリンが目を丸くし、祭りの熱気で上気していた頰をますますほてらせて「正解だわ」と、悔しそうにつぶやく。

「喉が、すごく渇いていたの」

　と苺水を受け取り、いっきに半分ほど飲んでしまった。

　そうして、また目を丸くし、こぼれるような笑顔になり。




「エルーカ！（美味しいっ）」




　と、叫んだ。

　それは、エンドラ語だった。

　今度はルドヴィークの目が丸くなる。

　フロリンが、空いている手で口を押さえた。

「きみはエンドラ帝国の出身なの？」

　と尋ねると、仮面の下で視線を泳がせて、ひどくそわそわし、

「そ、そうよ……っ。やだ、つい。やだっ、どうしましょう。やだやだっ、もうっ、気をつけていたのに、ゆ、油断したわっ。この苺水が美味しすぎたから、もうもうやだ」

　と、首をふるふると横に振る。つややかな亜麻色の髪が一緒に震える。フロリンがあんまり取り乱しているので、ルドヴィークは少し申し訳なくなった。

「もしかして、訊いてはいけなかった？」

「ええ、そうよ、訊いてはダメよ！　い、いえ、そうじゃなくて……ただその、つ、冷たく聞こえるでしょう」

「え？」

「……わたしの国の言葉」

　小さな声で言い、急に体をすぼめ、うつむいてしまう。

「そんなことないよ。エンドラ語は響きが綺麗だし、それに、きみが今、『エルーカ』って、にっこりしながら叫んだとき、可愛くてドキッとしちゃったよ」

　フロリンが目を丸くして、顔を振り上げる。

「う、噓うそよ。わたしが故郷の言葉をしゃべると、みんな、お高くとまって聞こえて、バカにされているみたいだって言うもの。それでいいの。それが当然で、本当に、それでいいのだけど……でも」

　フロリンの声がまた小さくなってゆく。

　確かにカテリナ王妃の口から出るエンドラ語は、ひんやりしていて、見下されているように聞こえて、緊張してしまう。

　けど、フロリンの口からこぼれた言葉は、可愛かった。勝手かもしれないけれど、そう聞こえたのだから仕方がない。

「よくないよ。それは、きみにそんなことを言う人たちが失礼なだけだ。きみの国の言葉も、それをしゃべるきみも、すごく素敵だよ」

　泣きそうな顔で息をのむフロリンに、ルドヴィークはエンドラ語で、ゆっくりと優しく話しかけた。




「エル　ステラ　リヴァーニャ　トリス　ベラ（僕はあなたに、お会いできて光栄です。なんて愛らしいかただろう）」




　カテリナ王妃が嫁とついでくる前、繰くり返かえし練習した言葉。

　王妃には届かなかったその言葉が、ルドヴィークの唇から甘い吐息とともに、自然に流れ出てくる。

　フロリンの眉が下がって、その直後に真っ赤な顔で叫んだ。

「ネイ、ネイ（やめて、やめて）、やめて。なんでそういうこと言うの。スベロ　デラ　フォルディア（ドキドキしちゃうでしょう）、そんなのダメなのに……アナ　ディスタ　アングレラ（わたしは、嫌われ者でいいのよ）……」

　ダール語とエンドラ語で交互にルドヴィークに訴える。そうしながら眉がどんどん下がってゆく。

　細い肩が淋さびしげで、数々の女性の相談役を務めてきた服屋の若旦那の使命感が、ルドヴィークの胸に込み上げてきて、そっと尋ねた。

「フロリン、この国はきみにとって幸せな場所ではないの？」

　さっきまで、あんなに嬉しそうに笑っていて、見るものすべてに目を輝かせていたのに。

　フロリンが目を伏せる。

「そう……ね。わたし、本当は来たくなかった。けどわたし、色々やらかしすぎてしまって、家の事情で仕方なくて……」

　微妙に解釈しにくいことをつぶやいたあと、うるんだ瞳をルドヴィークに向けて、しっかりした口調で言った。

「けれど、この国には憧れていたわ。ずっとローデシアへ来たかった。ローデシアでは素敵なことばかり起こるに違いないって、夢見ていたわ。だってここは、自由の国で、物語の国だもの」

「物語の国？」

　ゆっくりと──フロリンの唇に、淡い笑みが浮かぶ。

　淋しそうだけれど、憧れのにじむやわらかな微笑みで、ルドヴィークは不意打ちにあったようにドキリとしてしまった。

　フロリンが静かな口調で言葉を紡ぐ。

「……ローデシアの森には、妖精や魔法使いが住んでいるのでしょう」

「ああ、そんなふうに伝わっているね……。森の中には妖精の女王が統すべる異界があるって、だから森の奥に立ち入りすぎてはいけないって」

　おとといの夜、酔っぱらって森をさまよっていたとき、青い髪の少女に会ったことを思い出す。

　この国で、お伽とぎ話ばなしはとても身近なものだ。人外の存在を、ローデシアの国の人たちは当たり前に信じている。

　ルドヴィークの返事を聞いて、フロリンの瞳ににじむ憧れが濃さを増す。

「わたしの故郷のエンドラは、すべてを見渡せる氷の平原が続く国だから、森が広がるローデシアが、うらやましかった……」

　先進的な北の大帝国で育った女の子が、田舎の小国であるローデシアをうらやましいと思うなんて……。国王であるルドヴィークが、森で暮らすヤンの一家に憧れたのと同じ気持ちなのかもしれない。

　手に入らない遠いものだから、美しく貴とうといものに思うような。

「エンドラは、冬がとっても長いの。毎日毎日、雪が降り続いて、外に出られなくて退屈だから、暖だん炉ろの前に集まって、みんなで物語を語り合うのよ……。みんな、それぞれにお気に入りの物語を持っていて……わたしの一番のお気に入りは、『早耳ポーレット』だったわ」

　ローデシアの民間で語られていて、ルドヴィークも知っているその物語を、フロリンが生き生きと語り出す。

「ポーレットは、破産した貴族の家の三人姉妹の末っ子で、上の姉二人は、美人でおっとりしているけれど生活能力がなくて、一番下のポーレットだけは、そんなに美人じゃないけれど、情報を収集する能力に長たけていて、それをどう役立たせるかを分ぶん析せきする賢かしこさと、実行に移す勇気もあわせ持っているの。そうして姉姫たちを王子様たちと結婚させる条件として、森に住む人食い鬼の城から、人食い鬼が奪うばった宝物を次々取り返して、最後は人食い鬼を退治して、自分も末の王子様のお嫁よめさんになるのよ。ポーレットが森の城へ向かう場面は、いつもわくわくしたわ。だから、はじめて国境を越えて、あざやかな緑の森のあいだを馬車で走ったとき、ああ、ここがポーレットの舞台で、他にもたくさんの物語が生まれた場所なんだなーって……感激したわ。すぐに気持ち悪くなって、感動どころじゃなくなってしまったけど」

「え、どうして？」

　ルドヴィークが尋ねると、しゅんとして、

「石を敷いて舗ほ装そうした道に慣れていたから、そうでない土の道で、馬車があんなに揺れるなんて知らなかったの……。なのにはしゃいで、窓から身を乗り出したりしていたから、途中から吐き気が止まらなくなってしまって。平地についてからも、ちょっとでも動くと、出迎えてくれた人の胸に、中のものをぶちまけそうで。早く一人になりたくて、焦あせって苛いら々いらしちゃったわ」

「た、大変だったんだね」

「ええ。でもおかげで、地で嫌な女になれたし、初対面でしっかり悪印象を与えることができて、よかったわ」

「へ……悪印象を……与えたかったの？」

「ち、違うのっ。文法をちょっと間違えて……っ。でも本当に、あの森は素敵だったわ。一人ではなく二人で来たのなら、もっと素敵だったのに」

「二人って、もう一人は誰？」

　胸が急に、もやっとした。

　この感じは覚えがある。

　いい雰ふん囲い気きになった女の子から恋愛相談をされるときのあの……。

「ひょっとして、恋人──とか？」

　平静を装って尋ねると、フロリンの眉がみるみる下がる。ああ、これはやっぱりいつものアレだと、がっくりしてしまう。

（いや、僕だって妻帯者なんだけど、でも可愛いなーと思ってて……ちょっとくらい夢を見せてくれたって）

　ルドヴィークの複雑な心情も知らず、フロリンはますますうつむいて、恋に悩む乙女の表情で続けた。

「恋人では……ないわ。わたしの片想いで、全然相手にされていないの。ここへ来るときも引き留めてくれるんじゃないかしら、もしかしたら旅の途中で攫さらいに来てくれるんじゃないかしらって、ぎりぎりまで期待していたけれど、ダメだったわ。もともとそんな派は手でなことをするかたじゃないし、体力も腕力も駆けっこも、わたしのほうが上だし、それにとても面倒くさがりで、放っておくと三、四日は食事もとらないし、お風ふ呂ろも入らなかったりして……おまけにしょっちゅう行方ゆくえ不明になるし……そういうかただから、期待しても無駄だと思ったのだけれど、でもでもやっぱりあきらめられなくて……国境を越えたとき、賭かけをしたの」

「賭？」

　てゆーか、女の子よりも体力がなくて、面倒くさがりで、しょっちゅう行方不明になるって、どういう男なんだ。

　困惑しながら聞き返すと、フロリンは小さな顔に健けな気げな表情を浮かべた。

「変わらない心で想い続けたら、この恋は必ず叶かなうって。わたしが勝手に自分の心の中でした一方的な賭だけれど」

　瞳ににじむ切なさに、ルドヴィークの胸は、しめつけられた。

　ああ、ダメだ。こんな一いち途ずな顔をされたら、惹ひかれてしまうじゃないか。

　ルドヴィークの気持ちの揺らぎをフロリンが知るはずはないのだが、まるでルドヴィークの視線をさけるように、そっと顔をそむけた。

「でもそのせいで、迷めい惑わくをかけてしまったかたもいて……わたしのせいで嫌な思いをさせてしまって、本当に申し訳なくて……なのにバカな考えを捨てきれなくて……」

　フロリンの声が掠かすれ、仮面の下で伏せた瞳が揺れる。

　ルドヴィークの心しん臓ぞうをしめつける痛みは、強くなる一方で。

　またなのか？　またこのパターンなのか？

　想う相手がいる女性をどれほど好きになっても、報むくわれない。どの女性も、結局最後はもとの相手のところへ戻ってゆく。

　ルディ、あなたっていい人ね、と笑顔でささやいて。

　そのたび胸が張はり裂さける思いを味わって、暗く落ち込んで。

　ウルリーケが靴職人の恋人とよりを戻して結婚したとき、二度と、〝いい人〟になんかなるもんか、恋の相談役にもならないし、想う相手がいる女の子も、結婚を控えた女の子も好きにはならないと固く誓ちかった。

　なのに何故また他の男に惚ほれ込こんでいる女性に、心を寄せてしまうのか。

（いけない。僕には奥さんがいるし、フロリンに素性も明かしていない。なのにフロリンを哀かなしませている男よりも、僕のほうがフロリンを笑顔にできるなんて考えたりしたらいけない）

　服屋の独身の若旦那だった頃とは違うのだ。

　国王であるルドヴィークの恋愛は、国家的大事件で、フロリンを恋人にするということは、フロリンをローデシア国王の愛妾に迎えるということだ。

　そうなったとき、フロリンを笑顔のままでいさせられるのか？

　逆にフロリンから笑顔を奪ってしまうのではないか。

（そうだ、雰囲気に流されたらダメだ。気持ちを切り替えなきゃ）

　ちょうど広場のほうから、にぎやかな音楽が流れてきた。

　ダンスがはじまったのだ。

　仮面をつけたカップルも、そうでないカップルも、手を取り合って踊り出す。すごく楽しそうだ。

　ルドヴィークは落ち込んでいるフロリンを励はげますように、明るく言った。

「ダンスがはじまったよ。僕らも広場へ行って、みんなと一緒に踊ろう！　僕は、ダンスが大好きなんだ！」

　フロリンの体が、びくっと跳ねる。

　ルドヴィークの言葉にひどく動揺しているようで、

「わたし……ダンスが……」

　苦しそうに顔をゆがめて、低い声でつぶやいた。

　どうしたんだろう？

　何故こんなに手を固く握りしめて、唇を嚙んで、うつむいているんだろう？

　僕がダンスに誘ったから？

　好きな男のことで悩んでいて、ダンスどころじゃなかったんだろうか？　それともフロリンもカテリナ王妃と同じで、ダンスが嫌いなのだろうか？

　ルドヴィークが心配してフロリンに見入っていると。




「あ！」




　おずおずと顔を上げたフロリンが、いきなり目を丸くして叫んだ。

「どうしたのっ！」

　ルドヴィークがぎょっとして尋ねると、フロリンは今度は背伸びをして、ルドヴィークの肩越しに、ある一点をじっと見つめはじめた。

「あの男の人が、今、女の子にキスをして」

「え」

　振り向いて、フロリンの視線を辿ってゆくと、くるくる踊る男女の群れの中で、仮面をつけたカップルが踊りながら濃厚なキスを交わしあっている。

　袖ぐちや襟えりにレースをあしらった豪華な衣装に身を包んだ金髪の若い男が、こちらもきらびやかなドレスをまとった女性の体をまさぐっていて──。

（うわぁっ）

　ルドヴィークも目をむく。

「ふ、フロリン！　ぼ、僕が踊ろうと言ったのは、ああいう下心があったわけじゃなくて、純粋にダンスが好きで！　きみと踊りたいからであって」

　必死に言い訳すると、フロリンはちょっと赤くなり、

「ううん、違うの。あなたのことを疑ってるわけじゃないし、キスに驚いたのでもないの。あ、また！」

　男性の手が、女性の耳飾りをはずして、するりとポケットに収めるのが、ルドヴィークの視界に映った。さらに首飾りもはずして、それも懐ふところに──。

「あの人、泥棒だわ！」

　フロリンがルドヴィークの耳に、鋭くささやく。

　パートナーが入れ代わり、貴族風の金髪の男が、うっとりしている女性を他の男に譲ゆずると、自分はダンスに興じる人々の群れの中を、泳ぐようにするすると移動してゆく。

「追いかけなきゃ」

　フロリンが即座に言う。ついさっきまで、面倒くさがりの、つれない男のことで哀しみ、頼りない表情を浮かべていたのに、別人のように力強い目をしている。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく窃盗犯を追いかけようとするフロリンに、ルドヴィークは慌てた。

「って、ええええええええ！　警けい護ご団だんに知らせようよ！」

　それが普通だろう。

　なのにフロリンは、きっぱり、

「間に合わないわ」

　と、かかとをくるりと回して、走り出した。

「ま、待って！　危ないよ！」

　追いかけながら呼びかけるが、止まらない。人混みでは、しょっちゅう誰かにぶつかっていた危なっかしいフロリンは、

「どいて！　通して！」

　と、カップルのあいだを猪いのししのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんに突進しながら、スカートの裾すそを大きくひるがえし、亜麻色の髪をなびかせて駆けてゆく危険な女の子と化し、その勢いにカップルたちが、

「わ！」

「きゃ、なに！」

　と、びびりながら道を開ける。

（うわぁ、なんでこんなに、やる気満々なんだ！）

　女の子が犯罪の現場を目もく撃げきしたら、怯おびえるものじゃないか？　それを自分から事件に飛び込んでいこうとするなんて。

「窃盗犯の追跡は、僕ら一般市民の役目じゃないよ！」

　ルドヴィークが追いかけながら説得を続けると、フロリンは広場に焚たかれた松たい明まつの炎と、天上から降り注ぐ月光に照らされ、亜麻色の髪をなびかせて振り向いた。そうして、仮面の下の紫の瞳をきらめかせながら、高らかに言った。




「それならわたしは、今このときから国王の命を受けて事件を解決する、特命騎士よ！」




　ルドヴィークはめまいがした。

「それ、全然国王の命を受けてないから！」

　と突っ込むと、フロリンはまた雄々しく断言した。

「大丈夫、国王様に文句は言わせないわ」













　わたしは足が速いのよ、と言っていたフロリンの言葉は本当だった。

　飛ぶような足取りで、ルドヴィークの前をどんどん走ってゆき、あっというまに踊りの輪から抜け出し、さらに通りの人混みの中を、

「ノエラ！　フィラーノ！（どいてー！　邪じや魔まよ！）」

　と、途中からダール語でなくエンドラ語で叱しつ咤たし、次々と道を開けさせながら、突進してゆく。

　まるで野生の暴れ馬か、怖い者知らずの野ウサギだ。ルドヴィークはどんどん引き離されてゆき、ぴょんぴょん跳ねまくる亜あ麻ま色いろの髪かみを見失わないよう必死だった。

（速い、速すぎるよ！　きみは駆けっこ大会のチャンピオンかい？）

　祭りの喧けん噪そうは遠のき、道を歩く人々も減り、息を切らしながらフロリンを追って夜の森の中へと分け入っていく。

「ま、待って」

　幸さいわいフロリンは森を走るのははじめてのようで、突き出た根っこや、茂みに足をとられて、もたついているあいだに、ようやく追いついた。

　小さな手を夢中でつかむ。

　いきなり手を握られたフロリンのほうは赤くなりながら、

「な、なんですか──じゃなくて、なによっ、捜査の最中にそんなこと」

「きみが誤解しているようなことはしないから、手を繋つながせて。でないと、きみが森で迷う」

　本気でお願いする。この暴れ馬みたいなお嬢じようさんを止めるのは無理でも、せめて手綱をつけさせてほしい。そんなこと口にしたら蹴けられそうだけど。

　フロリンは、

「うっ」

　と声をつまらせ、

「ご、誤解なんて……してない、わ。あなたは女の子と同じ部屋で一晩過ごしても、相手の気持ちを尊重して指一本ふれない人だもの」

「えっ、そこまででは」

　好きな女性と二人で夜を過ごしてなにもないなんて、ありえない。声をつまらせるルドヴィークに、

「でも、こんな深い森を歩くのは確かにはじめてで……」

　と、フロリンはちょっともじもじし、

「わ、わかったわ……あなたがそう言うなら、て、手を、繋いであげます、じゃなくて、あげるわ……」

　と、ぶっきらぼうに言った。

　そのあいだにも、ご婦人から宝飾品をかすめとった金髪の優男は、人混みを苦もなく移動したのと同じように、木のあいだをするすると進んでゆく。それを幹の後ろや茂みに隠れながら追いかける。

「夜に森の中を追跡するなんて『早耳ポーレット』みたいだわ。ポーレットは、森の奥の人食い鬼の城に、一人で乗り込むのよ」

　隣となりでフロリンが、わくわくしている声でささやく。最初は恥じらっておずおず繋いでいた手が今はしっかりと握られていて、興こう奮ふんのためか、やけに熱い。

　ここまで来ても、フロリンがまったく怯おびえていないことに、あきれるのを通り越して感かん嘆たんすら覚える。

「この先に、人食い鬼が待ちかまえていないことを祈るよ」

「それでも平気よ。言ったでしょう。わたしは何度も修しゆ羅ら場ばをくぐってきているのよ」

「人食い鬼と会ったことあるのかい」

「それは……城──家で飼ってた猫くらいだけど。でも、〝暗殺者〟と呼ばれていて、黒い毛皮に銀色の目の、とっても凶暴な猫だったのよ」

　ダメだ、これは。

　やっぱり特命騎士なんかじゃなくて、世間知らずのお嬢さんじゃないか！

　やがて黒い木々の向こうに、明かりに照らされた館が見えた。

「あそこが人食い鬼のすみかね」

『早耳ポーレット』と同じシチュエーションに、フロリンの目が俄が然ぜん輝きを帯びる。

　金髪の優男は、まっすぐ館のほうへ向かってゆく。

　と、左右の木々が、がさっと音を立て、ルドヴィークたちが追っているのとは別の男たちが現れた。

　左から二人、右から一人。

　最初の優男と合わせて四人。

　全員仮面をつけ、闇やみ夜よにきらきら輝く金色の髪をしている。

　ルドヴィークとフロリンが太い木の後ろに隠れて耳をすますと、金髪の男たちは親しく挨あい拶さつを交わしあった。

「おい、そっちはどうだった」

「ああ、大漁だ」

「こっちも、たっぷりまきあげてやったぜ。この金髪のかつらがきいたみたいだな」

「ルドヴィーク国王がお忍びで祭りに来るって噂うわさが流れていたからな。女たちは、貴族の格好をした金髪の男を見りゃ、国王だと思い込んで、ぽーっとしてたぜ」

「国王陛下様様だな」

　などと言って、館に入ってゆく。

（なんてことだ。僕のふりをして、女性から装飾品を盗ぬすみとっていたのか）

　アーデルハイドに知られたら、だからお忍びなどやめてくださいと言ったのにと叱られると、暗くなっていると、

「国王様が、花売り娘と火遊びなんかして、浮かれてお帰りになるからいけないんです。楽しい夜を過ごしたなんてわざわざ言いふらすから、女の子たちも、それなら自分にもチャンスがあるかもと浮き足立ってしまったんですよ。あんな冷たい王妃と暮らしていたのでは、心労が重なってハメをはずしたくなる気持ちは、お、お察しいたしますけれど、配はい慮りよが足りなすぎです」

　フロリンが恨うらみがましい声で、ぶつぶつ言う。

　それがカテリナ王妃が嫌味を言うときの声にそっくりで、ぎくりとしながら、思わず弁解しかける。

　が、フロリンが、ルドヴィークの手をするりとほどいて、館に近づいてゆくのを見て、別の意味で仰ぎよう天てんした。

（うわあああ、待ってくれ、そんな駆け足でっ！　あっ、あっ、もうそんなとこまで）

　フロリンは中をのぞけないかというように、窓を捜している。ルドヴィークは心しん臓ぞうを早はや鐘がねのように鳴らしながら、フロリンに追いつき、建物のかげに引っ張っていった。

「もう帰ろう。この場所を警けい護ご団だんに通報すればいいじゃないか」

「いいえ。もっと決定的な証しよう拠こがなきゃ」

　フロリンはルドヴィークの手をあっさりほどき、なんと、館の脇に生えている木に登りはじめた！

　枝の先に二階の窓がある。

「木登りは、わたしの特技よ」

　と言って、ルドヴィークが目を疑って、まばたきを繰くり返かえしているあいだに、登りきってしまう。

　そうして、ぎしぎしとしなる枝の先から大胆に身を乗り出し、窓から部屋の中をうかがい、

「やったわ。ちょうど向こうの部屋で話している。運がいいわ」

　などと、ルドヴィークをはらはらさせることをつぶやいた。

（それって、すごく危ないじゃないかーっ！）

　けどフロリンは、自分の身が危険にさらされているとはまったく思っていない様子で、じりじりと枝を伝い、さらに窓に身を寄せ、仮面越しに目をこらす。

「全部で七人もいるわ。あ、仮面をはずしたわ」

「フロリン、降りてきて。戻ろう」

　これ以上は本当に危険だ。

　七人もの泥棒に襲おそわれたら、女の子のフロリンと、元服屋で接客専門のルドヴィークでは勝ち目がない。

「ここからじゃ顔がよく見えないわ。ああ、かつらもはずして、くつろいでいるのに」

　フロリンが焦じれったそうに、さらに枝を這はって窓のほうへ近づいたとき、

　ルドヴィークの頭上で、ぱきっ、という音がした。

「え」

　フロリンが目を見張る。

　次の瞬間、枝が折れ、フロリンが落ちてくる。

「きゃあああ！」

「うわあああ！」

　フロリンの悲鳴と、ルドヴィークの叫びが重なった。

　夢中で伸ばした両腕にフロリンの体重がかかる。支えきれず、フロリンを抱えたまま尻しり餅もちをつき、そのあと草の上に背中から倒れ込んだ。

「あたた、腰が」

「大丈夫!?　ルディ！」

「そんなことより早く逃げないと」

　言い終える前に、叫び声を聞いた窃せつ盗とう団だんが館から飛び出してきた。

　フロリンが言ったとおり、全部で七人もいる。仮面もかつらもはずしているため、凶悪な顔がむきだしで、貴族風のひらひらした衣装が笑えるほど似に合あっていない。

　もちろん、笑う余裕などルドヴィークたちには、ないのだが。

「誰だ、おまえたち！」

　男たちが、地面に座り込んでいるルドヴィークたちのほうへにじり寄ってくる。

　絶体絶命だ！

　心臓が体を突き破りそうなほど高鳴っていたが、自分のことよりも、かたわらで唇くちびるを嚙かんで青ざめているフロリンを守らなければと、強く思った。

　フロリンは女の子で、ルドヴィークは男なのだから。

　好意を抱いた女の子を、ここぞというところで守れなくてどうする。

　アーデルハイドは、女性は男性の意外な特技にきゅんとくると言っていた。

　あいにくルドヴィークは剣の達人だとか、格闘術をひそかに習得しているといったことはない。




　僕の特技は──。




　頭の中がすっと冴え渡り、ルドヴィークは服屋の若わか旦だん那な時代に培つちかった営業スマイルを浮かべて立ち上がった。

「こんばんは」

　爽さわやかに──それでいて礼儀正しく感じよく相手に微笑ほほえみかけ、朗ほがらかな声で話しかける。

　この場にそぐわない親しみのこもった挨拶に、窃盗団がぽかーんとする。フロリンも目を丸くしてルドヴィークを見上げている。

　ルドヴィークは自然な仕草でフロリンを立たせ、さりげなく自分の背中に庇かばいながら、窃盗団の面々を笑顔で見渡した。彼らの中に一人、仕立ての良い上質な服装をしている青年が混じっているのを見つける。

　他の男たちの服は見た目は華やかだが、布の質はあまりよろしくなく、ラインも崩れている。縫ほう製せいが雑な証拠だ。けど、その茶色の髪の青年の服だけは、質も形も一級品だ。

　ルドヴィークは満面の笑顔で、彼のほうへ身を乗り出した。

「うわぁ、そのシャツ、ミルトリア産の絹じゃないですか！　ミルトリア産の絹は、厳選を重ねた最上の品をほんのちょっとしか出荷しないんで、滅めつ多たにお目にかかれないんですけど、光沢が全然違うんですよね！」

「あ、ああ……。よくわかったな。このシャツはミルトリア産の絹を取り寄せて、作らせたんだ」

　相手がルドヴィークの話に乗ってくる。

「上着はゴルグ織りで、ズボンは貴族御用達のシルリアの店の最新作ですね」

「そうとも、靴くつはレガールの工房の一点ものだ」

「あの神の靴屋と呼ばれるレガールの！　それを、こんなに完かん璧ぺきにはきこなして！　驚おどろきました。実に素晴らしい！」

「いやぁ、やっぱり服を一流のものでそろえたら、靴も最高のものを作らせないと」

　ルドヴィークが見抜いたとおり、青年はお洒落しやれにこだわりも自信もあるらしく、すっかり気分をよくして、足をわざわざあげて、靴を見せたりする。

　が、他の窃盗犯たちが黙っているはずもなく、

「おい、結局おまえはなんなんだ」

「こんな森の中に、ファッション談義をしに来たわけじゃねーだろ」

　と険しい声で言う。

「もちろんです！　僕と彼女は非常に重要な用件で、こちらの館に辿たどり着ついたのです」

　とルドヴィークは、相手の気をそらさない口調で、すかさず言った。

「実は！」

　真剣な表情を浮かべると、窃盗団がつられて身を乗り出す。

「この館に、僕らの父の遺産が隠されているらしいんです」

「はぁ？」

「なんだそりゃ？」

　うさんくさそうな顔をする窃盗団に、あなたがたのお気持ちは、よくわかりますというように、大きくうなずいてみせる。

「僕も妹のケーティーも、とても信じられませんでした。けど父の遺ゆい言ごん状じように、確かにこの館に一万枚分のダール金貨を隠したと書いてあったのです。ケーティー、みなさんに金貨をお見せして」

　振り向くと、フロリンは口を開けて唖あ然ぜんとしていたが、ルドヴィークが手を差し出すと、絹の小袋からあの金貨を出し、それをルドヴィークの手のひらにのせた。

「これと同じ金貨が──」

　と、窃盗団のほうへ、親指と人差し指のあいだに挟んだ金貨を突きつける。

　大陸で流通する貨か幣へいの中でもっとも質が高く、資産価値があるとされている純度百パーセントのダール金貨が、月光にあたってきらめく。

　男たちの目の色が変わった。

「おい、こいつは、本物だ！」

「これと同じものが、この館に？」

　ルドヴィークが、さらに大きくうなずく。

「ええ、一万枚」

　ここにいる全員が、一生遊んで暮らせる額だ。

「館のどこにあるんだ？」

「それを調べていたのです」

「で、わかったのか？」

「はい」

「どこだ」

　男たちが顔を突き出してくる。

　ルドヴィークはにこやかに、

「この金貨を」

　と、きらきら光るダール金貨を見せつけるように、すーっと持ち上げ、

「投げたその先に」

　と、思いきり放り投げた。

「！」

　金貨がきらめく弧こを描いて、館の裏手に密集する木々のあいだに落ちてゆく。

　男たちが反射的にそちらに走る。

　ルドヴィークはフロリンの手をつかみ、逆の方向へ走った。

　しばらくしてから手を放し、叫ぶ。

「きみのほうが僕より足が速い、先に行って！」




「いやです！」




　フロリンがすぐに強い力で握り返してきた。

　ルドヴィークたちが逃げたことに気付いて、男たちが追いかけてくる。夜の森を、ルドヴィークはフロリンと手を繋いだまま、夢中で走った。

　運良く月が雲に隠れ、闇が濃こくなる。

　この闇に紛まぎれてしまえば──。

　しかし、男たちの声も迫ってくる。

　速く！　もっと速く、走るんだ！












　森を抜けてしまえば、人がいる通りに出る。祭りの警備のため、騎士団もいつもより大人数で巡回している。

　息が切れ、心臓がばくばく音を立てる。

　握りしめた小さな手は、燃えるように熱い。

　フロリン一人なら、もっと身軽に走れるのにと、自分の足の遅さと体力のなさに歯嚙みしたとき。

「きゃっ」

　フロリンが叫んだ。

　木の根に足をとられたらしい。

　華きや奢しやな体が横にぐらつく。

「フロリン！」

　抱きとめようとしたルドヴィークも、倒れるフロリンに引っ張られて、一緒に転んでしまう。

「うわっ」

「きゃあ」

　二人の声が重なり、そのまま草の上に倒れ込み、くるくると転がって茂みに突っ込んでしまった。

　顔や腕に小さな葉っぱや枝がばさばさとこすれる音がして、それがフロリンにあたらないよう、夢中でフロリンを腕の中に抱き込んだ。フロリンの小さな顔が、ルドヴィークの心臓の上に押しつけられる。

　そのとき、

「どこへ行った！」

「今、声がしたぞ！」

　男たちの足音と声が、すぐ近くで響いた。

　フロリンの体がこわばる。

　大丈夫だ、僕がついている、と励はげますように、ルドヴィークはフロリンを抱きしめる腕に、ぐっと力を込めた。

　月はまだ雲に隠れている。

　茂みの隙間から、かすかに見える森の中は真っ暗で、男たちの足音と、ルドヴィークたちを捜す粗そ暴ぼうな声だけが、はっきりと聞こえる。

「くそっ、すばしっこいやつらだ」

「あっちへ行ってみようぜ」

「てか、あいつが投げた金貨を、向こうに残って捜してるやつらは、自分たちでこっそり山分けするつもりじゃねーだろうな」

「ああ、ありえる。おれたちも適当に捜して、早く戻ろうぜ」

「そうだな、あんな若造と小娘じゃ、なにもできないだろう」

「なにしろおれたちの後ろには──が、ついてるんだし」

　男たちの声が遠ざかってゆく。

　それをルドヴィークはフロリンを抱きしめたまま、息を殺して聞いていた。

　フロリンも身動きもせず、ひたすら身を縮ちぢめている。フロリンの体は華奢だがひどくやわらかく、ルドヴィークの心臓の上にある小さな顔は、さっきまで握っていたフロリンの手と同様に、熱かった。

　ほっそりした足が、ルドヴィークの足に絡みついている。

　緑の葉の匂いに混じって香る上品な良い匂いは、フロリンの髪や首筋からただよっているのだろうか。

　どこかで同じ匂いをかいだような気がするのだけれど……。女の子のあいだで流は行やっている香りなのだろうか。

（とても……気持ちのいい匂いだ）

　こんなときなのに、その香りをかいでいたら安心して。

　フロリンがルドヴィークに体を任せきって、じっとしていることに、たまらなく愛いとしさがわいて。

　僕のことはかまわず一人で先へ行ってくれと放した手を、フロリンが『いやです』と握り返してきたときのことを反はん芻すうして、ますます胸が甘くとどろいて、胸の中がいっぱいになって──男たちの足音がすっかり消えても、ルドヴィークはフロリンを抱きしめていた。

　それから、どれくらいたっただろう。

「ルディ……生きてる？」

　フロリンがルドヴィークにしがみついたまま、こわごわとつぶやいた。

「ああ、フロリン」

　ルドヴィークが落ち着いた声で答えると、ほっとしたように溜ため息いきをついた。

　周囲を警けい戒かいしながら、ルドヴィークはまず自分が茂みから這い出し、そのあとフロリンを優しく立たせた。

　フロリンの仮面は斜めに曲がって、ずり落ちている。

　ルドヴィークがそっとフロリンの仮面を直すと、フロリンは肩を小さく震わせ緊きん張ちようした。月が隠れて闇が濃いため、こんな間近でもフロリンの素顔ははっきりとはわからなかったが、品のある綺麗な顔をしているようだった。

　瞳の色もそうだけれど、顔立ちや口調までカテリナ王妃に似ている気がするのは、きっと同じ北の国の出身だからなのだろう。

　もっともカテリナ王妃は、窃盗犯を追いかけたり、木に登って部屋の中をのぞいたりはしないだろうけれど。

　月が出ていて明るかったら、窃盗団の男たちに見つかっていたかもしれないと考えると、あらためて冷たい汗が背中をつたった。

　仮面を直したあとも、フロリンはうつむいてもじもじしている。まだ緊張しているのかもしれない。

「大丈夫？　どこも痛くない？」

　と尋ねると、ちょっと恥ずかしそうに、ぶっきらぼうに、

「平気、よ」

　と答えた。

「なら、行こうか」

　笑顔で手を差し出すと、またちょっともじもじして、ぎゅっと握りしめてきたので、ルドヴィークは再び胸が熱くなった。

　フロリンが木の根や石につまずいたり、木の枝で顔や腕を傷つけたりしないように、ルドヴィークが少しだけ先に立って、真っ暗な森を少しずつ進んでゆく。

　来るときは、暴走するフロリンを止めるのに必死だったのに、今はルドヴィークのほうがフロリンをリードして、慎しん重ちように、ゆっくり、歩いてゆく。

　フロリンを守らなければならないという気持ちや、フロリンを庇護すべき愛おしい存在に感じる気持ちは、自分から進んで窃盗団に対たい峙じしたあのときからずっと、ルドヴィークの胸を静かに震わせていた。

　やがて木が途切れ、通りに出た。

　雲におおわれていた月も再び地面を照らし、ほっと息を吐ついたとき──。

　通りの向こうから、騎士団の制服に身を包んだ少女が馬でやってきた。

　頭の上で髪をひとつに結んだ凜り々りしい姿の──即位式のとき、ルドヴィークの馬車の前に転げ出てきた、あの女騎士だ！

　名前はエヴァリーンと聞いている。

　城内でもときどき見かける。ルドヴィークが『やぁ、ご苦労様』と声をかけると、真っ赤な顔で背筋を伸ばし、

『お、おはようございますっ！　ルドヴィーク陛下』

　と声を上うわ擦ずらせる。

　国王だとバレたら困るが、エヴァリーンが通りかかったのはありがたかった。

　いつもより低めの声で、

「騎士さん、この森の中の館に、窃盗団がひそんでいるんだ」

　と、呼び止めて事情を説明すると、

「なに！　それは祭りで被害報告があがってる窃盗犯ではないか！　すまないが、二人とも本部まで一緒に来てくれ」

　と、きびきびとルドヴィークたちを警備本部まで案内した。ルドヴィークが国王だと気づいていないようだ。パレードの一件で頼りなく見えていたが、普段はこんなふうに凜々しく、仕事熱心な騎士なのだろう。

　町に置かれた本部では、祭りで窃盗の被害にあった女性たちが、早く犯人を捕まえて盗まれたものを取り戻してほしいと訴えていた。

「とっておきの真珠のネックレスを、とられたんです！」

「あたしのイヤリングを取り返して！」

「金髪の若い男性だから、てっきり国王様だと思ったのに！」

　と、一斉に声を張り上げている。

　中でも目立っていたのは、ルビーのような赤い髪を華やかにカールさせ、豪華なドレスを着て顔に宝石をちりばめた仮面をつけた若い女性で。

「あのダイヤの指輪は、当家の家宝ですのよ！　そのへんのちゃちな宝飾品とは比べものにならないほど由ゆい緒しよある品なのですからね！」

　と、警護兵に詰め寄っている。

　それを見るなり、エヴァリーンが、

「ああっ！」

　と叫んだ。

　振り向いた赤髪の女性が、びくっとし、エヴァリーンが、

「公こう爵しやく家けのテ──」

　と、言いかけるのをものすごい速さで体当たりし、広げた手のひらで口を押さえて止める。

「なにをおっしゃりたいのかしら？　わたくし、あなたみたいな成り上がりの家の、野蛮な男女となんか一度もお会いしたことはなくってよ。もちろん公爵家とも関わりはありませんことよ」

「ふごふご」

　口を押さえつけられたエヴァリーンは、赤髪の女性を睨にらみながら、手を振り払おうとしている。そうはさせじと、赤髪の女性がさらに強く口を押さえつける。

　二人が攻防を繰り広げているあいだに、ルドヴィークとフロリンは別室に通された。

　そこでルドヴィークは警護団の隊長に、窃盗団の館のことを話した。

「彼らの特とく徴ちようを、覚えているかぎり教えてくれないかね」

「紙と鉛筆を貸してもらえますか」

　隊員から受け取った紙に、ルドヴィークがさらさらと窃盗団の男たちの顔を描き上げると、おおっとどよめきが上がった。

　ルドヴィークが一人描き上げるたびに、

「おい、こいつは詐さ欺ぎ師しのシータじゃないか」

「こっちは、スリのグスタフだ」

　と、警護兵たちが次々に叫ぶ。

　最後に、あの高価な衣服に身を包んだ青年を描くと、隊長が、

「こ、これは！」

　と青ざめた。

　ごくりと息をのみ、口にするのをためらうように、

「商人のエルモンドの三男に……似ているような。いや、そのものだ」

　と、唸うなった。

　エルモンドといえば、ルドヴィークの即位を快こころよく思っていないワルター公爵に擦すり寄よっている豪商だ。最近羽振りがよいとアーデルハイドが言っていた。

　その三男が窃盗団に？

（そういえば、自分たちのバックには大物がいるって、僕らを追っかけてきた窃盗団の連中が話していたな）

　名前までは聞き取れなかったが、あれはエルモンドのことだったのかもしれない。エルモンドの羽振りがいい理由が犯罪によるものだとしたら、とんでもないことだ。

　隊長たちは急に難しい顔になり、

「エルモンドはワルター公爵と懇こん意いにしている。もし、エルモンドの息子を逮たい捕ほして、間違いだったら」

「どうします、隊長。偉えらいかたが絡むとなると、我々では容よう易いに手が出せませんよ」

「くそぉ、せっかく証拠の似顔絵まであるのに」

　隊員たちの声に、悔しさが混じる。

　ルドヴィークは口を開いた。




「すぐに森に、兵を派は遣けんしてください」




　ルドヴィークの隣でもどかしそうにしていたフロリンが、驚きの表情でルドヴィークを見上げる。

　警護団の隊員たちも、一斉にルドヴィークのほうを見る。

　落ち着いた眼まな差ざしで彼らを見返し、ルドヴィークは言った。

「エルモンドはワルター公爵を頼るでしょう。ワルター公爵にとってもエルモンドは大事な財源なので、事件自体をなかったことにして守ろうとする可能性は大いに考えられます。けどそのときは──」

　戸惑いの表情で聴き入っている隊員たちに向かって、ルドヴィークは涼やかに告げた。




「ルドヴィーク国王が力になります」




　フロリンが小さく息をのみ、隊員たちも目を見張る。

　ルドヴィークは口元をゆるめて、

「なにかあったら、侍じ従じゆう長ちようのアーデルハイドに相談してください。必ず話を聞いてくれますから」

　ワルター公爵の力を削そぐためなら、アーデルハイドは優秀な頭脳を喜んでフル回転させるだろう。

　隊長が声をつまらせながら尋ねる。

「あ、あなたは、一体……っ、その金色の髪と、緑の瞳は……まさか」

　ルドヴィークはフロリンの手をとった。

　フロリンも頰ほおを紅潮させ、ルドヴィークの手にしとやかに白い手を重ねる。

　そうして、二人が放つ気品に圧倒されている隊員たちのほうを振り向き、ルドヴィークは晴れやかに言い放った。




「僕らは、国王の特命騎士だよ」













　あっけにとられている隊長たちや、「フォルマ公こう爵しやく家けの令れい嬢じようだろう」「人違いですわ」と、まだもめているエヴァリーンと赤髪のご令嬢を背に外へ出て、祭りが続く通りを、声を上げて笑いながら走ってゆく。

　手と手をしっかり握りあわせて、どちらも楽しそうに。

「あはははは、やったぞ！　これで窃せつ盗とう団だんもおしまいだ！」

「特命騎士の任務完了ね！　人食い鬼を退治したポーレットみたいに最高の気分だわ！」

「僕も、最高だ！」

　はじめて王様らしい仕事ができた。

　王様なんて書類に判子を押したり、舞踏会やパレードでにこにこしているくらいしかやることがないと、無気力になっていた。

　けど、王様にしかできないこともあるのだ。

（アーデルハイドに、警けい護ご団だんに協力するように言っとかなきゃ。体中に力がみなぎっている気分だ。フロリンが窃盗犯を追いかけてくれたおかげだ）

　あのときはびっくりしたけれど、おかげでエルモンドの不正を暴くことができた。

（きみは最高だ、フロリン！）

　行き先を決めずに、夜の通りをめちゃくちゃに走りながら、腹の底から笑いあう。頭の中がすっきりと晴れ渡り、胸が熱くとどろき、頰ほおがほてっている。

　走って走って、笑って笑って。

　人波が途絶えた暗い通りで、透きとおった月明かりに照らされて、ハァハァと息を切らし、また顔を見あわせて微笑ほほえみあった。フロリンの頰は生き生きと輝いていて、仮面の下の紫の瞳は、きらきら光っている。

　遠くで明るい音楽が聞こえた。広場でまだダンスが続いているのだ。

　フロリンが愛らしい唇くちびるをほころばせてルドヴィークを見上げる。ルドヴィークのほうへ真っ白な手を差し出し、あふれんばかりの笑顔で言った。




「踊りましょう！　わたしは、ダンスが大好きなの！」




　朗ほがらかな声がルドヴィークの心しん臓ぞうではじける。ルドヴィークはフロリンのなめらかで美しい手をとり、踊り出した。

　新品の革かわ靴ぐつに包まれたフロリンの小さな足が、軽やかに動き回る。ルドヴィークの腕の中で、まるで羽根のように軽々とフロリンはステップを踏ふんだ。広場でルドヴィークがダンスに誘ったとき返事をためらっていたので、もしかしたらフロリンはダンスが嫌いなのかもしれないと思っていた。

　なのに、澄んだ笑い声を上げて、こんなに生き生きと楽しそうに、踊っている！

　スカートの裾すそがふわりと広がるたび、白い足が仔鹿のように跳ね、細い体がやわらかにしなり、ルドヴィークのほうへいたずらげにもたれかかってきたり、離れたりする。愛くるしい瞳がルドヴィークを見上げて、微笑みかけてくる。

　かと思うと、ちょっと眉根を寄せて、

「あなたの顔、また引ひっ掻かき傷が増えてしまったわね。ごめんなさい」

　と、申し訳なさそうに謝った。

　窃盗団から逃げるときに茂みに突っ込んでついた傷のことを言っているのだろう。猿に引っ掻かれたときに比べれば、全然たいしたことはない。

　ルドヴィークは明るく笑った。

「きみの顔は綺き麗れいだよ、フロリン」

「あなたが庇かばってくれたからよ。あなたはとても勇敢だったわ、ルディ」

　茂みの中で二人で足をからめあい、息を殺して抱きあったことを思い出したのか、フロリンの頰が赤くなる。

　ルドヴィークの頰と胸も熱くなり、心臓の音が速さを増してゆく。

「僕は男だから。きみを守らなきゃいけないと思ったんだ」

　そう言うと、フロリンはにっこりし、

「ええ、ルディは、わたしを守ってくれたわ」

　と、ささやいた。

「わたしが木から落ちたときも、ちゃんと受け止めてくれたし、盗とう賊ぞくたちに気付かれて逃げ場がなかったときもすごく冷静で、あんなとんでもない作り話を堂々として、あなたのこと、人が良くて騙だまされやすそうで、押しが弱くて頼りなくて心配だと思っていたのに、別人みたいで、びっくりしちゃった」

「きみの僕に対する評価は低すぎやしないかい？　今日会ったばかりなのに、僕はそんなに頼りなく見える？」

「し、知ってる人が、あなたに似てるんです。じゃなくて似てるのよ。その人がすぐおろおろして頼りなかったから、あなたもそうなのかと思って……でも、盗賊を騙したときのルディは、すごくカッコよかったわ。それと、国王の特命騎士だって警護の人たちに言ったときも」

「本当に？」

「ええ、ドキドキしたわ」

　フロリンがくるりと回り、やわらかな亜あ麻ま色いろの髪かみがルドヴィークの頰を撫なでていった。品の良い涼しげな香りがして──また正面に戻ってきたとき、うっとりした顔で微笑んでいたので、ルドヴィークはドキドキしてしまった。

「あ……きみの金貨、放り投げちゃってゴメン。警護団の人に言って、必ず回収してもらうよ」

　フロリンがしとやかに首を横に振る。

「ううん、いいの」

「でも」

「あれは、もともと、あなたに支払うはずのものだったんですもの」

「まだまだお釣りが払えないよ、フロリン」

「いいえ、じゅうぶんすぎるほどもらったわ。わたしと一緒に冒険をしてくれて、わたしを男らしく守ってくれたでしょう。わたし、この国へ来て、こんなに楽しくて、わくわくしたのははじめてよ」

　青く透明な月明かりに照らされたフロリンのまっすぐな笑顔が、ルドヴィークの心臓の鼓動を高めてゆく。

（それは僕もだよ、フロリン。王様になってこんなに楽しくて、わくわくしたのは、はじめてだ。きみは僕を冒険に連れ出してくれて、僕とこうして踊ってもくれている）




　──わたしは、ダンスが大好きなの！




　ルドヴィークを見上げて晴れやかに告げた笑顔を思い出し、胸が甘くとどろいた。

（今夜、僕とフロリンが出会ったのは運命だったんじゃないか）

　青い髪の少女が言っていた。ルドヴィークは、たったひとつ以外、望むものをすべて手に入れると。

　七番目とは別離を迎えるが、六番目まではとどまると。

　ではフロリンは？

　望めばフロリンは、僕のもとにとどまってくれるだろうか？

　僕に恋してくれるだろうか？

　僕の恋人になってくれるだろうか？

　国王の立場でそんなことを思ってはいけないと、胸に押し込んだ気持ちが、ひとつの冒険を経たロマンチックなこの状況で、表面にどんどんあふれてくる。




　──ルディ。ダンスを踊るときは、あんたは王様で、相手は女王様のつもりで踊りなさい。




（フロリンが、今夜だけでなく、この先も僕の女王様になってくれたら、僕はどんなことでもできるんじゃないか）

　無邪気に跳ね回るフロリンを甘い目で見おろし、急ぎすぎるところはさりげなく引きとめたりペースを控えたりして、優しくリードしながら、気持ちが押さえきれないほど高まった。




　──そしたら、あんたと踊った女の子は、あんたに恋をしちゃうわ。




　今、フロリンは、とろけそうな笑顔で、ルドヴィークを見上げている。

「あなたのダンスは、とても素敵だわ、ルディ」

（僕がフロリンに恋をしてしまったように、フロリンも恋に落ちてくれていたら……こんなにうっとりした目をしているんだから、フロリンだって僕のこと……）

　頭上の月に薄い雲がかかった。

　それがきっかけだった。

　ルドヴィークが顔を寄せて、フロリンの小さな唇に自分の唇を重ねると、フロリンの唇が震えた。フロリンの驚おどろきがルドヴィークの唇に伝わってくる。

　そっと唇をはなすと、フロリンはルドヴィークを見上げていた。

　とんでもないことが起こってしまったというように、茫ぼう然ぜんとした目でつぶやいた。




「トリス　カルマエラ……ディーノ（あなたは、なんてことを……するの）」




　切れ切れにこぼれた単語からは、ルドヴィークの突然の口づけを、フロリンがどう思ったかわからなかった。

　ルドヴィークは真剣に言った。

「フロリン、僕はきみをもっと知りたいし、きみとずっと一緒にいたい。僕の恋人になってくれないか？」

　ルドヴィークには、カテリナ王妃という妻がいる。

　政治的立場から、彼女と離婚するわけにはいかない。

　けど、フロリンが国王の愛あい妾しようとして城に来ることを承しよう諾だくしてくれれば、男として責任をもってフロリンを守るし、重臣たちも説得してみせる。そうしたら、ずっと一緒にいられる。

　朝も昼も夜も、この朗らかでお転てん婆ばで、次になにをしでかすのか予測不可能な愛らしい女の子と、ダンスを踊れる。

「……わたしが……？　あなたの、恋人に？」

　フロリンの声は、今にも消え入りそうだ。

　いきなり国王だと打ち明けても、混乱させるだけだろう。それは二人の関係が深まったら、少しずつ話せばいい。

　今はただフロリンと、この祭りが終わったあとも会えるという約束がほしかった。

　フロリンに好きな男がいることもわかっている。だからこそ、相談役にはならないと、今、この時点で、意思表示をしたのだ。

「あ……あなたには、他に決まったかたが、いるのではないの？　そう、花売り娘と素敵な夜を過ごしたのでしょう？」

「だから、そんな相手はいないよ。もしいるとしたら、それはきみだ、フロリン。今夜、きみと過ごして、僕の運命の相手だと思ったんだ」

　フロリンが声をつまらせる。

　ルドヴィークはフロリンの母国語の、北の帝国の言葉でささやいた。




「ルイ　エルマ　アマローゼ（僕の愛を受け取ってください）」




　白い指がスカートの布をぎゅっと握りしめる。薄紅色の唇を嚙かんで、フロリンがうつむく。

　そのまま沈黙していたが、喉のどを小さく震わせて、泣きそうな目をして顔を上げ、ルドヴィークの胸を両手で強く押しやった。




「エステ　ロミナ　クルートス！　バイネ　リュージュ！　エルフローレ！　インフェルディア！　ロータシア　ミルティーナ！　エルブルージュ！　ボルボルボル！」




　眉根を寄せて顔をゆがめて、ひたすらエンドラ語で叫ぶ。

　早口すぎて、なにを言っているのか、ルドヴィークにはわからない。

　ただ、フロリンが怒っていることと、哀かなしんでいることは、表情や口調からひしひしと伝わってくる。

「もっとゆっくりしゃべって、フロリン」

　どうにかフロリンの言葉を聞き取ろうと、懇こん願がんする。

「ボル！　ボルボル！」

　しきりと、フロリンが口にしている『ボル』とは、どんな意味だっただろう。

　フロリンの気持ちを知りたくて一いつ生しよう懸けん命めいに思い出そうとするが、浮かばない。

　フロリンは亜麻色の髪が広がるほど激しく首を横に振ると、ルドヴィークに背を向け、駆け出した。

「フロリン！　僕のこと、少しでも好きだと思ってくれるなら、大鹿通りの『ボリスの服屋』を訪ねてくれ！」

　夢中で叫んだが、亜麻色の髪を揺らして走るフロリンは、振り返らなかった。













（やっぱり、いきなりキスしたのがいけなかったんだろうか……）

　明けがた、城へ戻ったルドヴィークは、フロリンのことを考えて落ち込みながら、重い足を引ひき摺ずって廊ろう下かを歩いていた。

（もっと時間をかけて、フロリンの好意と信頼を得るべきだったんじゃないか）

　けれど踊っているとき、フロリンはとても楽しそうで、ルドヴィークを見上げる目もとろけそうで、唇くちびるはキスを待つように小さく開かれていた。

　あんな顔で見上げられたら、両想いだと思ってしまうじゃないか。

（フロリンは、また会ってくれるかな）

　実家の服屋を訪ねてくれるように言ったけれど、伝わっているだろうか。来てくれるだろうか。

（あのとき、フロリンはエンドラ語でなんて言ったんだろう）

　ようやく自室に辿たどり着つき、本当はすぐにベッドに倒れ込んで眠ってしまいたかったが、エンドラ語の辞書をめくった。

　フロリンが泣きそうになっていたのも、気になっていた。

（もしかしたら、なにか事情があったのかも。そうだ、フロリンが片想いしている、あの、フロリンにまったく気のない、ものぐさな男のこととか）

　フロリンの言葉を思い出しながら、ひとつひとつの単語の意味を調べて、文章を組み立ててゆく。

「えーと……エステ……ロミナ……だったっけ」




『この女ったらし！』




「え？」

　単語を確認し、唖あ然ぜんとする。




『いっぺん死んでください！　大おお噓うそつきの詐さ欺ぎ師し！』




　間違っているんじゃないかと、何度も確認して。他に似た発音の言葉はないかと必死に捜しても、やっぱり変わらない。




『あなたなんて、地じ獄ごくに堕おちればいい！』




　辞書に記された過激な言葉から、目が離せない。




『二度と顔を見たくありません！』




　最後に、フロリンが『ボルボルボル……』と連呼していた単語を見て、さらに愕がく然ぜんとした。




『バカバカバカバカバカバカァ！』




「なんだこれは！」

　望みがあるどころか、完全に嫌われて、振られてる。

　辞書を見おろしたまま、口を開けて惚ほうけていたとき──。

　窓のほうでガタン、と物音がした。

　振り向いたルドヴィークは、ぎょっとした。

「！」

　窓に、女の子が張り付いている！　しかもたった今、ルドヴィークを失恋に突き落とした──町で別れたはずのフロリンが！

（なんでフロリンが城にいるんだ。振られたショックで幻覚を見ているのか？）

　ルドヴィークと目が合った瞬間、フロリンはひどくうろたえ、窓から離れようとした。その拍子に手か足がすべったらしく、

「きゃ──」

　と小さく叫んだ。

　華きや奢しやな体がぐらりと傾かたむく。

　ルドヴィークは慌あわてて窓辺に駆け寄り、窓を開けて、両手でフロリンの体を抱えて、部屋の中に引き上げた。

（幻じゃない！　手でふれられるし、あたたかい！）

　心しん臓ぞうがひっくり返りそうなほど混乱する中、ルドヴィークはフロリンを抱いたまま、床に尻しり餅もちをついた。

　その瞬間、フロリンの亜あ麻ま色いろの髪かみがルドヴィークのシャツのボタンにからまり、強く引っ張られた。

　フロリンの髪が、ずるりと動く。

（え？）

　窓から朝一番の光が射し込み、亜麻色の髪の下にまとめられた、黄金をとかしたような金の髪をきらめかせた。

「ノア（やだっ）」

　フロリンが慌てて髪をもどそうとするが、髪と一緒に仮面も半分ずれていて、金色の長いまつげに彩られた紫の瞳も端整な顔の造りも、夜と違って、ルドヴィークの目に、この上なくはっきりと見てとれた。

「！」

　息が止まったのは、目の前でわたわたしているフロリンが、カテリナ王妃にそっくりだったからだ。

　最初から、目の色も同じだし、姿も声も似ているとは思っていた。

　けどそれは、フロリンが王妃と同じエンドラの出身だからだと納なつ得とくしていた。

　そもそもカテリナ王妃とフロリンでは、表情や雰ふん囲い気きが正反対といっていいほど違っていたから。

　けど、まさか。

　この期ごに及んでまだ、なにかの間違いではという希望が捨てきれないまま、ルドヴィークはおそるおそる尋ねた。




「フロリンって、ひょっとして、カテリナ王妃？」




　ルドヴィークのシャツのボタンに絡みつく亜麻色の髪と、必死に格闘していたフロリンの顔が、カァァァァァァッと赤くなった。

　仮面がすでに半分以上ずり落ちたその顔は、疑いようもなくカテリナ王妃で。

　ルドヴィークも激しく動揺する。

「って、ええーっ！　ホントに王妃がフロリンなの？　屋台で金貨をつっ返されて、おろおろしてたあのフロリンが？　飴あめで手をべとべとにして恥ずかしそうに指をなめてたフロリンが？　人生経験豊富で修しゆ羅ら場ばもくぐってるって自じ慢まんしてたフロリンが？　窃せつ盗とう犯はんをいきなり追跡して、木登りが特技だと言って枝から落ちたフロリンが、カテリナ王妃なのか!?」

　ルドヴィークが確認するたび、フロリン──いや、カテリナ王妃はますます赤くなり、かつらを片手ではずして、ルドヴィークの胸に押しつけ、もう片手で仮面をはずして床に投げつけ、悔くやしそうに叫んだ。

「そうよ、フロリンよっ。わたしの恥ずかしい姿しか覚えていないのね、ルディ」












「信じられない……」

　ルドヴィークは目を丸くしたままつぶやいた。

「だって、王妃はダンスは大嫌いだったじゃないか」

　そう、確かにそう言った。『わたくしはダンスは大嫌いです』と、ひえびえとした声で、はっきりと。

　カテリナ王妃はまた、ぐっと声をつまらせ、後ろめたそうに目を伏せ、赤い顔でもじもじと町娘風のスカートをいじくっていたが、やがて観念したように言った。

「ごめんなさい」





　　　　　◇　◇　◇






　窓を閉め、ソファーに座り直し、カテリナ王妃は肩をすぼめて〝事情〟を説明しはじめた。

「わたしには心に決めたかたがいるというお話を、したでしょう。わたし、子供の頃からそのかたのお嫁よめさんになること以外考えられなくて、お父様たちがもってくる結婚話は、全部拒否していたの。

　お父様の新しい愛人を突き止めて、新聞社宛てに暴ばく露ろ記事を送ると脅おどしたり、宰さい相しようのご自慢の金のたてがみの馬の毛を全部刈ってしまうと脅したり、大臣たちのちょっとした不正を調べ上げて脅したりして──全部破談にして、わたしがあのかたと結ばれる運命で、それが国家の行く末を左右するという神しん託たくを神殿から出すよう画かく策さくしたり、あのかたは城内に住んでらしたので、そこへも見張りの目を盗ぬすんで、屋根や窓を伝って毎日毎晩通い続けて、頑がん張ばったのよ」

　それは頑張る方向が間違っているんじゃ……。

　一国の皇女が、父の皇帝や家臣を脅すって……しかも屋根や窓を伝って不法侵入って……。高貴な血筋の上品でしとやかな姫じゃなかったのか？

　コメントを挟はさめずにいるルドヴィークの前で、カテリナ王妃が可か愛わいく、しゅんとする。

「けど、頑張りすぎたみたいで……お父様に、国に置いておくと、いつまた皇室の栄誉を汚すような突飛な真ま似ねをするかわからないから、わたしの悪評も届かない遠い国へお嫁にやると言われてしまって。そのときは逆にチャンスだと思ったのよ」

「……どうして」

　それだけ騒ぎを起こしていたのでは、遠くへ輿こし入いれさせるしかない父皇帝の気持ちもわかると思いながら、ぼそりとつぶやくと、

「わたしが、そんなに遠くへ行ってしまうとわかったら、面めん倒どうくさがりのあのかたも引き留めてくださるんじゃないかと期待したの」

「……引き留めてくれなかったんだ」

「うぐ」

　カテリナ王妃が高貴な女性らしからぬ声を上げ、またしゅんとする。が、すぐに手をぐっと握りしめ、

「いいえっ、まだこれから迎えに来てくださるかもしれないしっ。そうよ、まだまだわからないわ。わたしに、ローデシアが物語の国だと教えてくれたのは、あのかたで、あのかたはずっとローデシアで物語の収集をしたいと言っていたんですもの。だから、わたしのあとを追ってローデシアへやって来て、ロマンチックなお伽とぎ話ばなしみたいにさらってくださるかもしれないわ。ええ、望みは捨てないわ」

　と主張する。

　それからまた、しゅんとして、

「だから……ローデシアの国王と夫婦になるわけには、いかなかったの」

　実家にいたときのように破は天てん荒こうな振る舞いをすれば、花はな婿むこのほうから断ってくれるだろう。けど、それはできなかった。

　父親の皇帝に、もし嫁ぎ先で帝国の栄光に傷をつけるようなことをしでかしたら、強制召還して、宮殿の地ち下か牢ろうに閉じ込めて一生外に出さないと、真剣そのものの顔つきで断言されたためだ。

　親子の縁を切るとか、国外追放にすると脅されるよりも、身が縮ちぢんだ。

「お父様ったら、おまえが早く嫁とつぎ先さきになじむようエンドラからの供は婚礼が終わったら帰国させるが、秘密の監視人におまえの行動は常に見張らせておくから、言動にはじゅうぶん気をつけるようになんて脅して」

（父親に脅し返される娘って……）

「ひそかに見張らせるって、わざわざ言うところがいやらしいでしょう？　秘密の監視人なんていないかもしれないけれど、いるかもしれないって、わたしが悩むことを計算しているのよ。もし本当に監視人がいて、わたしが騒ぎを起こせば地下牢だし。エンドラ皇家の名めい誉よを傷つけずに、わたしがローデシアの王妃にふさわしくないことを示すには、冷れい酷こくで高こう慢まんな嫌な女になるしかなかったの。わたしの見た目って異様に整いすぎていて、人形みたいに冷たく見えるでしょう？　うちの家族は、みんなこの顔なの。全員勢ぞろいするともろに悪の帝王一族よ。ずっとコンプレックスだったけど、でも、わたしが外見通りの高慢ちきな皇女を演じ切れたら、そんな女を妻にしたあなたも周りから同情してもらえるし、実家に返品してもらえるんじゃないかと思ったのよ」

「品物じゃないんだから返品はできないよ。第一、立場的には、きみの国のほうがずっと上なんだから」

「……そうね、ごめんなさい」

　目を伏せて気弱に謝あやまる。

　結婚式の夜、泣いてしまったのも、好きな相手以外は絶対に嫌だったからなのだろう。

　胸がズキリとしながら、

「丁てい寧ねいにしゃべっていたのも演技だったの？　こっちがきみの地？」

　と尋ねると、

「ええ。ただ、ダール語は、もともと丁寧語で教わったの。こちらへ来てから侍女の子たちがおしゃべりしているのを立ち聞きしたり、盗み聞きしたりして、砕けた話しかたを覚えたのよ。ベースが丁寧語だから、フロリンとして話していたときも、混じっちゃったりしたけれど」

「こんな短いあいだに聞いただけで覚えるなんて、すごいなー」

　立ち聞きや盗み聞きはともかく……と、ルドヴィークは感心した。

　カテリナ王妃もちょっと嬉うれしそうに、

「あのかたが迎えに来てくれて、二人で城から抜け出すとき、丁寧語以外の言葉もしゃべれたほうがいいと思って頑張ったの。それと城内をあちこち探索して、逃走ルートを頭に入れたり、抜け道を探したり、いざというとき取引するために高官の弱みを探ったり、それは楽しかったわ」

「って、そんなことしてたの！」

「隠おん密みつ行動は得意なの」

　皇女が自慢することじゃない。

（確かに木登りも年季が入ってた。さっきも、僕の部屋のドアじゃなくて窓からのぞき見しようとしてたし、待てよ、窓っていえば）

「ひょっとして、結婚式の日に、窓からきみの部屋に入っていった不審者は」

「わたしよ。結婚式の最中に、あのかたがさらいに来てくれるかもしれないから、逃走ルートを確保しなきゃって、下見を……」

　さすがに気まずそうに顔を赤らめる。

（花嫁が式の前に木から木へ飛び移って、逃げ道を探していたなんて）

　今日、何度目かのショックを受ける。そういう場合、さらわれる花嫁は、部屋でしくしく泣いているもんじゃないのか？

（なんだか頭痛がしてきた）

「えーと、事情はだいたいわかったけど、どうしてお祭りへは行ったんだい？　しかも、かつらをかぶって変装までして」

　そこがよくわからない。カテリナ王妃が好きなのはエンドラの男性で、王妃がわざわざルドヴィークが参加すると噂うわさのお祭りに行く理由がない。

（もしかして、僕の弱みを握ろうとして）

　不穏なことを考えたとき、

「そ、それは、あなたのことが心配で」

「へ？」

　それまで、あーまた失恋か、結局彼女は最初から僕のことなんか眼中になかったんだな、とがっかりしていたルドヴィークは、ドキンとしてしまった。

　カテリナ王妃がルドヴィークを上うわ目め遣づかいに見つめながら、自分でも戸と惑まどっている口調で、ぽそぽそと言う。

「だって、あなた、本当にいい人すぎなんですもの。わたしがあんなに嫌な態度をとっても、一いつ生しよう懸けん命めい話しかけてくれるし、笑いかけようとしてくれるし……は、はじめてのときだって、わたしが泣いてしまったら、なにもしないで慰なぐさめてくれて、ありえないくらい、いい人なんですもの」

　いい人は、恋愛において決して褒ほめ言葉ではない。

　なのに──。

　カテリナ王妃の頰ほおが、どんどん染まってゆくからだろうか。

　いい人と告げる声に、戸惑いが混じっているからだろうか。

　ルドヴィークの胸がまたドキドキと高鳴りはじめる。

「それに、お顔も爽さわやかでハンサムで、人当たりがよくて、気遣いもできて、お城の女の子たちもみんなあなたの愛あい妾しようになりたいって、あなたを狙っているから」

　まるでヤキモチをやいているように聞こえて、そんなふうに思ってくれていたんだ……と、顔が熱くなって。

「もうもう、いかにも理想の結婚相手だから、わたしが普段冷たくしているせいで悪い女に引っかかったりしたらって、じっとしていられなかったの。あなたの恋の相手を確かめて、もし暗殺者だったり、あなたの地位や財産目当ての詐欺師だったら追い払わなきゃって使命がわいて」

「それで変装までして、城から僕を追いかけてきてくれたんだ……」

　つぶやく声にも、期待がにじんでしまう。

　カテリナ王妃が、かつらや衣装をどうやって調達したのかは、今のこの甘い気持ちを台無しにする答えが返ってきそうで、訊きけなかった。

　王妃が肩を落とす。

「でも、人があんまり多すぎて迷子になってしまって。そしたら、あなたのほうから話しかけてきたから、あのときは本当に心臓が止まりそうだったわ。あっ、フロリンというのは猫の名前なの。〝暗殺者〟のほうではなくて、あのかたが飼ってる、とっても珍めずらしい青い猫で……ルディ？　顔色が悪いわ？　それにすごい汗よ」

（思い出した。僕は妻を、他の女の子だと思って口く説どいてしまったんだっけ）

　あのとき彼女がエンドラ語で怒ったのも無理はない。女たらしの詐欺師と罵ののしられて当然だ。

　どっと汗をかいたあと、がばっと頭を下げる。

「どうもすみませんでしたっっ！」

　カテリナ王妃がうろたえて、

「やだ、どうしてあなたが謝るの。謝らないで」

「でも、きみ、僕がフロリンに告白したとき、すごく怒ってて、地獄に堕ちろって」

「あ、あれは──た、確かにあなたの言動は、妻帯者としても国王としても軽々しすぎたけど──でも、わたしが、あんなふうに感情的になってしまったのは、それだけが理由じゃないの」

　カテリナ王妃の声が小さくなり、後ろめたそうに視線をそらして、

「その……わたし──あなたの言葉に、ドキドキしてしまって」

「え」

　カテリナ王妃の頰がますます赤くなる。

「あのときだけではなくて、あなたに転びそうなところを支えてもらったり、あなたに優しく笑いかけられたり、あなたに助けられたりするたびに、なんだか胸が──おかしな感じで」

「そ、それは」

　僕に、惹ひかれていたということ？

　カテリナ王妃が真っ赤に染まった顔を上げて、言い訳するように早口で言う。

「仕方ないでしょうっ。わたし、変わり者の皇女で避さけられていたから、男の人に親切にされたことがなかったんですものっ。あんなふうに甘い目で見つめられたり、優しくささやかれたり、ダンスで素敵にリードしてくれたり、き──キスまで──全部、はじめてで。あんな告白までされて──」

　戸惑いにうるんだ瞳で見つめられて、ルドヴィークの頭も熱を帯び、痺しびれてゆく。

　カテリナ王妃が、掠かすれた声で言う。




「これ以上、ドキドキするのが……怖かったの」




　だからうろたえて、叫んでしまったのだと。

　ルドヴィークの胸が高鳴り、頭だけではなく、頰も、耳も、目も、全部熱くなった。

（彼女は僕に惹かれている。今まで恋の相談をしてきた女の子たちとは違う。僕だって彼女に恋している。フロリンがカテリナ王妃だったなんて、それこそ運命じゃないか）

　期待ではじけそうになりながら、ルドヴィークは口を開いた。

「もっとドキドキして僕を好きになって。僕のほうはとっくにきみを好きだから。それで本当の夫婦になろう」

　カテリナ王妃の返事は早かった。




「それはダメ」




　ルドヴィークが握りしめた手をするりとほどいて、きっぱり、はっきり、告げる。

（えええええ、今の流れで、なんで拒否？）

　茫ぼう然ぜんとするルドヴィークに、またきっぱり、

「わたしは一いち途ずなの。好きな相手を、簡単に変えたりできないわ」

「さっき、僕にドキドキしたって言ったのに」

「あ、あれはっ、わたしが男の人に慣れてないだけよ。恋とは違うわ。そうよ、はじめて双子の熊の玉乗りを見たときもドキドキしたし、神殿に忍び込んで神様の像を倒して首が転げ落ちちゃったときもドキドキしたし、よぼよぼの神官長が、それを見て口から泡を吹いて気絶しちゃったときもドキドキしたし、一度にナイフを五本投げる練習をしていて、お父様の口ひげを半分切り落としちゃったときも、ドキドキしたもの」

（そんなぁ～～～～）

　ルドヴィークがあんまり情けない顔をしたからだろう。カテリナ王妃が申し訳なさそうに、

「あなたには本当に悪いと思っているわ。わたし以外の女の子には、あなたは理想の旦だん那な様さまだし、絶対にあなたのことを好きになると思うし、あなたのようにいい人は、あなたにふさわしい相手と幸せになるべきだわ。だから──」

　カテリナ王妃が一度ほどいたルドヴィークの手を、両手でぐっと握ってくる。そのままルドヴィークのほうへ身を乗り出し、言った。

「あのかたが迎えに来るのを待つあいだ、わたしが責任を持って、あなたにぴったりのお相手を見つけてあげる！」

　彼女は、いままでルドヴィークが失恋してきた女の子たちとは違う。

　その予感は正しかった。

　そんな突飛な提案をした女の子は、過去に一人もいない。

「ねぇ、いい考えでしょう？　わたしはわたしの恋を、あなたはあなたの恋を、お互いに助け合いながら成就するの。そうよ、わたしたち同盟を結んで、同志になりましょう」

（同志だってぇ？）

　瞳をきらきらと輝かせる愛らしい妻を、夫であるルドヴィークは、絶句して見つめていたのだった。




















　秋のお祭りにルドヴィーク国王がお忍びでいらっしゃる！

　そんな噂うわさが流れていると知ったとき、女騎士のエヴァリーンは、祭りの喧けん噪そうの中を国王様と並んで、はにかみながら歩いている自分の姿を想像し、頭がぼうっとしてしまった。

　国王様はエヴァリーンの手を握っておられて、優しい眼まな差ざしでエヴァリーンをご覧らんになって、

『今夜だけ、騎士だということを忘れて、僕の恋人になってくれないか』

　とおっしゃるのだ。

『滅めつ相そうもない。わたしは、あくまでも国王様をお守りする騎士です。役目を忘れたりできません』

　と答えながら、国王様の緑の瞳に吸い込まれそうで……。




「けど、そんなことは、まったく起こらなそうだ」

　馬で見回りをしながら、はーっと溜ため息いきをつく。

　祭りは、国王様がお忍びで現れるという情報が飛び交ったため、例年以上に盛り上がっている。特に若い女の子たちは国王様のお目にとまって玉の輿こしにという野望を抱いて、お洒落しやれにも気合いが入りまくりだ。

　そうした女性の心理につけこんで、ルドヴィーク国王のふりをして、女性から宝飾品を掠かすめとる窃せつ盗とう犯はんが横行し、被害者はすでに報告が上がっているだけで、十人を超えていた。まだまだ増えそうな勢いで、エヴァリーンも見回りを命じられたのだった。

　森の近くの人通りの少ない薄暗い道を、不審者がいないか見渡しながら、馬でぽくぽく進んでゆく。

　国王様のふりをした窃盗犯は、許せない。

　つかまえて、牢ろう屋やにぶち込み、重い罰ばつを与えるべきだ。

　けど、高価なネックレスや指輪をとられたと騒ぐ女性たちを見て、自分と同じ妄想を繰くり広ひろげていたものがこんなにいたのかと、顔が赤らむ思いだった。

　自分も周りから見たら、あんなふうだったのだろうかと。

（くぅぅぅ、情けなさすぎだ）

　と、馬上で一人身み悶もだえる。

　エヴァリーンが急に上下左右にゆさゆさ動きはじめたので、馬がびっくりして、ひひん！　と鳴いて、走り出そうとするのをなだめ、また溜息をつく。

（ダメだ。立りつ派ぱな騎士になるために頑がん張ばっていたのに、ルドヴィーク陛下がお城に来られたときから、わたしはおかしい）

　以前はもっとしっかりしていて、侍女たちから頼られ、同じ年頃の男子にも遅れをとりはせず、確固たる自分を持っていたはずだ。

　そうだ、このままではいけない。

　国王様への不ふ埒らちな感情は捨て、もとの自分に戻るのだ。

（たとえこのあとお忍び中の国王様に会って、一緒に祭りを見物しないかと誘っていただいても、きっぱりお断りするのだ）

　強い心で、自分に言い聞かせる。

　そうして、馬上で凜り々りしくつぶやいたのだった。

「まずは国王様を騙かたった許し難い窃盗犯どもをつかまえなければ。それにしても、国王様と盗賊の見分けもつかないなんて、嘆なげかわしい。わたしなら、国王様がどんなお姿をしていても、仮面でお顔を隠されていても、一目で見抜けるのに」













「あなたの髪かみは薔ば薇ら色いろの波のようで、肌は大理石で、唇くちびるはルビー、瞳は最上級のエメラルドのようだ」

「まぁ、そんなー」

　踊りながら耳元でささやかれる甘い言葉の数々に、フォルマ公こう爵しやく家けの長女テレーゼは、うっとりと酔いしれていた。

　テレーゼの自じ慢まんの細い腰に腕を回しているのは、金髪で細身の男性だ。テレーゼと同じように顔に仮面をつけている。

　きっとこのかたは、お忍び中のルドヴィーク国王に違いない。

　城内でお話ししたときより、声が少し低くてくぐもっていて、肩も腕も逞たくましいような気もするし、身につけている服も装飾がごてごてしているだけで生地が安っぽい気がするけれど、それはきっとお忍び中だからだろう。

　ルドヴィーク国王が、お忍びで祭りに現れると聞いて、テレーゼも、こっそり町へやってきたのだ。

　広場の人混みに辟へき易えきしながら、

（わたくしを誰だと思っているの？　道を空けなさい！　これじゃあ国王様を捜せませんわ！）

　と憤いきどおっていると、楽団の演奏が流れ、周りで次々カップルができて、踊りはじめた。

　その真ん中で、

（え？　え？　何故、あんなイモ娘たちが誘われて、わたくしだけ誘われませんの？　も、もちろん、国王様以外の男なんて問題外ですけれど）

　と、おろおろしていると、




　──今こ宵よい、一番光り輝いている女王のようなあなた。どうか私に、あなたの美しい手をとる権利を与えてください。




　と、すっと手を差し出された。

　相手は仮面をつけた金髪の男性で、テレーゼは、

（ひょっとして、国王様では！）

　と、心しん臓ぞうが跳ね上がった。

　慣れない庶民の祭りに参加して困っているところへ、ルドヴィーク国王に似た男性が颯さつ爽そうと現れたのだ。テレーゼが思い込むには、じゅうぶんな状況だった。

　しかも彼は踊りながら、言葉の端々に自分が高貴な身であることを匂わせ、普段は窮きゆう屈くつな生活を強しいられているので、今日は身分を忘れ、一人の男として理想の女性に出会えることを期待してきたのだと語り、テレーゼの耳元で、その女性はあなただと一目でわかりました、などとささやく。

　その頃にはテレーゼはすっかり、彼こそが国王ルドヴィーク一世その人だと、信じていた。

　国王のリードで、くるくると回りながら、

（ああ、やっぱりわたくしを選んでくださったのね。もしかしたら国王様は、わたくしがフォルマ侯爵家のテレーゼだと気付いて、声をかけられたのかもしれないわ。ええ、きっとそうですわ）

　と、とめどなく甘い気持ちにひたる。




　──あなたとは、以前にもどこかでお会いしたことがあるような気がします。城の大広間かどこかで。




（ほら、やっぱり）

　ルドヴィーク国王は、片手でテレーゼを抱き寄せながら、片手で愛いとおしげにテレーゼのうなじのあたりを撫なでている。

（きっと、このダンスが終わったら、国王様はわたくしに求婚してくださるわ。カテリナ王妃は離り縁えんして、わたくしを王妃にしてくださるのだわ。国王様との結婚式で着るドレスのデザインを急がせなければ）

　そんなことを考えながら、テレーゼはうっとりと瞳を閉じたのだった。












































　あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。

　竹たけ岡おかさんとの新シリーズ『楽園ハレムへの清く正しき道程ルート』がスタートいたしました！　こちらが一話目になります。

　竹岡さんとのファンタジーは念願で、昨年パーティーでお会いしたときにも「いつかファンタジーで組ませてください」とお願いしてしまったほどでした。

　ファンタジーと現代物、それぞれに良さがありますが、実は私は金髪さんが大、大、大、大好きだったりします。登場人物全員金髪さんでもいいくらい、綺き麗れいな金髪絵を見るとうっとりして、そのまま時間が停止してしまうほどです。

　また、金髪さんに紫の瞳が加わると最強です！　幼少時代から、この世で一番美しい組み合わせだと信じています。さらに、お姫様だったりすると、髪型いじり放題、ドレス着せ放題で、もうもうもうたまりません。

　なのに、哀かなしいことに私がここ数年書いてきたような現代物だと、金髪さんもお姫様も、なかなか出すことができませんでした。いつか金髪＋紫の瞳＋お姫様なヒロインを出したいと思い続けてまいりました。その暁あかつきにはぜひ竹岡さんに描いていただきたいと夢をふくらませていたのですが、こんなに早く叶かなうとは！

　実は王妃様は、もともとは北国っぽく銀髪に蒼い瞳でした。『楽園』は、例によって一話目の初稿だけ書いて、出すあてもないまま手元にあった作品でしたが、昨年の冬頃、担当さんとお話ししていたら、いい具合に直せそうな気がして、シリーズ化にいたりました。が、完成稿がアップして、イラスト候補を選出している時点でも、まだ王妃様は金髪さんではありませんでした。年が明けて『吸血鬼』が予定より早く終了し、それなら『楽園』を竹岡さんにやっていただきたいです！　ということでお願いし、無事に引き受けていただくことができました。

　そして、竹岡さんに描いていただくなら、悔いの残らないよう金髪＋紫の瞳＋お姫様でゆこうと、王妃様の外見に修正を入れたのでした。キャラデザをいただいたときは、金髪だ～、紫の瞳だ～～、お姫様で白いドレスだ～～～～と感涙ものでした。

　もうひとつ、新シリーズは、念願のハーレムものでもあります。

『Ｂａｄ！　Ｄａｄｄｙ』や『うさ恋。』『〝文学少女〟』を書いていた頃、年齢制限付きゲームのシナリオのお仕事をしておりました。趣しゆ味みのお食事系サイトで知り合ったフードライターさんから棚たなぼた的に回ってきたお話で、筋金入りの機械音おん痴ちでゲーム類に一切ふれたことがないド素人しろうとの私に務まるのか不安だったのですが。幸さいわい周りのかたにフォローしていただきながら、複数のストーリーを完結までいっきに書き上げることができるのが嬉うれしくて、楽しくて、夢中で書いていました。

　そんな中で、幸せなハーレムを完成させてみたいと思うようになり、まだ拙つたなさは残るものの、満足がゆくものを書き上げることができました。そちらをノベライズ化したいと長年思っていたのですが、売り上げ本数的に難しいだろうということもあって、小説のほうで新たにハーレムができないかと、企画を出しておりました。こちらもなかなか通らなかったです。なので今回この『楽園』をお届けすることができて、いろんなかたに感謝しております。

〝みんなで幸せ〟なのも良いものだな～、とほのぼのして、ジンとしていただけるようなシリーズに、頑がん張ばってしてゆきたいです。もちろん、ルディたちがそこへ辿たどり着つくまでには、越えなければいけない困難がまだまだあるわけですが。

　あ、王妃様のお国言葉は、ものすご～～～～くアバウトで規則性は無いに等しいので、分ぶん析せきとかその……なさらないで、そっとしておいていただけると……（そもそもできません）。

　最後に『吸血鬼』の外伝的なもの（？）についての報告です。出版は来年になりますが、年内中にファミ通文庫様からタイトルや発売日等の告知がある予定ですので、もう少しだけお待ちください。

『楽園』二巻は二ヶ月後、一月三〇日の発売です。こちらもどうぞよろしくお願いいたします。


二〇一五年一〇月一五日　野村美月









※電子版の配信日は二〇一六年二月二九日を予定しています。
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